
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて坂さか本もと拓たく真まは、その圧倒的な強さと、公式ラスボスより雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　誰より早く《脳の魔王エンケバロウス》を倒したことで、彼は《魔王の指輪》を獲得する。あらゆる魔術を反射するという最強装備のひとつだった。

　ある日、拓真はクロスレヴェリそっくりの異世界へと召喚される。

　豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラ──二人は同時に儀式を行ったらしく〝自分こそが召喚主だ〟と言い争っていた。

「……この召喚獣はわたしが召喚したのです。あなたの魔術は成功していません」

「違うし！　あたしのだし！」

　しかし《魔王の指輪》により、《隷従の首輪》は彼女たちに嵌はまってしまう。

　二人のケンカに困惑する拓真──プレイヤーとしては優れているが、コミュニケーションは苦手なのだ。悩んで放った台詞は、ゲームで使っていた魔王ロールプレイだった。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、《ディアヴロ》の前にいるのだぞ」

　三人は地方都市ファルトラに宿を借りる。

　レムには秘密があった。なんとその身に《魔王クレブスクルム》の魂が封じられているという。ディアヴロは内心で怯おびえつつも魔王ロールプレイにより虚勢を張り、解決を約束する。

　その後、百体の魔族を率いるエデルガルトを撃退し、街を襲撃した魔族グレゴールも撃破するのだった。




　ファルトラ市の領主ガルフォードから、クエストの依頼を受ける。

　エルフの宗主国グリーンウッド王国の王子キイラが『シェラを渡さねば開戦も辞さず』と脅してきたらしい。戦争を回避せよ──というのがクエストの内容だった。

　お目付役として、生真面目な国家騎士アリシアが同行することになる。

　王子キイラは《糸人形の笛》でシェラを操ったり、禁断の召喚獣《フォースヒュドラ》を解き放ったりしたが……ディアヴロはどうにかシェラを取り戻す。

　結局、王子キイラは領主ガルフォードにより始末され、エルフ国の精鋭セルシオたちは、亡骸を持ち帰るのだった。




　レムの中から魔王クレブスクルムを取り出す。

　ところが、復活した魔王は記憶の一部をなくしており、ビスケットが大好きなだけの幼女だった。クルムと名付け、平穏な日々が過ぎていく……

　アリシアが裏切った。クルムは魔王として覚醒し、暴走してしまう。

　ディアヴロの極大魔術と、レムやシェラの声により、どうにか元に戻るものの、二度と暴れないという保証が必要だ──ディアヴロはクルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　ディアヴロは聖女ルマキーナを助ける。彼女は教会の最高位《大だい主しゆ神しん官かん》だが、腐敗を正そうとした結果、命を狙われていた。

　ルマキーナは聖騎士長バドゥタを頼って、旧魔王領にあるジルコンタワー市を目指す。ディアヴロたちは冒険者として護衛を引き受けるが……

　なんと、バドゥタは金のために《告こく死し病びよう》という呪じゆ詛そを広めるような悪党だった。

　策略を巡らせたバドゥタを苦戦しつつも倒したディアヴロだったが、ルマキーナが倒れてしまう。彼女の身体に浮かぶのは、告死病の痣あざだった。




　ジルコンタワー市領主ラムニテスの追撃をかわしたディアヴロ。告死病を治癒するアイテムを得るため、ゲーム内で自分が造ったダンジョン《魔王の迷宮》を攻略することに。

　数々のトラップ（？）を突破し、ようやく辿たどり着いた最深層で待っていたのは、魔導機マギマテイツクメイドのロゼだった。

　ディアヴロは目的のアイテムと共に、多くの新装備を手に入れる。

　ジルコンタワー市に魔族バナクネス率いる魔王軍が襲来した。圧倒的な敵戦力に、人ひと族ぞくの軍隊は瓦解してしまう。駆けつけたディアヴロは、理わ由けあって《魔王の真の力》を発揮し、魔王軍を撃破。ジルコンタワー市を救うのだった。




　王都を訪れるディアヴロたち。大だい主しゆ神しん官かんルマキーナにとっては久しぶりの帰還であり、自分の謀殺を図る権力者たちとの直接対決を意味していた。

　改心したアリシアの協力により、教会幹部《枢すう教きよう院いん》の悪事の証拠を摑つかむ。

　ディアヴロたちは教会へと乗りこんだ。

　ところが、ルマキーナは首席枢教官ビショスに舌戦で圧倒され、破戒者として囚われてしまう。

　唯一難を逃れたホルンは、レベルアップ女神ババロンの助言により、仲間たちの救出に奔走する。なんとなく従っていたディアヴロだったが、ホルンの必死な姿に目を覚ました。

　聖騎士たちを倒し、大教会堂を半壊させ……にもかかわらず、ルマキーナに神様扱いされて戸惑いつつも、結果として悪党たちを追い詰める。

　逃亡した枢教院の連中は、《王宮騎士団》に転職したゲイバルトに殺害されるのだった。





プロローグ




　王都セヴンウォール、第六地区の宿《鳳ほう凰おう館》──

　昼過ぎに降ってきた雨は、夜まで続いていた。

　大窓を雨粒が叩たたく。

　サイドテーブルに置かれた燭しよく台だいの灯火が揺れて、部屋にいる者たちの影が踊った。

　ベッドにエルフの少女が眠っている。

　グリーンウッド王国の王女で、今は家出中のシェラ・Ｌ・グリーンウッドだった。顔色は青白く、表情は苦しげで、呼吸が荒い。

「はぁ……はぁ……」

　傍らには大主神官ルマキーナ・ウエスエリアがおり、長らく祈りを捧ささげていた。彼女は瀕ひん死しの負傷者ですら全快させるほどの《奇跡》を発現できる。

　しかし、シェラの顔色は優れないままだった。

「……」

「容態はどうだ？」

　部屋に入ったディアヴロが声をかけると、ルマキーナが目を伏せ、首を横に振る。

「まだ熱があります。悪くはなっていませんが」

　一緒に部屋に入ってきた豹ひよう人じん族ぞくの少女──レム・ガレウが提案する。

「それなら、寝ていれば治るでしょう。あとは、わたしが見ておきます。ルマキーナは休んだほうがいいです。あなたには教会での役目もあるでしょう？」

「……はい」

　シェラの部屋にレムを残し、ディアヴロとルマキーナは大部屋に戻った。
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　国家騎士のアリシア・クリステラが用意してくれた宿は、各自の部屋の他に、皆で使える大部屋まである。

　壁際に、魔導機マギマテイツクメイドのロゼが立っていた。

　ソファーでは、グラスウォーカーのホルンが、じっと窓を見つめている。何か考え事でもしているかのように。

　大教会堂に戻らなくてはいけないルマキーナは外がい套とうを羽織った。

「ディアヴロ様、シェラさんの発熱は精神的な負担が原因のようです。病魔は祓はらったはずですし、肉体も癒せたはずですが……これまでの旅の疲労が蓄積しているうえ、今回のことで」

　たしかに、二ヵ月ほど前にファルトラ市を出発してから、肉体的な休息は挟んでいたが、緊張の連続だった。生命の危機を感じる場面も、幾度も。

　そして、父親の訃報だ。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「寝込むのも仕方がないか」

「申し訳ありません。私がお伝えしたタイミングが不適切で……」

「気にするな」

　親の訃報だ。よほどの状況でもなければ隠しておく事柄ではないだろう。

「シェラさんは、一度はグリーンウッド王国に戻りたいとおっしゃるかもしれません。でも、あの体調からだで無理をしては、危険です」

　ここしばらくはルマキーナが同行していたので、たとえ大怪我や病気をしても治してもらえた。大だい主しゆ神しん官かんはリフェリア王国において最高の治ヒ癒ー術ラ師ーでもある。

　しかし、教会での実権を取り戻したため、今後は最高指導者としての役目がある。もう一緒に旅をすることはできなかった。

　ディアヴロはうなずく。

「しばらくは王都に留まる」

「そうしてください。容態に変化があれば、すぐ教会へ。これを渡しておきます」

　ルマキーナから銀の聖印シンボルを渡される。

　胸元に飾るブローチ程度の大きさだが、持ってみると重さを感じた。本物の銀の塊のようだ。

「これは？」

「聖騎士長の証です。ディアヴロ様を遇するには、聖騎士長の地位であろうとも不足ですが、私がすぐ用意できるものが他にありませんでした。この聖印を示せば、どの教会も協力を惜しまないはずです」

「俺に聖騎士長になれ、ということか？」

「そうあってくださるなら、私は嬉うれしいです。けれども、ディアヴロ様は世界に必要とされる御お方かた。教会の祭事に呼ばれる立場は煩わずらわしいかと……形ばかりのものと思ってくださいまし」

「ふむ……なるほどな」

　行事の類は苦手だ。

　偉い人の話を聞いていると眠くなる。

　教会の行事に参加する魔王というのも妙な感じだし。

　なんにしても、どこの教会からも助力を得られるというのは便利だった。リフェリア王国では辺へん鄙ぴな村にすら教会があり、ただお祈りする場所ではなく、郵便局や銀行や学校としても機能している。

　ディアヴロは聖印を貰もらっておくことにした。

「グリーンウッド王国は遠いからな。シェラの体調を万全にするのは当然だが、いろいろ準備も必要だろう」

　ゲームでも、転移を使わなければ一時間以上もかかる遠さだ。

　過去の経験からすると──ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで三分間の距離が、この異世界では五時間ほどだった。

　ファルトラ市から魔王領に向かったときは、もっと時間がかかった。ゲームで一時間ほどの距離に、二週間もかかっている。今回は途中まで街道を使えるはずだが、食料や水は充分に用意しておくべきだろう。

　──いざとなれば魔術で作れるけど、ムダにＭＰ精神力を使うのは避けたいからなぁ。

　ルマキーナが尋ねてくる。

「ディアヴロ様はグリーンウッド王国にも行かれたことがあるのですか？」

　そういえば、自分は異世界から召喚された存在だ。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで、世界中を駆け巡ったが、こちらでは訪ねたことがなかった。

〝ゲームで行ったことがある〟などとは言えない。

　それでも、ディアヴロは〝当然だ〟とばかりにうなずいた。

「我は魔王だからな。様々な知識を持っているのだ」

「さすがです……エルフの宗主国は《迷いの森》の奥に閉ざされ、許ゆるされた者以外は辿たどり着つけない秘境と言われておりますのに」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでも、そういう設定だったのを思い出す。

　しかし、ゲームでは序盤のイベントで行けるようになり、一度訪れてからは《転移》で簡単に行き来できた。

　ディアヴロは思う──正直〝秘境〟なんて感覚はないんだよなぁ。〝ＴＶ番組で紹介されている秘湯〟と同じくらい、秘されていない場所だろう。

　シェラもいるから、森で迷うことはないはず。

「心配は無用だ」

「はい。私などがディアヴロ様を案じるなど、差し出がましい真似をいたしました」

　ルマキーナが深く頭を下げた。

　それでは、と彼女が部屋を辞そうとしたとき──

　ホルンが立ち上がり、声をあげる。

「あ、あの！　ちょっといいっすか!?」

　いつになく真剣な雰囲気だった。なにか事情がありそうだ。

「いかがしましたか？」

「ウチ……ルマキーナさんに話があるっす。ダンナにも、聞いてほしいっす」

「わかりました」

「よかろう」

　ディアヴロもうなずいた。

　ホルンの様子からして重要な話のようだ。

　部屋にはロゼもいたが、わざわざ外へ出てもらうことはしなかった。
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　ホルンがソファーに戻る。

　外がい套とうを脱いだルマキーナが向かい側に腰を下ろした。その隣にディアヴロは、ドカッと座る。

「許ゆるす、話せ」

「……は、はいっす」

　かなり思い詰めているのか、ホルンのウサギミミがせわしなくピクピク動き、額には汗が浮かんでいた。

　ホルンはグラスウォーカーだ。ウサギのような耳と尻尾があり、大人になっても子供のまま容姿が変わらない種族である。

　とはいえ、彼女は本当に子供だった。まだ十二歳。

　首には黒革の《主従の首輪》が嵌はまっている。

　ディアヴロが主で、ホルンが従者の《主従契約》が結ばれていた。主あるじの強さに応じてレベルアップする。今の彼女はレベル80の盗賊シーフとのことだった。

　はっきり言って、強い。戦闘専門の職業クラスではないが、それでも普通の軍人よりは強いだろう。

　代償として、主が死んだときには従者の命もない。そういう契約だった。

　ルマキーナが静かに言葉を待っている。打ち明け話や、相談には慣れているのだろう、落ち着いたものだ。

　ディアヴロは密かに緊張していた。

　そもそも、人と話すのは苦手だ。そのうえ相手が真剣な様子だと〝迂う闊かつな返事はできない〟という思いから、背筋を冷たい汗が伝うのだった。

　ギッ、とホルンが奥歯を嚙かむ。

　三回ほど深呼吸した。

　いきなり、ソファーを降り、床に両膝をつく。

　手をついて、頭をさげた。




「お願いしまっす！　ウチ、魔術を学ぶとこへ行きたいっす！」




「なんだと!?」

　突然の〝お願い〟に、ついディアヴロは声を大きくしてしまった。

　ホルンがビクッと身体を震わせる。

「い、今まで、さんざんお世話になっといて、申し訳ないと思うっす……で、でも、ウチは……やっぱり！　ダンナみたいな魔術師になりたいっす！」

　意外な願望だった。

　大きな代償を払って、せっかく高レベルの盗賊シーフになったというのに、別の道を目指すなどと。

　しかし、驚いた様子もなくルマキーナがうなずいた。

「前に……王都には魔術の学舎もある、と話したとき──関心を持った様子でしたね。本気で学びたいと考えているのですか？」

「はい。ルマキーナさんは、気づいてたっすか」

「ホルンさんが、ディアヴロ様に憧れていることは知っていましたから」

「そりゃ、ダンナみたいに強くはなれないと思うっす……でも、ウチは……」

「《元素魔術師》になりたいのですね？」

「……他の人たちには、笑われるかもしれないっすけど」

　この異世界において《魔術師》といえば、普通は《召喚術士》のことだ。召喚術こそ優れていると考えられている。火力には乏しいが安全だから。

　元素魔術はぜんぜん研究が進んでいないこともあり、弱くて使い物にならないと思われていた。

　ルマキーナが首を左右に振る。

「ディアヴロ様を知っている私たちは、笑ったりしませんよ？」

「よかったっす。あ、でも……その……ウチは……」

　ホルンが、チラッと視し線せんを向けてきた。

　ルマキーナも心配そうな顔をする。

　壁際に立つロゼまで、こちらを見つめていた。

　ややあって、ようやくディアヴロは〝自分が意見を求められている〟と気づいた。

　コミュニケーション能力に乏しいせいで、基本的に〝自分の存在は無視され、意見は求められない〟と思いこんでいる。

　この異世界に来てからは、そんなこともないのだが……

　何年もかけて刷りこまれた習慣は、簡単には覆らないのだった。

　オホン、と咳せき払ばらいする。

「フンッ……好きにするがいい」

　ディアヴロの言葉に、ホルンが表情を明るくした。

「ホントっすか、ダンナ!?」

「貴様が魔術師になりたいのなら、好きなだけ魔術を学ぶがよかろう。誰の許きよ可かも要るものか」

「あ、ありがとうございまっす！」

　再びホルンが頭を下げた。

　ゴンッ、と床に額をぶつける。

　ルマキーナが驚いたような顔をしていた。

「……」

「なんだ？」

「少し意外でした。ディアヴロ様は反対なさるかと」

「どうしてだ？」

「グラスウォーカーは魔力に優れた種族ですが……ホルンさんの適性は盗賊シーフにあると思います。もう充分な能力を持っているのに、他のことを学ぶなんて非効率……と反対なさるかと」

「たしかに、非効率だがな……」

　ディアヴロは思う。

　──上級者が初心者のプレイに、あれこれと口出しするのは、大嫌いだ。なぜ遠回りをさせてやらない？　どうして挑戦を否定する？　自分は試行錯誤を楽しんだくせに、その楽しみを他人からは奪い、あまつさえ教えてやる優越感に浸るなど……最悪だ。

　そういう連中と同じになりたくなくて、ディアヴロは初心者への指導をしたことがなかった。最初から正解だけを求めて探究を厭いとうのなら、そもそもゲームなど始めなければいいのだから。

　しかし、上手く言葉にできなかった。

　ルマキーナたちは、この世界がＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに似ていることなど知らない。お節介な上級プレイヤーについて話したところで、意味不明だろう。〝ゲーム〟などという単語を理解できるかも怪しかった。

　ディアヴロは視し線せんを逸らす。

「……とにかく、俺は反対はしない。賛成もせんがな」

「おそらく、他の道よりも多くの困難が待っているでしょう」

「それが望みなのだろう？」

「はい、そのようですね──ホルンさん、わかっておりますか？　覚悟はできておりますか？」

　問われて、彼女はうなずいた。

「もちろんっす！」

　ルマキーナが応じる。

「いいでしょう。魔術師協会ギルドには私から推薦させていただきます。初心者用の学院へ入学できるように」

「あ、ありがとうございまっす！」

「……学院では、盗賊シーフの技能スキルを使ってはなりませんよ？」

「もちろんっす！」

　ディアヴロは確認しておく。

「魔術師の基礎を身に着けるのには、何日くらいかかるのだ？」

「個人差もありますが、学院を卒業するのは十五歳が一般的かと。ホルンさんは少し遅くの入学になるので、もっと先になるかもしれませんが」

「三年間もだと!?」

「はい」

「……そうか」

　よく考えてみれば、いわゆる学校なのだから、不思議ではなかった。

　ゲームの感覚で、もっと短く終わるものと考えていた。

　当分、ホルンは王都に留まるということか。

　ルマキーナが補足する。

「王都にある魔術の学院は、全寮制です。家族や後見人の面会は可能ですが、入学したら、しばらくは外出できないと思ったほうがよいかと」

　ホルンが泣きそうな顔をする。

「マジっすか!?　あ、いや……ダンナはエルフの国に行くんだし……わ、わかってたことっすから」

　短い間ではあったが、共に冒険した仲だ。寂しさを感じた。

　しかし、別れを惜しむなど魔王らしくない。

　ディアヴロは気にしていない顔をして、話題を転じる。

「先程、学院では盗賊シーフの技能スキルを使わないように──と言ったな？　ひとつ確認しておくが、魔術師を目指すことで、盗賊シーフとしてのレベルはリセットされないのか？」

　ルマキーナが首をかしげた。

「それは、そうですね？　長く使わなければ、いささか衰えるかもしれませんが……」

「ふむ……」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、職業クラスというものがあった。

　レベルアップのときのボーナスポイントを使って、ある程度は変化させられたが、成長の基本値は固定だ。戦士系は武器を使う能力が伸びていき、魔術師は魔術を覚えていく。そういうシステムだった。

　職業クラスを変えたとき、レベルはリセットされる。職業クラスを戻せばレベルも戻るが。

　ディアヴロは考える。

　──あれは、ゲームならではの措置だったのか？

　レベルアップが（この異世界よりは）容易なゲームにおいて、他の職業クラスのレベルが累積するなら、上級プレイヤーは全職業クラスレベル最高を目指すのが当然になる。

　結果として、成長しきったキャラクターは全て同じような能力になってしまうだろう。個性がなくなる。

　だから、複数の職業クラスを成長させられないようシステムに制限がされていた。

　この異世界では違う。

　身に着けた技能は消えたりしなかった。

　現実に照らし合わせれば、当然か。

　ホルンは盗賊シーフレベル80のまま、魔術師としてのレベルアップを目指すわけだ。

　ただし、そう簡単に経験値は溜たまらないようだが……

　人ひと族ぞく領の街にいる冒険者はレベル20程度だった。

　レベル40もあれば、名の通った実力者だ。40なんてゲームなら一週間も遊んでいれば到達するのに。

　この異世界は、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに似ているものの、ゲームではない。死んだら、本当に死んでしまう。経験値稼ぎは命懸け。

　危険を冒してまでレベルアップしようとする者は、珍しいのだった。

　──まぁ、学校なら、死ぬような危険はないだろうけど。だから基礎に三年もかかるんだろうな。

　ディアヴロはホルンに視し線せんを向ける。

「やるならば全力でやれ。途中で朽ちようとも、前に倒れるならば、後悔はあるまい」

　彼女がぼろぼろと涙をこぼした。

「ダンナァァァ……ウチ……ウチはぁぁぁ！　ありがどうございばずうぅぅぅッ!!」

　鼻水も垂れて大変な顔になってしまう。

　ルマキーナが優しげな笑みを浮かべ、ハンカチでぬぐってあげるのだった。





第一章　シルヴィ再び




　翌日、夕方──

　シェラの部屋から、レムがやってくる。

「……昨日よりは良いみたいです。少しは食事も取れましたから」

「まだ起きられないのか？」

　ディアヴロの問いに、彼女はうなずいた。

「……ベッドで身体を起こすのがやっとですね。もう少し時間が必要かと。でも気持ちは落ち着いてきたようです」

「そうか」

　自分たちも夕飯の時間だ。

　食事は大部屋に運んでもらえるよう伝えてあった。

　レムが室内を見回す。

「……ホルンはまだ部屋ですか？」

「うむ。今朝、ルマキーナから届いた本を読んでいるようだな」

「……懐かしい本でしたね。わたしも、あれを読んで魔術の基礎を学んだものです」

「ふむ」

　ディアヴロは腕組みし、思案顔になる。

　この国の文字は、さすがに商品名や値札くらいはわかるようになったが、まだ書籍を読めるほどではなかった。

　──前にも思ったけれど、自分も読み書きを勉強してみようかな？

　しかし、子供と同程度の勉強をしている魔王というのは、格好悪いだろう。

　今は個室があるものの、普段はレムやシェラと寝食を共にしている。なかなか一人で勉強できる時間はなさそうだった。

　扉がノックされる。

《鳳ほう凰おう館》の従業員が、料理を運んできたのだろうか。

　魔導機マギマテイツクメイドのロゼが応対する。

　ノブを捻った。

　扉が開く。

　視し線せんの高さには、ウサミミが揺れた。

　グラスウォーカーだ。赤色の髪と、人懐っこい笑みがあった。




「やー、ディアヴロさん！　やっと会えたよ！」
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　片手を上げて、ぶんぶんと左右に振る。

　その格好は、小さな布を引っ掛けただけで、ほとんど裸のようなものだった。

　ディアヴロは目を見開く。

「シルヴィか!?」

「……今、服を見て気づかなかった？」

　ジト目を向けられ、内心で冷や汗を流す。

「フ、フン……バカを言うな」

　ディアヴロは人の顔を覚えるのが苦手だった。ゲームの設定を覚えるのは得意なのだが。

　ロゼが確認する。

「マスター、この者は敵ではないのでしょうか？」

「うむ。油断はできんがな」

「あはは……やだなぁ、ディアヴロさん。ボクは味方だよ？　キミはファルトラ市の冒険者で、ボクは協会ギルド会長マスターじゃないか」

　彼女は頼りになる実力者だ。

　しかし、クルムの件で、対立しかけたこともあった。

　シルヴィは人ひと族ぞくのために戦う冒険者である。ディアヴロに従っているわけではないので、状況によっては敵になることもありえた。

　──とりあえず、今は敵意ヘイトがなさそうだけど、なにしに来たんだろうか？

　訪ねてきた理由がわからないので、内心ではビビってしまう。それでも、いつもの魔王ロールプレイで偉そうに応対した。

「フンッ……わざわざファルトラ市から王都まで来るとは、余程の用があるのであろう？　話くらいは聞いてやろう」

　おじゃましま～す、とシルヴィが部屋に入ってきた。ソファーに子供っぽい仕草で、えいっと座る。

　グラスウォーカーだから子供の容姿ではあるが、三十年前の人ひと族ぞくと魔王の《人魔戦争》を経験しているらしい。年齢不詳だった。

　そのとき、また扉がノックされる。

　今度こそ夕飯の配膳だった。

　大部屋の長机に、大小の皿が並べられる。美味しそうな匂いが漂った。

　シルヴィが瞳を輝かせる。

「ふわぁ……今日は、なにかのお祝いなの!?」

　レムが肩をすくめた。

「……この宿では、いつも三食とも、こんな感じです」

「スゴイね！」

「……せっかくなので食べていくといいです。シェラとロゼの分が余りますし」

　ロゼは魔導機マギマテイツクだから、普通の食事は取らない。

　そして、ホルンのぶんは彼女の部屋に運んでもらった。

　シルヴィが首をかしげる。

「そういえば、シェラちゃんはどうしたの？」

「……体調不良です」

「あらら、もしかして、それは父親のことを聞いたせいかな？」

「……知っていましたか」

「冒険者は情報を集めるのも仕事のうちだからねー」

　言いながら、シルヴィは長机の椅子に移った。ナイフとフォークを手にする。

　ルマキーナと旅をしてきたため、レムたちは食前にお祈りをする習慣がついていた。ディアヴロも無言で待つ。

　食事をしながら、話を聞くこととなった。
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「はぐはぐはぐ……」

「シルヴィよ、食べてばかりいないで用件を話すがいい」

「はんぐっ……んがぐぐっ！　ぷはぁ！　そう急かさないでよ。大急ぎで王都まで来たんだからさ」

　ぺろり、と鶏の蒸し焼きローストチキンを平らげ、舌で唇を舐なめた。

　レムが尋ねる。

「……わたしたちが、この宿にいることは、どうやって突き止めたのですか？」

「ファルトラ市に寄ったとき、キミたちは大だい主しゆ神しん官かんを連れてたからね。王都に向かうとも言ってたし。んで、大教会堂へ行ったら、当の本人が教えてくれたよ」

「……簡単なように言いますが、驚きました。ファルトラ市では、ルマキーナは正体がバレないように顔を隠していました。それに、大主神官に面会するなんて、いくつも段取りが必要なはず」

「ボクは観察力には自信があるんだ。面会は普通だと難しいけど、キミたちの名を出したら、すぐ会ってくれたよ」

「……危険なことを……わたしたちが失敗して、いまだに教会を枢すう教きよう院いんが支配していたら、どうするつもりだったのですか？」

「もちろん、そのへんは調査済みだったよ。まぁ、情報源については内緒にしておこうかな。〝乙女は秘密が多いほうが魅力的〟って言うしね？」

　子供っぽい笑みを浮かべた。

　ディアヴロは話の続きをうながす。

　シルヴィが葡ぶ萄どうジュースを飲み干した。

「ごくん、ごくん……ぷはぁ！　甘酸っぱ～い、生き返った～。んで……用件のひとつは、シェラちゃんの父親のことだったんだけど、もう伝える必要はなさそうだね？」

「……念のために確認しておきます。〝シェラの父親である、グリーンウッド王が崩御なされた〟という情報ですか？」

「うん。母親である王妃は存命だけれども、彼女は外がい家けからの嫁で王族の血筋じゃないから、継承権はない。ぶっちゃけ、シェラちゃんが帰らないと血脈が途絶えることになるんだよ」

　ディアヴロは鼻を鳴らす。

「知ったことではない」

「はは……そう言うと思った。でも、シェラちゃんは一度は帰りたいと思ってるんじゃない？　親が亡くなったら、墓前に祈りを捧ささげたいと思うものだからね。ディアヴロさんも反対しないでしょ？」

　シルヴィとはファルトラ市にいた頃でも、そう頻繁には会っていなかったのに、すっかり性格を見抜かれていた。

　レムが問う。

「……シェラは国に帰って、女王になるのですか？」

「はて？　グリーンウッド王国の細かい仕し来きたりまでは知らないんだよね。子が女しかいないままエルフ王が崩御なんて、ボクの知るかぎり初めてのことだから。まぁ、心配なら、ついて行けばいいんじゃないかな？」

「……そのつもりですが」

「ふふ……変わったね、レムさん」

「え？」

「昔は、特定の仲間なんて必要ない──って言って、どこのパーティーに誘われても加入を断ってたのに」

「……そ、それは……いろいろと事情があったのです」

「ディアヴロさんの影響かな？」

「……ある意味、そうとも言えますが」

「レムさんの中に、魔王が封じられていたことも関係があるのかい？」

「なっ!?」

　椅子を蹴ってレムが腰を浮かす。

　ディアヴロも驚いた。

　──なぜ、知ってる!?

　しかし、表向きは平静を装っておいた。

「シルヴィよ、その話……セレスから聞いたのか？」

「セレスさんは秘密をしゃべったりしないよ、魔術師は口が固いんだ。まぁ、種明かしをしてしまうと──クルムちゃんからさ。世界一美味しいと評判のラリーベル産アーモンドビスケットをあげたら、いろいろ教えてくれたよ」

　シルヴィには、クルムが魔王であると知られている。

　だから、他のことまで話してしまっても問題ないと考えたのかもしれない。

　レムが表情を険しくした。

「……くっ……やっぱり、あなたは油断できません」

「残念だなぁ。でも事情を知らずに、レムさんの手助けができないよりはいいよ。どうして話してくれなかったんだい？　ボクは協会ギルドに所属する冒険者たちは全て家族だと思ってるのに」

「……あなたの言動が信用できないからです」

「ありゃりゃ。そこをなんとか──ボクがファルトラ市から王都まで来た一番の用事は、実はレムさんに関わることなんだよ」

「わたしに……？」

「クルムちゃんの一件で警戒されてるのはわかるけどさ。今回は信じてほしいな♪」

　シルヴィが、レムにウインクする。

　まだレムは態度を決めかねている様子だった。

「……た……たしかに、わたしの中には、魔王クレブスクルムが封印されていました。しかし、それは過去のことです」

「本当に？」

「……あなたは、どこまで知っているのですか？」

　レムが今にも部屋から逃げ出してしまいそうだ。三角の豹ひよう耳みみはぺたんと寝て、緊張から細長い尻尾が左右に揺れていた。

　シルヴィが両手を広げる。

「そう警戒しないでよ。ボクの知ってることは全て話そうじゃないか。他でもないキミに信じてもらえなきゃ、どうしようもないしね？」

「……聞きましょう」

　レムは深呼吸すると、椅子に戻った。

　シルヴィが話しはじめる、昔語りを聞かせるように──
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　神話の時代に、神は魔王を砕いて封印した。

　その破片のひとつ《魔王クレブスクルム》は、レムの先祖である女性に封じられる。

　母から子へ、またその子へ……

　魔王の破片は受け継がれていった。

　いつか、魔王を確実に倒すことのできる勇者が現れたときのため、神は封印の解き方も残したが……

　開封の儀式は長い年月が経つうち失われ、半端な方法だけが伝わった。器の少女が落命するか、魔王に膨大な魔力が注がれたときに、封印は破壊される。

　そして、つい先日──

　ディアヴロが魔力を注いだことで、魔王の破片は復活した。

　ただしクルムという幼女の姿で。

　開封の儀式は完全には為されなかったのだ。

　レムの中には、いまだ魔王クレブスクルムが眠っているのだった。




「とまぁ、ボクが知ってるのは、こんなところだね」

　どうかな？　とシルヴィがウサミミをひょこひょこ動かす。

　レムがうなずいた。

「……おそらく……あなたの言うとおりかと。わたしより詳しいくらいです」

　またもディアヴロは驚いてしまう。まだ魔王クレブスクルムが、レムの中に残っていたとは！

「どういうことだ？」

「……すみません、ディアヴロ。もっと早く話すべきでした……けれども、ダンジョンで戦ったブラックドラゴンに言われただけで、確証はなかったのです」

「ふむ」

「……こんなふうに話すことになってしまって、信じてもらえないかもしれません。しかし、隠すつもりはなかったのです」

「よい、今日まで一緒にいたのだ、皆まで言わずともわかる。ルマキーナやシェラに遠慮して自分のことを後回しにしていたのだろう」

「……そうかもしれません」

　ダンジョン攻略のあと、ジルコンタワー市に攻めてきた魔王軍と戦ったり、教会の腐敗を正すことに奔走していた。直後にエルフ王の訃報だ。

　レムが落ち着いて相談できるような暇はなかった。

　本当に魔王の魂が残っているかどうか、あとで魔力を視みてみればわかるだろうが……おそらく、在るのだろう。

「シルヴィよ、その話もクルムから聞き出したのか？」

「うん」

「クルムは自身の一部が、レムの中に残っているのを知っていた、というわけか」

「覚醒しかけたときに気づいたらしいよ。でも今のままのほうが良いから、どうでもいいんだってさ」

　レムが表情を険しくした。

「……くっ……それと知らずに、わたしが死んだら、どうするつもりだったのですか……あの子は？」

「見た目も考えも、お子様みたいだからねー？」

「……不覚です。ファルトラ市に寄ったとき、クルムに訊きいてみるべきでした。まさか、それほど大切なことを黙っていたなんて」

「まぁ～、人ひと族ぞくにとっての重大事と、魔王にとっての重大事は違うだろうし」

「……そうですね」

　クルムの常識は自分たちとは違うようだ。

　彼女は魔王だという自覚があるにもかかわらず、ビスケットのために人ひと族ぞくと争うことをやめた。おそらく、ビスケット以外のことは些さ事じなのだろう。

　シルヴィがため息をつく。

「正直なとこ、ボクはクルムちゃんに近づかないようにしてたんだよ。下手に干渉して、また覚醒させてしまわないように……でも、そんなこと言ってられなくなったからね」

　西に視し線せんを流した。

　ディアヴロはつぶやく。

「新たな魔王が、覚醒したようだな」

　魔族バナクネスが言っていた。彼らの陣容からいって、噓うそではないだろう。

「うん……遠からず魔族との戦争になると思うんだ。もっと情報と戦力が必要なんだよ。急がないと……今度は、負ける」

　シルヴィの言葉に、レムが息を吞のんだ。

　ディアヴロは内心の動揺を押し隠す。

「負けるだと？」

「前は運がよかったんだ。さほど魔王が好戦的ではなかったし、英雄と呼べるような人ひと族ぞくが数多くいた。アタリの世代だったんだよ。今は、物足りないかな」

　淡々とした口調だったが、むしろ深刻に感じられた。

　大戦を経験した彼女が言うのだから、きっと当時よりも現在のほうが戦力的に見劣りするのだろう。

「ディアヴロさんは、魔族とも、人ひと族ぞくとも戦ってるよね？　ジルコンタワー市の戦いにも参加したでしょ？　どう思う？」

　過去の戦いを思い出す。

　ファルトラ領主ガルフォードや、おそらく死んだが聖騎士長バドゥタは強かった。あれこれ策略を巡らせてきたからだ。その知恵こそが人ひと族ぞくの強みかもしれない。

　しかし、ジルコンタワー防衛戦を見るかぎり、個々の実力は魔王軍が圧倒的だ。とくに魔族バナクネスは強かった。

　ディアヴロが駆けつけなければ、人ひと族ぞくの軍隊は潰走していただろう。

「おそらく……戦力的には、魔王軍が上だな」

「だよね」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは〝魔族に壊滅させられた街〟というのが、いくつか存在する。

　しかし〝街が壊滅させられるイベント〟は発生したことがなかった。

　あるシナリオをクリアしたプレイヤーにとっては滅んでおり、未クリアの者には健在な街というのは、ＭＭＯＲＰＧのシステムでは登場させにくい。

　──でも、ゲームとは違う。

　ここは異世界だけれども、現実だ。

　ディアヴロはジルコンタワー市が放棄されるのに立ち会っている。ファルトラ市で魔族グレゴールが暴れ、大勢の犠牲者が出たのも見た。

　だから、冒険者協会ギルド会長であるシルヴィが危機感を抱いていることも、納得できる。

「ボクは人ひと族ぞくの戦力を増強したいと思ってる。でも、それと同じくらい重要なのが、敵を強くしないことなんだ。魔王が二体も出現するなんて事態は絶対に回避しないと。クレブスクルムが完全に覚醒するのは阻止したいんだよ」

　レムがうなずいた。

「……シルヴィの意図は理解しました。わたしとて気持ちは同じです。なにか具体的な方策があるのですか？」

「もちろん！　なかったら、わざわざ王都まで来ないよ」

　シルヴィが懐から封筒を取り出した。

　──今、どこから出した？

　ディアヴロは目をこする。シルヴィの極小面積しかない衣服より、封筒のほうが大きい。気にはなったが、状況が状況なので、あえてツッコミはしないでおいた。

　レムが封筒を受け取る。

「……セレスですか」

「そうだよ」

　セレスティーヌ・ボードレールはファルトラ魔術師協会ギルドの長だった。最高指導者であるだけでなく、魔除けの結界を維持する魔力源でもある。

　彼女が死んだり、街から離れたりすると、魔族魔獣からファルトラ市を守る結界が消滅してしまうのだった。

　そのセレスは、レムのことを妹のように可愛がっている。魔王が封じられていることも知っていた。

　彼女からの手紙を読んで、レムが目を見開く。

「……これは!?」

「どうかしたのか？」

「あ、すみません。どうぞ」

　レムが手紙を差し出してきた。

　ディアヴロは鷹おう揚ような態度で、首を横に振る。

「フンッ……セレスの手紙なんぞ、どうせ長ったらしい挨拶がほとんどであろう。貴様が要約すればよい」

　──読めないんだよ、文字。

　格好悪いので、そんなことは言わなかったが。

　レムがうなずく。

「……たしかに挨拶が長いですね。えっと……わたしの中に残っている魔王クレブスクルムを取り出す方法が、わかったらしいのです」

「ほう？」

「……その儀式魔術が、ダークエルフの国に伝わっている、と」

「ダークエルフだと!?」

　人間ヒユーマンに比べると、エルフは数が少ない。それよりも少ないのが、ダークエルフだった。

　エルフに魔族の血が混じった種がダークエルフだと信じられている。真偽は不明だ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリだと、エルフは白い肌に金髪碧へき眼がんで瘦身。ダークエルフは褐色の肌に黒髪黒眼が基本だった。

　ゲームだと肌や瞳の配色は変更カスタマイズ可能だったが……

　──この異世界では、どうなのだろう？

　まだ本物のダークエルフと会ったことはない。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、エルフとダークエルフでは身体的特徴に、もうひとつ重大な差異があった。




　ダークエルフは胸が豊満である。




　シェラのような特例ではなく、全員が巨乳……いやさ〝爆乳〟という設定だった。ゲームの話だ。この異世界ではどうなのかわからない。

　──すんげえ気になる！

「レムよ、ダークエルフの国を訪ねてみるつもりか？」

「そうですね……本当に儀式が伝わっているのか確認するだけでも。ただ、その国の場所を知らないのですが」

「グリーンウッド王国の近くではないか？」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、ダークエルフたちはエルフと同じ森に住んでいた。

　シルヴィがうなずく。

「ディアヴロさん、詳しいね。そのはずだよ、ボクは行ったことないんだけど」

「フッ……魔王だからな、当然だな」

　間違ってなくてよかった。

　レムがうなずく。

「……ダークエルフの国を訪ねてみようと思います。今、どうなっているかわかりませんが、他に手掛かりはありません」

　シルヴィが賛同する。

「いいと思うよ！　ただし、ダークエルフたちは余よ所そ者ものを歓迎しないから、充分に気をつけないとね」

「……彼らは混魔族デイーマンと同じように差別されていますからね。異種族を警戒するのは当然かもしれません」

「昔は魔族扱いされて、リフェリア王国の軍隊に攻められたこともあったらしいからねえ」

「そんなこともあったのですか……」

「ダークエルフが少ないのには、相応の理由があるんだよー」

　ディアヴロはテーブルに肘を乗せた。

「レムよ、ダークエルフの国を訪ねるなら、一緒に行ってやらんこともないぞ？」

「……ありがとうございます、ディアヴロ……でも、シェラは一刻も早く帰郷したいはず。ですから、わたしは一人でダークエルフの国を訪ねようかと」

「なんだと!?」

「……シルヴィに言われて、思い出しました。わたし、もともと一人で行動する冒険者でした。ディアヴロを召喚してからは、ずっと三人でしたけれど……必要とあらば、別行動も否やはありません」

「しかし、ダークエルフだぞ？」

　本当に胸が豊満なのか気になる──あ、いや、そうではなく、危険かもしれないからだ。

　純粋に彼女を心配してのことだった。やましい気持ちなど一切ない。ないはず。

　レムは意外と頑固だ。

「……大丈夫、儀式魔術について調べるだけですから、いくらダークエルフが余よ所そ者ものを歓迎しないと言っても、話すくらいはできるでしょう。それよりも、ディアヴロはシェラの傍にいてあげてください。今は、あの子にこそ必要でしょう」

「ふむ」

　たしかに、グリーンウッド王国の状況は不透明だ。シェラを一人で帰すなど、ありえないことだった。

　シェラの件を片付けてから、次にダークエルフの国に向かうのは……非効率か。

　レムにとって、内に魔王クレブスクルムがあることは人生を左右する問題で、最大の関心事だ。後回しにできないのは当然だった。

　別行動が妥当か。




「そんなの、ダメ！」




　扉が開いて、叫び声と一緒に入ってきたのは──シェラだった。

　寝間着姿のままで、髪には寝ぐせがついて跳ねている。数日前より顔色は戻っていたが、憔しよう悴すいしたように頰ほおが瘦こけていた。ずっと寝てばかりで、ろくに食事を取っていないのだから仕方がない。

　シェラがレムに詰め寄る。

「ブラックウッドに一人で行くなんて、絶対ダメだよ、レム！」

「……落ち着きなさい、シェラ。体調はいいんですか？」

「あ、うん。ちょっと大丈夫な感じになったから、お腹減ったな～って思って……そしたら、いい匂いがしてきて」

「わかりました……まず座って、急に食べすぎないように。スープからがいいでしょう」

「はーい」

　久しぶりに、シェラが食事の席に座った。

　シルヴィが片手をあげる。

「やあ、シェラちゃん！　おひさしぶりだねー」

「あ、シルヴィさんだ、おひさしぶりー。どしたの？」

「レムさんに用事があってね」

「そうだよ、レム！　ブラックウッドは危ないとこなんだよ!?」

　会話の先が、目まぐるしく変わる。

　ロゼもホルンも自分からはあまり話さないタイプだ。ひさしぶりに、女三人寄れば姦かしましい、と実感する。

　やや興奮した様子のシェラに対して、レムが落ち着いて返す。

「ブラックウッド……それが、ダークエルフの国ですか？」

「うん、国っていうほど大きくないらしいけど！　グリーンウッド王国の隣にあるんだ」

「……ディアヴロの言っていたとおりですね。しかし、一人で行くのは危険だと？」

「そうだよ。ダークエルフは人ひと族ぞくを食べるって言われてるんだから！　エルフの子供たちはね、〝悪い子はダークエルフに食べられちゃうぞ〟って躾しつけられるんだよ」

「……実際に食べられたエルフはいるのですか？」

「あたしは見たことないけど、誰かいなくなると、ダークエルフに食べられたって噂うわさになるんだよ」

「……証拠がない否定的な噂を〝風評〟と言い、種族を理由とした決めつけを〝差別〟と言うのです」

「でも、いなくなっちゃった子供もいるんだよ？」

「……常識的に考えて、森で人ひと族ぞくが消えたなら、モンスターを疑うべきでしょう」

「そっかー……そういや、あたしの上の兄さんは魔獣に食べられちゃったんだよね」

「……あ……すみません」

「ん？　ああ、気にしないで。あたしが生まれる前の話だし？　会ったことのない兄さんだから〝そんなこともあったんだー〟くらいで」

「……エルフが、ダークエルフに否定的なのは理解しました。そして、そんな扱いを受けていれば、ダークエルフ側がエルフや他種族を警戒するのも当然ですね」

「危ないんだよ！」

「……そのようですね。原因はエルフ側にあるような気がしますが……しかし、わたしは一刻も早く儀式魔術について調べたいのです」

「じゃ、そっちに行こう！」

　シェラの提案に、レムが啞あ然ぜんとした。

「え？　ですが、あなたの父親が……」

「そりゃ今すぐ帰りたいよ？　でも、レムが一人でブラックウッドに行くなんてダメ！　ディアヴロが一緒に行ってくれるならいいけど」

「なにを言うのです！　あなたはキイラ王子に攫さらわれたのを忘れたのですか!?　助け出すために二〇〇人以上のエルフと戦ったのですよ。そんな国に一人で帰すなんて、ありえません。シェラこそディアヴロと一緒に行動すべきです！」

　以前は〝ディアヴロは自分が召喚した〟と取り合ってケンカをしていた。

　今は〝そちらが一緒にいるべき〟でケンカしている。

　相変わらずだった。

　シルヴィが尋ねてくる。

「ディアヴロさん、魔術で分身したりできないの？」

「無理だな。幻影なら作れるが、一〇メートル程度しか離れることはできない」

「冗談で訊きいてみたんだけど、それはそれでスゴイね！　でも困ったね」

「グリーンウッド王国はシェラを縛りつけてでも国に留めようとする可能性がある。かといって、ブラックウッドも危険があるようだ。一人で行かせるわけにはいかんな」

「はは……過保護だねえ、ディアヴロさん」

　からかわれて、思わず赤面しそうになる。

　ディアヴロは太いソーセージを摑つかむと、シルヴィの口に突っこんだ。

「馬鹿を言うな！　レムもシェラも、我の所有物だ。エルフだろうがダークエルフだろうが、手出しするなら殲せん滅めつあるのみ。それだけのことだ！」

　ソーセージを咥くわえたシェラが目を白黒させる。

「ふぁれほかふぉんごごふぇ……んぐんぐ……ぷあ！　急に太いものを咥えさせるなんて、ひどいなぁ、ディアヴロさんは。ボクの口、子供サイズなんだから、むちゃしたら壊れちゃうよ？」

「よく食べるやつだ。どこに入るんだ？」

「あはは……お腹がポコッてふくらんじゃうんだよねえ」

　シルヴィと話していたら、レムとシェラに詰め寄られた。

「聞いていますか、ディアヴロ!?」

「ちゃんと聞いてよ、ディアヴロ！」

　思わずのけぞってしまい、ガタイのいい身体をあずけた椅子が軋きしんだ。

「む？　なんだ？」

「……シェラが、先にブラックウッドに行くというのです。なんとか言ってあげてください」

「だって、あたしは急いでも仕方ないし」

「……熱を出すほどショックだったのでしょう？」

「レムが一人でブラックウッドに行こうってのを放っておくほどじゃないよ！」

　シルヴィの子供のような口に、太くて長いものを突っこんでいるうちに、レムとシェラの会話は進んでいたようだ。

　ディアヴロは腕組みをする。

「フン……シェラが後でいいと言っているのなら、そうすればよいではないか。そう離れている場所でもないのだ。まずはブラックウッドに行き、そのあとにグリーンウッド王国でよかろう」

「しかし……」

「レムよ、お前は意外と他人を優先するタイプだな」

　ぴくっ！　とレムの耳が立った。

「そ、そんなことは……ふつうだと思います」

「もしや、自分を優先して、身勝手と思われるのが怖いのか？」

「……いえ、そんなつもりは……ただ、シェラは家族のことで、わたしのは個人的なことなので」

　シェラの実家のことはキイラ王子の件もあって、いろいろと聞いている。しかし、レムの過去については話したことがなかった。

　ディアヴロはコミュニケーションが苦手だ。自分が会話するとなると、頭が真っ白になってしまう。

　しかし、他人のことになると、冷静に観察できるものだった。

　──自分の欲求と相手の都合と、天てん秤びんにかけるのは難しいんだよな。

　レムもディアヴロを召喚するまでは、単独行動を好む冒険者だったらしい。交渉事は得意でも、友人づきあいは慣れていなかった。あれこれ説明されても、コミュニケーションが苦手な者は納得できない。なぜなら行動を支配しているのは、理性ではなく感情──不安だからだ。

　失望されるのではないか？　馬鹿にされるのではないか？　怒らせるのではないか？　今の関係が壊れるのではないか？

　正解がないから、考えだしたら不安は消えない。

　だから、自分の欲求を一番後回しにする。最大限に相手を優先すれば、不安は最小限になるからだ。

　結果として、周りからは意固地に見えてしまうのだが。

　──と、だからこんな理屈を口にしても、意味はないんだよなぁ。

　今のレムは自分を優先して、シェラに失望されるのが怖いのだ。必要なのは、説得ではなかった。

　ディアヴロは椅子から立ち上がる。

「貴様らは勘違いしている。いつ相談など許ゆるした？　我は魔王、我は支配者、故に決めるのは我だ！　まずブラックウッドに向かう。我に逆らう者には滅びをくれてやろう！」

「そ、そんな……!?」

　腰を浮かせたレムの手に、シェラが手を重ねた。

「ほら！　ディアヴロが決めたんだから、仕方ないよね！」

「……あなたは本当に良いのですか？」

「ん。父さんのこと、ちょっと早くてびっくりしたけど……覚悟はしてたよ、家を出たときから。だから、大丈夫。今は、レムのことが先」

「……すみません」

　ぎゅっ、とシェラが手に力をこめる。

「違うよ！　〝ありがとう〟だよ？」

「……あ……そうですね。ありがとうございます、シェラ」

「えへへ」

「そして、ディアヴロ……あなたにも」

「フンッ……貴様のためではない。ダークエルフの国とやらに興味が湧いただけのこと。感謝など不要だ」

　レムが瞳を潤ませる。

「ふふ……あなたは、いつもそうなのですから……」

　ディアヴロは背を向けた。

　──まぁ、実際、感謝されるのはまだ早いんだよな。ダークエルフの国に行ったとしても、レムから魔王の残ざん滓しを取り出す儀式魔術があるかはわからないし。

　シルヴィが手をあげる。

「ボクも行くよ！」

「手紙を渡すだけでなく護衛まで含めて、セレスの依頼──ということか？」

「さすがに察しがいいね、そーゆーこと」

　冒険者協会ギルド会長が自ら動くとは、よほど報酬を積んだのだろう。

　レムが嘆息した。

「相変わらず……お節介なんですから、セレスは」

「仕方ないね。失敗したら、魔王が覚醒しちゃうかもしれないんだから、慎重になるのは当然だよ」

　彼女たちの会話を背に、ディアヴロは大部屋を後にするのだった。





†






　リフェリア王国暦一六四年九月三十日──

　ディアヴロは王都の街を歩く。

　傍らにはレムだけがついてきていた。

「……あなたと二人きりで出かけるなんて、初めてですね」

「む？」

　言われてみると、シェラと二人きりで外出したことは何度かあるが、レムだけというのは覚えがない。宿の部屋で二人きりになったことは多いのだが。

「……どうして、わたしだけを？」

「ホルンは勉強中で──ロゼは格好が目立つうえ、交渉事では面倒を起こすからな」

　ロゼの場合、誰かがディアヴロを軽んじた発言をすると、すぐ実力行使に出ようとする。モンスターが出現したときには頼りになるが、街中では迷惑だった。

　シェラはまだ病床だ。

「あと、シルヴィは用事があるようだしな」

　彼女は街の冒険者協会ギルドに顔を出している。王都に来る機会は少ないので、会っておきたい相手がいるのだとか。先日の見舞金のお礼のため、国王を訪ねるとも言っていた。

　レムが苦笑する。

「……残念です。てっきり、わたしと二人きりでデートがしたいのかと、期待したのですが」

「な、なに？」

「ふふ……冗談です。それで、交渉事とは？」

　変に意識すると、頰ほおが熱くなってしまいそうだ。

　ネットで、残酷な失敗談とともに流れていた警告を思い出す。

〝パーティーメンバーの女の冗談を真に受けたヤツは、死ぬ〟

　ディアヴロは動揺を隠し、鼻で笑う。

「フンッ……くだらんことを言いおって。よく聞け、交渉というのはだな……馬車を買うのだ」

　シェラから、グリーンウッド王国までの道のりを教えてもらったが、徒歩では時間が掛かりすぎる。

　そして、ブラックウッドは、もっと遠かった。

　レムが嫌そうな顔をする。

「……わたしが乗り物に弱いことを忘れていませんか？」

「大型の馬車なら、いくらかマシなのだろう？」

「……まぁ、揺れが少なければ」

　小型の砂船や荷馬車に乗ったときは大騒ぎしていたレムだったが、大型の砂船や駅馬車では平然としていた。どうやら〝苦手な揺れ〟があるらしい。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「やや高くつくが、人数も多いことだし、大型の馬車を買うつもりだ。貴様が潰れると、面倒も増えるしな」

「あ、みんなで走るというのは!?　……いえ、なんでもありません」

　自分でもバカなことを口走ったと思ったらしい。

　レムが咳せき払ばらいして言い直す。

「……遠方へ向かうときは駅馬車を使うか、隊商に同行するものですが……グリーンウッド王国とは行き来がないようですから、仕方ありませんね。旧魔王領にあるジルコンタワー市より、人ひと族ぞくの国に行くほうが大変というのは、皮肉な話です」

「俺一人なら苦もないがな」

「……そもそも、ディアヴロ一人ならば、エルフたちの国へ行く理由もありませんね」

「それはそれで退屈だ」

「……馬車を買うとなると、出発は少し先になりそうですね？」

　異世界だからというわけではなく──馬車というものは、買ったその場で引き取り、すぐに出発できるようなシンプルな乗り物ではなかった。馬も車体も、なにかと準備が必要だ。

「まだシェラの体調も万全ではないからな。ちょうどいいだろう」

「……はい」

　ちなみに、ホルンはルマキーナから宿題を出されて、宿の部屋に籠もりきりだった。

　数日後には、魔術学院へ入学できるらしい。

　しかし、一年生の授業は九月頭から始まっており、約一ヵ月ぶんの遅れを追いつかなければいけないのだとか。

　隣を歩くレムが、ちらりと視し線せんを向けてきた。

「……あのとき、《星ほし降ふりの塔》で一人で召喚術を成功させていれば、こんなふうに二人で街を歩いたのでしょうか」

「かもしれん。もしかして、俺を召喚したのはどっちだとかで、まだシェラと言い合っているのか？」

「まさか……さすがに理解していますよ。あれは、きっと二人だから成功したのでしょう。あの頃は、シェラをただの素人だと思っていましたが……あの子は天才です」

「そのようだな」

　シェラは魔力の流れが視みえるらしい。それなりに才能のある者が、長く修練を積んで、ようやく習得する技能を、子供の頃からなんとなく使えていたのだとか。

　レムは修行中で、まだまだ時間がかかりそうだった。

「……シェラは正しく学べば、一流の召喚術師になるでしょう。まぁ、弓の才能ならば英雄に届くほど、と思いますが……惜しいことです」

「あいつは道を間違えているな」

　シェラは優れた射手だ。冒険者協会ギルドで計測していないが、おそらくレベル80程度だと思われる。エルフは長寿でもあるし、弓を極めるならば英雄の器だった。

　レムが唐突に尋ねてくる。

「……ディアヴロ、覚えていますか？　ファルトラ市で魔族に襲われたことがありましたね？」

「そんなこともあったな」

「魔族グレゴールとの戦いで、わたしは命を落としかけました。下手をすれば、セレスも殺され、街を護る結界を失っていたかもしれません」

　あのときは、駆けつけたエミールが粘ってくれたおかげで、ディアヴロが間に合った。

「それが？」

「……グレゴールより、シェラのほうが強かったのではありませんか？」

「ふむ。戦い方次第だが、勝てたかもしれないな」

　今なら、クルムから貰もらった魔弓があるから楽勝だろう。

「やっぱり……」

　レムがうつむいた。

　いくら仲間とはいえ、才能の差を感じて、落ちこんでしまうのも仕方がないか。むしろ、仲間だからこそか。

　ディアヴロは、レムの肩に手を置いた。

「お前は充分に高レベルな召喚術師だ。我が与えし装備もあるから、今ならグレゴールにも勝てるだろう」

　レムが見つめてくる。

「……あなたは、ときどき驚くほど優しいですね」

　たしかに、落ちこんでいる少女を元気づけるなど、魔王らしくなかったか。

　ディアヴロは視し線せんを逸らす。

「ハンッ！　事実を言ったまでのこと。勘違いするな」

「これは失礼を……」

　そう言いつつ、レムは嬉うれしそうに笑みを浮かべたままだった。

　宿の従業員から勧められた馬車屋が見えてくる。





†






　大通りから枝道を進んだ場所だった。

　第六地区の端になる。城壁の内側ではあるが、だいぶ人が少なく、倉庫などが散見された。

　身の丈の柵があり、内側には芝生が広がっている。

　馬がいた。

　土色や焦げ茶で、脚が太くて短い。馬車馬というやつだ。さほど速くないものの、重い荷物を運ぶのが得意で、長く歩け、頑丈である。

　敷地の端に煉れん瓦が造づくりの建物があった。これが馬車屋か。おそらく、中に馬車があるのだろう。

　城門のような大きな扉は馬車用だと思われた。

　その隣に小さな鉄扉がある。

　レムがノックした。

　しばらくして、内側から鍵を開ける音がすると、鉄扉が開かれる。

　髭ひげを長く伸ばしたドワーフの男が姿を見せた。だらんと垂れたイヌミミと、ふさふさの尻尾がある。

　ディアヴロたちを眺めて早口で言う。

「冒険者か！　ここは馬車屋だ。駅馬車や辻つじ馬ば車しやなら大通りに出ろ」

「ま、待ってください！　わたしたちは、その馬車を買いに来たのです」

「なんだ、客か！　さあ、入ってくれ」

　急に態度がフレンドリーになった。

　鉄扉の内側は、小さな飲み屋のようになっている。

　木製のカウンターがあって、腰の高さの椅子が並んでいた。壁には車輪や鞭むちなど馬車にまつわるものがオブジェとして掛けられている。

　ドワーフの店員がカウンターに入った。

「ちなみに、誰からか紹介を？」

「……鳳ほう凰おう館の従業員です」

「なに？　あそこに泊まったのかね？」

「……もう十日ほど滞在しています」

「驚いたな！　とんでもない冒険者だ。宝の山でも見つけたのか!?　ああ、何を飲む？　エール？　ワイン？　ウイスキーもあるぞ？」

「いえ、お酒は……珈コー琲ヒーをいただけますか」

　レムが話している間、ディアヴロは店内を眺めて待っていた。

　世間話というのは苦手だ。目的がないぶん、よけいにコミュニケーション能力が要求される。

　店に入ったら商品一覧が表示されてほしい──とディアヴロは切に願う。

　残念ながら、この異世界での買い物は事務的ではなく、むしろ対話によって成立していた。

　レムが尋ねる。

「……馬車の在庫はありますか？　できるだけ揺れないやつを」

「いっぱいあるぞ！　うちは軍用から貴族向けまで、手広くやってるからな。ところで、本当に酒は要らない？　ブランデーもあるぞ？」

「……珈琲で」

「何人で、どこまで行くね？」

　ようやく、商談に入ったようだ。

　レムに視し線せんを向けられ、ディアヴロが答える。

「エルフの森に入る。ダークエルフの国──ブラックウッドまで行くから、五人ほど乗れて重い荷物も積める馬車が欲しい」

　ドワーフが眉をしかめた。

「エルフの森!?　ブラックウッドだって!?　やめたほうがいいな、あいつらは性格が最悪だ！」

「二度は言わんぞ」

　ディアヴロが睨にらみつけると、店員が首をすくめた。

「わかった。うちの馬は森だって入っていけるし、モンスターが出たって逃げないくらい賢い。それと車体か。六人乗りならある。ところで重い荷物？」

　レムが話を引き取る。

「……一人、少々重いので……椅子が無理なら荷台でもかまいません」

「重いってどれくらいだね？」

「全身板金鎧フルプレートメイルを装備した騎士くらいです」

　それが馬に乗ったくらい重い──とディアヴロは付け足した。以前、片手で支える状況になったとき、レベル１５０の筋力ですら耐えられなかったほどだ。間違いない。

　ドワーフが爆笑した。

「ワハハハ！　そりゃ重い！　牛より重いな！　なんて重いヤツなんだ！」

「……ええ、そうですね」

　レムは〝ロゼを連れてこなくてよかった〟と安あん堵どの吐息をつく。〝重い〟と評されることを嫌がっていたので、このドワーフの店員に双頭剣を叩たたきこみかねなかった。

　ロゼが跨またがれる馬などいない。だから、大きな馬車が必要なのだった。

　むせるほど笑った店員が、やっと話に戻ってくる。

「そのクソ重いヤツを乗せられる馬車はあるが、四頭立てがオススメだな。それより少なくても引けるが、すぐバテる。ブラックウッドは遠いから脚を悪くするかもしれん」

「……お値段は？」

「内装はどうするね？　貴族だと内装のほうに金をかけるくらいだが。カーテンにレースはつけるか？」

「必要最低限でお願いします」

「おや？　金はあるんだろう？」

「……わたしは無駄遣いが嫌いです」

「無駄でもない。立派な内装は心を豊かにしてくれる」

「……立派な内装がなければ豊かになれないほど貧しい心は持っていませんから、大丈夫です」

「ワハハハ！　上手いこと言うな。わかった、旅に必要なだけの内装にしておこう。風雨は凌しのげたほうがいいから、幌ほろをかけて。長ベ椅ン子チと膝掛けブランケツトでいいな」

「そうですね」

「酒さか樽だるは椅子の下だな」

「いえ、それは必要ありません」

「なに？　旅の途中で酒は飲まないのか？　なぜ旅をするんだ？」

「……目的があるからです」

　レムが額を押さえた。

　本当に、この店で大丈夫なのか不安になる。

　ドワーフの店員が、カウンターの下から図面を出した。

　六人乗り四頭立ての中型馬車だ。

　羽根ペンでメモを加えていく。

「重い物は後輪軸上がいい。やや振られるが、馬の負担が軽くなる。そんで、乗るときの足掛けステツプと、床と、軸受と、車輪……荷重がかかるとこは全部補強だな」

「……補強ですか」

「大型馬車の部品を使ったほうがいい。何十人も運べるやつだ、兵士を運ぶのに軍隊が使ってるくらいだから、そりゃあ丈夫だ」

「なるほど。予算はいくらになりますか？」

「あーこれだと……まぁ、改造込みで二〇〇〇万Ｆフリスってとこかな？　細かく計算したら、もうちょい増えるかもしれん」

　レムが固まった。

　ディアヴロはうなずく。

「買おう」

「まいど！」

　ドワーフの店員が笑顔を見せた。

　レムが飛びあがる。

「ちょ……ちょっと待ってください！　ファルトラ市に家が買えますよ!?」

「うむ」

　高額なのは予想どおり。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでも馬車を買うことができた。もうすこし安かったが、改造のぶんだろう。

　ディアヴロは効率重じゆう視しで転移を使っていたのと、パーティーで移動しないので、馬車を買ったことはなかったが……

「本気ですか!?　ルマキーナに貰もらった報酬、ほとんど使う気ですか!?」

「歩いていては、いつ着くかわからんからな」

「……わたしは労を惜しみませんよ？」

「惜しんでいるのは、時間だ。アレの動向が気になる。早めに終わらせてファルトラ市に戻ったほうがいいだろう」

　あ……とレムも気づく。

　アレとは、もちろん覚醒したという魔王のことだ。

「そ、そうですね……ディアヴロの言うとおり……急いだほうがいいです」

　ジルコンタワー市に攻め寄せたような魔王軍が、次はファルトラ市に来るかもしれない。そのとき、ディアヴロの不在は大きく響く可能性があった。

　今回はレムの儀式魔術の情報集めと、シェラの里帰りではあるが、迫る開戦に向けての準備でもある。

　ドワーフの店員に、細かい見積もりを頼んだ。

「おし、すぐ計算しよう。ただし、改造には十日ほどかかるぞ？　馬のほうも長旅に向けて整えないといかん」

「……わかりました。ただし、見積もりは他の馬車屋でも取らせてもらいます」

「ワハハ！　さすが一流の冒険者だ、抜け目ないな！　だが言っておくと、腕は俺が一番だ」

「ふふ……考慮しましょう」

　やはり、レムは交渉事で頼りになる。

　話はまとまったので、店を辞すことにした。

　鉄扉を開けたところで、ドワーフの店員が念を押すように確認してくる。

「ところで、本当に酒さか樽だるは要らないのか？」





幕間




　ホルンは魔術師への道を許ゆるされた。

　荷物をまとめ、宿の大部屋に顔を出す。

　レムが一人だけ、ソファーで本を読んでいた。彼女は顔をあげると、ホルンを見て笑みを浮かべた。

「……それが魔術学院の制服ですか。よく似合っていますよ」

「ホントっすか!?」

「……わたしはシェラの看病があるので付き添えませんが……気をつけて」

「はい。シェラさん、大丈夫っすか？」

「……もう食事に好き嫌いを言うくらい回復しています。ベッドから蹴り出してもいいくらいですが、馬車の手配もまだですからね」

「なるほどっす」

　リフェリア王国の街道には駅馬車が走っている。

　しかし、秘境であるエルフのグリーンウッド王国や、危き険けん視しさえされるダークエルフの国には、当然ながら駅馬車が通っていない。





[image: ]





　かといって歩いていくのは大変だ。

　教会から報酬が貰もらえたので、ディアヴロたちは馬車を購入した。

　ただし、車体の改造と、馬車馬の調整とで、十日はかかる。それくらい手間をかけると、長旅でも安心とのことだった。

　ホルンも一緒にエルフの国に行ってみたいという気持ちはあるが……

「お気をつけてっす」

「……もちろん。王都を発たつときには、学院へ顔を出すつもりです」

「わぁ、ありがとうっす！　あの、ところで、ダンナは？」

「……さて？　朝から出かけているようですね。ホルンが発つ日なのは知ってるはず……なにか、彼なりに考えがあるのでしょう」

「そっすね」

「……意外と、顔を見ると別れがつらいから、かもしれませんが」

「ええっ!?　ダンナは魔王なのに!?」

「ふふ……冗談です」

「そっすよねー。しかも、ウチとの別れを惜しんでくれるなんて……ありえないっす」

　レムが右手を差し出してきた。

「……誰がなんと言おうと、わたしたちは冒険仲間です、それだけは忘れないでください。あなたの奮闘をわたしは一生、忘れませんよ」

　その右手を、ホルンも右手で握る。

「ウチも！　そんで、次に会うときは、もっと頼ってもらえる冒険者になってるっす！」

「……魔術師を目指すのなら、召喚術師が現実的だとは言っておきます」

「うっ」

　そういえば、レムは召喚術師だったなぁ──とホルンは今更ながらに思うのだった。

　ルマキーナが迎えに来る。

「そろそろ、行きましょうか、ホルンさん」

「はいっす！」

　ホテルを出た。

　第十一地区へと向かう。

　王立魔術師協会ギルドのある場所で、そこにホルンが入学する魔術学院もあるのだった。





第二章　ダークエルフの森へ行ってみる




　二週間後──

　ディアヴロたちは馬車に乗り、平原を進んでいる。

　ホルンは王都の魔術学院に入学して、パーティーから外れていた。いろいろとあったが、それはいずれ……

　今は、ディアヴロ、レム、シェラ、ロゼ、シルヴィが同行していた。




　昼になったので、休憩を入れる。

　馬車を立木に繫つないだ。

　荷台から道具を出して、レムとシルヴィが手早く料理を作ってくれた。

　干し肉の串焼きと、野菜スープだ。

　肉は固いが、よく嚙かむと野趣のある味が染み出してくる。

　野菜スープはジャガイモ、タマネギ、ニンジンなどで、カレー粉が欲しくなった。クリームシチューでもいい。

　あまり食に頓着しないディアヴロだったが、ときどき元世界の料理が恋しくなるのだった。

　──復活した魔王の件が片付いたら、料理をしてみるのもいいかもしれないな。

　以前、宿屋で卵と酢とオリーブオイルと塩を使ってマヨネーズを作ってみたことがある。あれは美味だった。

　しかし、考えてみると、ただの幸運だったかもしれない。

　日本で流通している鶏卵は、徹底的に衛生管理されている。自然に近い状態の鶏卵にはサルモネラ菌が付着している可能性が高かった。異世界でも同じとはかぎらないが……

　海外で生卵が食されないのは、そういう理由だ。

　料理前に手を洗う習慣もない中世に似た異世界で、現代日本の感覚で料理など作ったら、メニューによっては死人が出ると思う。

　なにせ生ゴミを裏路地に捨てて、それを食べる豚を飼っているくらいだし。

　四世紀の欧州では、人口が半減するほどの感ペ染ス症トが流行した。この異世界では教会の神官が《浄化》の奇跡を使えるからいいが……

　ふと思ったが、カビチーズに《浄化》の奇跡を使った場合、どうなるのだろうか？　この異世界に存在するかわからないが、納豆に使ったら？

「どうしたの、ディアヴロ？」

　ひょこ、とシェラが視し界かいに入ってきた。

　長く臥ふせっていたが、すっかり元気になって、いつもの明るい表情を見せてくれている。いや、普段より距離が近いように感じられた。

「む？　いや……我には考えておくべきことが数多くあるのだ」

「そっかー。もうすぐ森に入るもんね」

　食べ物のことを延々と考えていたのだが、それは黙っておいた。

「エルフたちの森か」

「グリーンウッドなら、もうちょいだよ。ブラックウッドはその先かな」

　シルヴィが地図を広げる。

「うん、あと一日か二日で着くんじゃないかな？　森の中まで、馬車で入っていけるんでしょ？」

　シェラがうなずいた。

「ダークエルフたちも馬車を使ってるから」

「エルフとは暮らしぶりも違うんだね」

「そうだねー。エルフの森では必要なだけの木の実が採れるし、狩りの獲物も豊富だから。ブラックウッドは毒草だらけで、毒蛇や毒虫ばっかって話だよ？　あたしは行ったことないけど」

　レムが左腕に嵌はめた腕輪をなでる。

「……ディアヴロに貰もらった腕輪が効くといいですが」

　金色で蛇の紋様が彫られていた。

《マダラの環》といって《毒ポイズン》《麻痺スタン》《混乱コンフユ》の状態異常バツドステータスを防止する。さほど強くないが、レムのレベルでも装備可能だった。

　シルヴィが指を咥くわえる。

「いいなぁ……ディアヴロさんたち、いつの間にか、聞いたこともないような装備をしてるねえ」

「……ディアヴロの宝物庫に、いっぱいありましたから」

「宝物庫!?」

「……魔王領にあって、高レベルのモンスターが無数に徘はい徊かいしているので、近づかないほうがいいです」

「あはは……どんなお宝があろうと、ディアヴロさんを敵に回すのは、見合わないよー。でも、いざとなったら貸し出してくれたら嬉うれしいなぁ」

　たしかに、宝物庫の武器を高レベルの冒険者たちに与えれば、いくらか戦力増強になる。

　どうせ大半が使う予定のないコレクションだ。人ひと族ぞくが滅んでしまうよりは、ずっと良いだろう。

　魔王軍と戦うなら、あれらを放出してもいいかも……

　馬車を軋きしませ、魔導機マギマテイツクメイドのロゼが降りてきた。

　彼女は食事も睡眠も必要ないため、ずっと馬車の補強した指定席で置物と化しているのだ。

「不ふ許きよ可かです。あれらはマスターの所有物であり、マスターのみに使用が許ゆるされる、このロゼが保管を任された品々。本来ならば、何なん人ぴとたりとも触れることすら許されません……一部を配下に貸与しているだけでも動力回路が断線しそうな想いだというのに」

　レムが肩をすくめた。

「……わたしはディアヴロの仲間であって、配下ではありません」

「仲間？　でしたら、マスターから貰もらうばかりではなく、与える側になっては？」

「む……今、ディアヴロが食べてる串だって、わたしが作ったのです」

「フッ、キッチンメイドというわけですか」

「なっ!?　この重量超過オーバーウエイトメイドが」

　無表情になったロゼが、ディアヴロのほうを見る。

「マスター、敵性存在を確認しました。《アステリズモス》の使用許可を」

「……ディアヴロ、この駄だメイドを置いていきましょう。馬車の速さが倍になります」

　言い争いをしているときのレムは、容赦なく毒舌だった。

　ため息を返す。

「飽きないやつらめ、何度目だ？　レムは馬車の手配でも働いてくれたし、戦闘でも役立っている。そして、ロゼのことも頼りにしている。俺は──自ら離れていく者でなければ、誰も遠ざけたりは……もうしない」

　レムが怒気を霧散させ、照れたような笑みを浮かべた。

「ディアヴロ……」

　ふるふる、とロゼが身体を震わせる。

「マ、マスターが……このロゼを〝頼りにしている〟と……ッ……この瞬間の動画をロゼは永久保存して、脳内で再生しつづけます」

　そこまで大それたことを言ったつもりはないのだが。

　横から、シェラが抱きついてきた。

「ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！　あたしは!?　あたしは役立ってる!?　頼りにしてる!?」

「ああ、してる、してる」

「うー……なんか雑じゃない!?」

　その胸のふくらみを押し付けられると、いまだに心拍数が上がってしまう。シェラから視し線せんを逸らした。

　シルヴィが苦笑する。

「ふふふ……ちゃんとリーダーしてるねえ、ディアヴロさん」

「リーダーだと？　馬鹿を言え……我は魔王なのだぞ」

「じゃあ、命令すればいいのに。ロゼさんは従順だし、レムさんには《隷従の首輪》が嵌はまってるんだから」

　たしかに、レムとシェラの首には、鉄の首輪が鈍く光っていた。

　最初に出会ったとき、言い争う二人を命令により仲良くさせたことがある。強制的な効果があるとは思っていなかったが……

　同じことをすればいいだけだ。

　ディアヴロは左右に首を振った。

「くだらんことを言うな。猿じゃあるまいし、言葉で言えば理解できるであろう？　魔王の命令とはもっと崇高なことに発せられるものだ」

「そっか、なるほどねー」

　納得したような口ぶりだが、シルヴィの目は笑ったままだ。

　シェラが提案する。

「じゃ、笑顔で握手だね！　レムとロゼで」

「……お断りです」

「却下します。そのような愚かしい行為」

　嫌そうにするレムとロゼだったが、ディアヴロはうなずいた。

「うむ、我が言葉が理解されたことを示してもらいたいところだな？」

「ナイスアイディアだよ、シェラちゃん！」

　シルヴィが手を叩たたく。

　レムとロゼが視し線せんを交わした。

「……くっ……いいでしょう、わたしが忍耐力において、あなたより優れていることを証明します」

　先に右手を差し出した。

　ロゼが無表情になる。

「マスターの御ご命めい令れいである、と判断します。であれば、右手を六〇度まで持ち上げる程度の労働に、なんの障害もありません」

　当人たちの意識はともかく、レムとロゼの右手が重なる。

　シェラが「笑顔！　笑顔！」と声をあげた。

　いつも屈託のない笑みを浮かべているシルヴィが「三〇点だね♪」と手厳しい評価を下す。

　ぎしぎし、と軋きしみの聞こえてきそうな動きで、どうにかレムとロゼが笑顔らしき表情を作った。

　ディアヴロは串を持った手を肩の高さまで上げる。

「肉が冷めるぞ？」

　道中のどの戦闘よりも疲労した様子で、レムとロゼが手を下ろした。

　楽しそうにシェラが声をあげて笑う。

　ふとシルヴィが尋ねた。

「シェラちゃんは、ロゼさんと言い争ったりしないねえ？　ディアヴロさんの配下って言われても気にしないの？　前に仲間って言ってたけど」

「ん？　あたしは配下でも所有物でもいいよー。だって、こうして一緒に旅してたら仲間でしょ。みんな一緒で、みんな楽しいの！」

「なるほど、達観してるねえ。スープのおかわりをあげよう」

「やったー」

　少し長めの昼食を済ませ、また旅を再開する。

　森が見えてきた。
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　翌日──

　ディアヴロは幌ほろの中の長椅子で横になっていた。ロゼの膝に頭を乗せている。

　やわらかい。

　魔獣の攻撃すら耐えるほど頑強なのに、ちゃんと女の子らしくやわらかいなんて不思議だった。魔導機マギマテイツクのせいか体温は低めのようだが、それがまた心地良い。

　ロゼが頰ほおを染めて見つめていた。

「マスター、いかがですか？」

「うむ……悪くない」

　ハァ、ハァ……と彼女の息遣いが荒くなっていくのだけが、ちょっと気になるくらい。

　配下に馬車を任せ、メイドの膝枕で横になる──まさに魔王ではないか！

　実は馬車に酔ったのだった。

　王都を出てしばらくは街道だから問題なかったが、街道を外れて平原を走ると、こんなにも揺れるとは。

　胃を突き上げてくる振動を長く受けすぎて、ディアヴロは気持ち悪くなってしまった。

　魔王が車酔いなんて恥ずかしい。

　だから、「我は寝ているゆえ、しっかり馬車を走らせよ」と言って、横になっているのだった。

　──うぷす。

　ディアヴロが森を観察できれば、ブラックウッドの入口もわかっただろう。

　しかし、今は乗り物酔いをこらえるので精一杯だった。

　ちなみに、シェラも中央の長椅子で寝こけている。こちらは、ただ昼に食べすぎて眠くなったらしかった。




　御者台。

　レムが手綱を握っている。

　隣にシルヴィがいて、地図を眺めていた。

「やっぱり街道から外れると、けっこう揺れるねえ。レムさん、大丈夫？　乗り物に弱いとか言ってなかった？」

「……よく覚えていますね」

「そりゃ、冒険者は家族みたいなものだからね。家族の好き嫌いは覚えてるよ」

「……わたしも、この旅で初めて気づいたのですが……御者台で手綱を握っていると大丈夫のようです。変な不安感もなく」

「へー。遠くを見てるのがいいのかなあ？　あ、そろそろ森に入る感じなんだけど……どうだろ？」

　今は西へと馬車を進めている。傾いた太陽に向かって走っていた。
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　三日前から、ひたすら平原が続いており、左側には黒い森がうっそうと茂っている。

　これがブラックウッド──ダークエルフの国があるはずだった。

　レムが首を左右に振る。

「……馬車が通れるような道どころか、獣道すらも見つかりません」

「ないよねえ」

「……シェラの情報などアテになるのでしょうか？　実はダークエルフの国はまったく別の場所にあるのではありませんか？」

「うーん、ボクもブラックウッドは行ったことないからなー。グリーンウッド王国になら行ったことあるんだけどね」

「……依頼クエストのためにですか？」

「好奇心と修行かな。人ひと族ぞくの限界を超えようと思ったら、広い見聞が必要なんだ──って師匠が言ってた」

「……シルヴィに師匠が」

「もう死んじゃったけどね。人魔大戦のときには、けっこーお年寄りだったし」

「……なるほど。その話からすると、あなたは人ひと族ぞくの限界を超えているわけですか？」

「ふっふっふっ……ボクは人ひと族ぞくの前線拠点たる城塞都市ファルトラの冒険者協会ギルド会長マスターだからね！」

「……そういえば、聞いたことがありませんでした。シルヴィのレベルはいくつなのですか？」

「ナイショー♪」

「そういうところが信用できないのです」

「ありゃりゃ……でも、そろそろレムさんも〝先〟を考える頃だよ。けっこう期待してるんだ。才能は折紙付きだからね」

「……つまらない世辞を言いますね。わたしの才能なんて、シェラに遠く及びません。それでも人ひと族ぞくのなかではマシなのかもしれませんが」

「え？　それ本気で言ってる？　だって、神様に魔王封印を託された一族だよ？　シェラちゃんと同格だよ!?」

「……励まされなくても、わたしは大丈夫です。劣等感も嫉妬心も恐怖心も自覚したうえで、向上心に繫つなげていますよ。気遣いには感謝しますが」

「いや～、そういうんじゃないんだけどなー」

　シルヴィが苦笑しつつ、ウサミミの裏をなでた。

　レムは細長い尾を左右に振る。あまり好ましくないという意思表示だ。

　話題を地図へ戻した。

「……川などもないのですか？」

「地図にあるのは、昨日、渡った浅瀬くらい」

「……このまま、今日も暗くなるのでしょうか？　わたしの心も暗くなってきたのですが」

「まあまあ、明るくいこうよ！　気持ちだけでも！」

「……口先だけの楽観主義者を見ていると、余計に不安になりませんか？」

「レムさんが一人旅を好む理由がわかるねぇ────ん!?」

　シルヴィがウサミミを動かした。

　後ろの長椅子で枕になっていたロゼが声をあげる。

「マスター、生体反応……大型です」

「ほう？」

「……モンスターですか!?」

　レムも感知が鈍いわけではないが、この二人には到底かなわない。

　ディアヴロは身体を起こした。

「大型ということは、ダークエルフではないのか、ロゼ？」

「反応複数──人ひと族ぞくもいるようですが、もっと大型の反応も……今の速度のままであれば、三十秒後に接触します」

　人ひと族ぞくもいるのか。

　シルヴィが森を見つめる。

　視し線せんを追いかけて、レムも観察した。

「……いますか？」

「いるのは間違いないんだけど……」

　ひゅっ！　と森から何かが飛んできて、馬車の幌ほろをかすめる。

　矢だった。

　シルヴィが乾いた笑い声をあげる。

「わー……歓迎されてるみたい」

　ロゼが警告を発する。

「反応接近！　これは……大型の……魔獣です！」

　シルヴィが叫ぶ。

「レムさん、右いっぱい！　逃げてッ!!」

「くっ！」

　言われると同時に、レムは右の手綱を引いている。

　森から離れて平原のほうへと馬車を向けた。馬車の右車輪が浮く。遠心力で傾いて、倒れそうになる。

　シェラが椅子から転げ落ち、「ふぎゃ!?」と悲鳴をあげた。

　ディアヴロは側板から伸びている縄を摑つかむ。揺れたとき、これで身体を支えるようになっていた。

　直後──

　森の木々が、蹴とばされたように宙を舞った。何本もの立ち木が空中で回転し、千切れた枝葉と根を土ごと巻き散らす。

　ずんぐりした巨大な──ヒュージドラゴン級の巨大生物が、森から飛び出してきた。

　空から木が降ってくる。

　数本が地面に。そのなかの一本が、馬車の上へと！

　レムは目を見開く。

「……当たる!?」

「よーけーてー!!」

　シルヴィが悲鳴をあげた。

　幌ほろ馬車の後ろから人影が飛び出す。跳躍して、落ちてくる立ち木へと突っこんだ。スカートがひらめく。

　ロゼだった。

「《魔導機兵マギマテイツクソル》ッ！」

　彼女の背後の何もないはずの空間から、巨大な鋼鉄の両りよう腕わんが出現する。ロゼを掌に乗せられるほどの大きさがあった。

　馬車に迫りくる立ち木を、まるで小枝のように摑つかむ。

　投げ捨てた。

　シルヴィが喝采の声をあげる。

「やったぁ！　ロゼさん、すごい！」

　ロゼが地面に着地すると、派手に土煙があがった。

　置いていくわけにはいかないから、馬車は大きく右回りで旋回する。

　シェラが幌の後ろ側から顔を出した。

「わー!?　なになになんなのアレ!?」

　森から出現した化物──真っ黒でただれた皮膚は、腐りかけにも見える。

　形は猪いのししに似ていた。

　口の両端から鋭い牙が伸びている。頭には巨大な角が二本、槍やりのように前へと突き出していた。後頭部から尻尾にかけて棘いばらのような突起が、まばらに生えている。

　レムは顔をしかめた。

「……わたしも知りません、あんな腐った大きな猪は……。猪肉は好きですが、あんなのは御ご免めんです」

「むしろ、あれを見て猪肉を連想するレムさんに驚嘆なんだけどね？」

　シルヴィが珍しく真剣な顔をしていた。

　ディアヴロも幌ほろから顔を出し、モンスターを観察する。

「ふむ……あれは、表皮が妙なことになっているが、ブラックベヒモスだな」

　グリーンベヒモスよりは小さいが、それでも大型魔獣に分類される。頑強で好戦的な魔獣だった。

　レムが驚いたような声をあげる。

「あれが!?　物の本によれば、ベヒモスは体毛に覆われてるはず。あんな泥のような皮膚をしているなんて……」

　シルヴィも不思議がった。

「たしかにね？　魔術か何かで焼かれたってことかな？　あ、病気かも？　でも魔獣って病気になるのかな？」

　森から矢が飛ぶ。

　ブラックベヒモスだと思われる巨大モンスターに、命中した。

　ただれた皮膚に何本も刺さり、赤黒い体液が噴き出す。

　しかし、敵が巨大すぎて、効果的なダメージを与えられているようには思えなかった。

　地面に落ちた枝葉を踏んで、ガッコンガッコン揺れる。シェラが「あわっ、あわっ」と声をあげた。

　レムは手綱を操り、地面に転がった立ち木を避ける。

「……くっ……誰かがブラックベヒモスと戦ってるようですね？」

「そのせいで、森から出てきたのかな？　でも、あまり通用してる感じじゃないね」

　ブラックベヒモスの動きは変わらず、矢を放った者たちに向かって、突撃しようとする。

　森の中で人影が動いた。

　──やはり、戦っているのは、ダークエルフたちか？

　ロゼは馬車を守るために飛び出し、今は何メートルも離れた位置にいる。指示オーダーの声は届かないだろう。

　シェラは弓も持たず、幌から状況を眺めているばかり。

　レムは馬車を操っている。

　シルヴィは支援魔術が得意だ。おそらく、ブラックベヒモスを倒すような手段は持っていないはず。

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を取り出した。

「レムよ、馬車を停めるがいい！」

「は、はい！」

　標的までの距離は20メートルほどか。

　大型モンスター相手だから、外す心配はないが、充分な威力でなければ仕留めきれない。

　森の中には人ひと族ぞくがいるようだが、弓で戦っているなら、巻きこむ心配はないだろう。

　ただし森が近いから、火属性はやめておくか。

　魔ま杖じようを構えた。

「不ふ可か視しの刃で斬り刻んでくれる……《プレスシュレッダー》ッ!!」

　空気を凝縮する。

　巨大な剣へと変えた。

　叩たたきつける。

　本来は一撃だけの攻撃だが、魔杖の効果により七重に発生した。

　レベル１１０程度で使える風属性の魔術だった。

　気圧差による刃が、魔獣を引き裂く。

　肉を裂き、臓ぞう腑ふをえぐり、骨を砕いた。

　ゴアァァァァァー!!　とブラックベヒモスが絶叫する。

　ディアヴロは杖を下ろした。

「フンッ……大型魔獣といっても、人ひと族ぞくの領地に出現するようなモンスターは、低レベルだな」

　魔術の刃が、頭まで両断する。

　ブラックベヒモスが動かなくなり、やがて光の粒子へと変化しはじめた。

　普通の生き物と違い、魔獣は死ぬと消滅する。

　撒き散らした黒色の体液も、肉片も、砕けた牙も、すべて燐りん光こうとなって天に昇っていった。

　シルヴィが拍手する。

「いやぁ、すごい！　さすがはディアヴロさん、強い！」

「次は貴様に任せるか」

「やだなあ、ボクは支援魔術師だよ？　応援が専門だって。がんばれ♡　がんばれ♡」

　どうにも噓うそ臭くさいシルヴィだった。

　レムが感嘆をもらす。

「……魔術の威力、相変わらず凄まじいです」

「当然だ」

　あれくらい標的が大きく、周りに気を遣う必要がなければ、心置きなく大火力の魔術が使える。

　ようやく、ロゼが馬車のところまで駆けてきた。

「申し訳ありません、マスター。御お手てを煩わせてしまいました」

「フッ……あのような雑魚を蹴散らすていどのこと、手間のうちに入らぬわ」
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　森から誰かが出てくる。

　ダークエルフを予想していたのだが……

　出てきたのは、着ぐるみだった。頭が大きく、手足が短く、中に人が入っているであろう太い体型をしている。

　大弓を持った熊の着ぐるみ、そうとしか見えなかった。

　──これがダークエルフ!?　まさか別の種族じゃないよな？

　想像していたのと、だいぶ違っていた。

　言葉が通じるのか不安になる容姿の連中が、こちらに向けて弓矢を構える。

「動くな！」

　くぐもった声をあげた。隣の部屋から聞こえてくるような遠い声だ。

　やはり着ぐるみか。

　甲高い声だから、中の人は少年かもしれない。

　どうやら会話は可能なようだ、友好的とは言えない雰囲気だったが……

　数は十人ほど。

　馬車の幌ほろに身を隠しつつ、シェラが怯おびえた声をあげる。

「な、なんでかな？　なんで怒ってんのかな？」

　レムが唇を尖とがらせた。

「……あれがダークエルフなのでしょうか？　奇妙な格好をしていますね。しかも、魔獣を退治してあげたというのに、ずいぶんな態度です」

「だいぶ驚かせちゃったみたいだねー」

　シルヴィが肩をすくめた。

　ロゼが右手を小指から握りしめて拳骨を作る。ギリギリと音がした。

「何者であろうとも、マスターに弓を向けるなど許ゆるされません。手加減の必要はなさそうですね」

　放っておいたらロゼが攻撃してしまいそうなので、ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を手にして前へ出る。

　着ぐるみの連中は、ダークエルフなのだろうか？　彼らは魔術の威力に驚き、警戒心を露あらわにしていた。

　大型魔獣を一撃で倒したのは、やりすぎだったかもしれない。

　自分たちは戦いを望んでおらず、ダークエルフに伝わっている儀式魔術について教えてもらいたいだけだ──と伝える必要がある。緊迫した状況だから簡潔に！

「問題ない」

　ディアヴロは密かに自信をつけていた。

　元世界では、選手権があれば優勝が狙えるほどのコミュニケーション障害だった自分だが……異世界に来てから、他人と話すことも増え、仲間と呼んでくれる者もできた。

　──今の俺は、むしろコミュ強かもしれない！

　まず笑顔。友好的な会話は表情から始まる。今回はうまく対話できそうな気がした。

　しかし、軽んじられるのはよくない。交渉は舐なめられると不利になるものだ。

　堂々と言い放つ。




「フハハハ！　我はディアヴロ！　この地に伝わる儀式魔術に興味がある。つまり、貴様らに用はないということだ。ダークエルフの居場所へ案内するがよい！」




　ざわっ、と着ぐるみ連中が色めき立った。

　もう慣れているのか、レムがため息をつき、シェラが苦笑する。

　ロゼは当然という顔をしていた。

　シルヴィが頭を抱える。それでも彼女は前に出なかった。着ぐるみの連中が矢を放ってきたら、命がいくつあっても足りない。

　相手集団のうち、先頭に立っている着ぐるみ（灰色熊）が問うてくる。

「おい、お前！　さっきのは、なんだ!?　《黒森の主ぬし》を一撃で屠ほふるなど……」

「ククク……たんなる風属性の魔術だが、それほど珍しかったか？　別の魔術を見せてやってもよいぞ。火属性を使うと、この森を焼いてしまうかもしれぬがな」

「なんだと!?」

　連中が露骨に怯ひるんだ。

　道案内をしてくれるなら、魔術を見せるくらいかまわないし、火属性は危険だと親切心から言い添えたのだが……

　言い方がマズかっただろうか？

　──だんだん、面倒くさくなってきた。

　ディアヴロたちは魔王との戦争を見据えて急いでいる。準備が遅れて敗戦すれば、人ひと族ぞくが滅ぼされてしまうかもしれない。悠長にしている余裕はなかった。

　すこし急かす。

「いつまで立ち話をしている気だ!?　早く案内しろ。滅ぼされたいか!?」

「ヒッ……!?」

　着ぐるみ集団の数名が、少女のような悲鳴をもらした。

　先頭の灰色熊が弓矢を下ろす。

「わ、わかった……ダークエルフの里へ案内する。儀式魔術のことを知りたいだけなんだな？　住人たちに手出しはしないと約束してくれるか？」

「フンッ……当然だ」

　ディアヴロは交渉が成功したことに安あん堵どの笑みを浮かべつつ、うなずいた。

　──やはり、コミュニケーション能力が向上している！

　別の着ぐるみ（モヒカン）が不安げに問う。

「し、信用できるのか、コイツ!?」

「するしか、ないだろう」

「こんな危険そうなヤツを里まで案内するなんて！」

「黒森の主ぬしを一撃で倒すほどの魔術師だぞ、オレたちに何ができる!?　森を焼かれるよりマシだ。あとは長おさに託そう」

「クソッ……」

　モヒカンの着ぐるみが毒づいた。

　まるで魔術で恫どう喝かつしたかのようだったが、ディアヴロは満足げにうなずく。

　──今回はフレンドリーに頼むことができた気がする！
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　シェラの話は本当で、馬車が通れるほどの道はあった。ただし、入口が草木で隠蔽されていたが。

　着ぐるみ熊たちが草木をどけ、ようやく通れるようになる。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、もっとわかりやすく道が開いており、矢印まで表示されていた。

　ドヤ顔で道案内をしてたら、恥をかいていたかも!?　とディアヴロは密かに冷や汗をぬぐった。

　レムが着ぐるみに尋ねる。

「……今さらですが、あなた方はダークエルフなのですか？」

　連中のまとめ役なのか、灰色熊がうなずいた。

「そうだ。この森には我々しか住んでない。あとは獣や虫ばかりだな」

　着ぐるみの連中は、やはりダークエルフだった。

　彼らは近隣の村と交流があり、この道を荷車で往復しているのだとか。ブラックウッドで採れる珍しい薬草を原料にした秘薬や精巧な弓矢を売り、村人の農作物や鉄器具と交換しているらしい。

　灰色熊が道端の草を指差す。

「黒い草に近付かんように。どれも毒草だ。客人みたいに薄着だと肌をやられるぞ。馬も危ない」

「え？　黒色のが、全て……ですか？」

　手綱を持っているレムが戸惑ったように聞き返した。見渡すかぎり緑色の草のほうが少ない、ほとんどが黒色の草だ。

「魔獣ですら、この毒にやられ、腐ってただろう？」

「……あのブラックベヒモス……そのせいで」

「この森の獣たちは、毒を受けつつも、それを溜ためこんで武器にするようなヤツが多い。戦うことがあれば注意することだ。かすり傷でも死ぬことがあるからな」

「……ご忠告、感謝します」

　彼らが弓を使うのは、毒を持っている敵に近づかないためか。それと、分厚い着ぐるみは毒草から肌を守るための装備らしい。




　森の中の曲がりくねった道を進むこと二時間ほど──

　開けた場所に出た。

　立ち木が伐採されて、人の住居が並んでいる。黒色の草木は見当たらなかった。

　さほど大きくはなさそうで、外周を歩いても一時間はかからない。村、と言ってもいい規模だった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでのダークエルフたちは、木々の間に隠れ、住居とも呼べないような所に配置されていた。ゲームの場合は、イベントに必要のない建物やＮＰＣが登場しないせいか。

　ゲームで見た里とは、ぜんぜん異なる。

　未知の場所に不安感はあるものの、新鮮さも感じられ、実は少し楽しかった。

　馬車の幌ほろからシェラが頭を出す。

「これが、ダークエルフの国……なんだよね？」

「うむ……」

　ダークエルフたちの生活様式はわからないが、家屋の数は一〇〇もなかった。一世帯で六人ていどが基本構成だとすると、村の住人は五〇〇人前後になるか。

「ちょっと小さくない？」

「どうであろうな。こうした村がいくつもあって〝国〟なのか……あるいは、この程度の人数しかいないから、エルフの亜種として扱われているのか」

「あ、なるほどねー」

　ディアヴロたちの関心は、彼らにだけ伝わっている儀式魔術にある。ダークエルフたちの数は問題ではなかった。

　それにしても、彼らの暮らしぶりは、予想外ではある。

「お前から聞いていたのと、ずいぶん違うな？」

「うん、グリーンウッド王国とは、ぜんぜん違うよー。びっくり」

　ダークエルフたちは地面に木の柱を立て、板を壁とし、枝葉を屋根にした家で生活していた。

　基本的な造りは、昔の日本家屋に近い。

　ただし、出入口は開いたままで玄関扉や窓板はなかった。布や毛皮が垂れ下がっているだけだ。これだと風雨や寒さには対応できない。

　この森に、台風などの災害が少ない証左だと思われた。気候も一年を通して温暖なのだろう。

　そういえば、この黒ずくめの格好だと、やや暑い。

　湿度が高くて蒸す。

　ディアヴロは風を通すため、すこし幌ほろの垂れ布をまくりあげた。民家の裏手が目に入る。

「えっ!?」

　目を見開いた。

　住居が木造のためか、竈かまどは戸外にある。

　竈の隣には調理台があり、井戸もあった。近隣のいくつかの家で共用しているらしく、複数人のダークエルフの女性たちが集まっている。

　着ぐるみではなかった。

　褐色の肌に、カールのかかった黒髪に、紫がかった黒色の瞳が特徴的だ。耳は長くてエルフであることは間違いない。

　ただし、肉感のある体つきのせいか、ずいぶんと印象が違っていた。

　彼女たちは井戸の周りに集まって、楽しそうにおしゃべりしながら桶おけに水を汲くんでいる。

　それはいい。

　問題は、彼女たちの格好だ。

　井戸の釣つる瓶べから桶に水をあけるとき、けっこう水が飛び散るので、普通は前掛けエプロンを着けるのだが……




　ダークエルフの女性たちは上半身裸トツプレスになっていた。




　上着は木の枝に掛け、長い黒髪を結いあげ、膝丈のスカートだけになっている。

　その胸は〝豊かな〟などという表現は、控えめすぎるだろう。

　片方だけでも頭に近いほどの大きさではないか。爆乳。いやさ『爆！　乳！』であった。

　すごく、おおきい、です。

「で……」

　ディアヴロは思わず、声に出しそうになった。

　ほぼ同時に、隣にいるシェラが言う。

「ほえー、おっきいねえ」

　ダークエルフの女性たちの胸元を凝ぎよう視ししていたなんて、恥ずかしい。ディアヴロは慌てて視し線せんを逸らした。

「ほ、ほう……そうか？　我は、森を見ていたゆえ……」

「あれだよ！　ほら、あんな大きいの初めて見たよ」

　シェラが身を寄せてくる。

　大きさこそダークエルフたちには負けるが、張りのある胸のふくらみが、ぐいっと腕に押しつけられた。

　──おや、ここが楽園かな？

　つい、手を伸ばしそうになる。

「ほら！　木の家なのに、あんなに大きい！」

「うむうむ……まるい、おっきい、おっぱ……んん？　木の家？」

　あやういところでディアヴロの意識が、桃色世界から帰ってきた。危なかった。とんでもないことを口走るところだった。

　シェラが指差す先を見る。

　馬車の行く手には、大きな建築物が見えてきていた。

　天辺は、そこらの立木などより高い。

　板を貼り合わせた家屋とは思えなかった。

　王都の城や深しん殿でんはもっと大きかったが、あれらは煉れん瓦がや石造りだった。行く手に聳そびえるのは木造ならではの迫力があった。

「フンッ……どうやら、あれがダークエルフの城らしいな」

「おっきいねー」

　シェラはお気楽だ。

　レムがつぶやく。

「……城の窓に兵が……矢を向けてきています」

「まぁ、警戒されるくらいは当然じゃない？　ボクら異種族だし」

　シルヴィは落ち着いている。これが場数の差か。

　ディアヴロも泰然自若としているが、内心では緊張しまくっていた。

　──このへんのプレッシャーは、ゲームとは別物だな。

　事前情報はないし、運営によりバランス調整がなされているわけでもないし、リトライは許ゆるされない。初見殺しの罠わなが用意されていたら、果たして無事に突破できるだろうか？　ここは異世界であっても現実だ。攻略失敗したからやり直す、なんて不可能だった。

　ディアヴロ一人だけなら、よほどの仕掛けでも問題ない。

　しかし、今はパーティーで行動している。全ての仲間を守るために、油断は禁物だった。

　初期対応は近接戦が得意で、高レベル戦士にも引けを取らないロゼに頼ることになるだろう。

　ちらり、と背後に視し線せんを向けた。

　──え？　なにやって？

　ロゼが自身の胸のふくらみに両手をあてがっていた。

　むにっ、と胸を持ちあげる。

　両脇が広く開いたデザインの衣装だから、今にもこぼれそうだった。

「…………はふ」

「な、なにをしているのだ？」

「マスター、このロゼも小さいほうではないと……むしろ、人ひと族ぞくの平均よりも大きいほうではないかと自己評価するのですが……このサイズではご不満でしょうか？　ダークエルフたちの、あのような重力に引かれて垂れた肉がお好みでしょうか？」

「ぶっふぉッ！　ななななにを言っておるのかわからんな！　わ、罠わながあるかもしれん、警戒を怠るな」

「失礼いたしました」

　返事は丁寧だったが、相変わらずむにむにと両胸を持ちあげて揉もんで強調していた。

　うねうねと歪ゆがめられるロゼの胸のふくらみから、ディアヴロはベリベリと視線を引ひき剝はがす。

　冗談ではなく、今は警戒しなければならない。弓など向けられていなければ、しばらく眺めていたところだが！

　ディアヴロは苛立ちを、つい口からこぼしてしまう。

「……おのれ、ダークエルフめが」

　殺気が魔力となって溢あふれた。

　レムやシルヴィが、ギョッとした表情で振り返る。

「ッ!?」

「ま、まあまあ、ディアヴロさん……知らない人が訪ねてきたから、彼らは恐がってるんだよ」

　誤解されてしまったか？

　しかし、内心を説明するわけにもいかず、ディアヴロは腕組みしてふんぞりかえっておいた。

　マイペースなシェラがまだ外を眺めている。

「わあー、ディアヴロ、おっきい！」

「ああ、そうだな。木造建築にしては大きな城だな」

「そうじゃなくって、ダークエルフの女の人たちって、おっぱい大きいよ!?」

「ぶっふぉ！」

　今度は、そっちですか！

　レムが呆あきれた顔をする。

「……なにを言ってるんですか、シェラ」

「だって、すごくない!?　あんな大きいの初めて見たよー。ダークエルフってすごいんだねえ」

「……全員の命が危ないかもしれない状況で……不謹慎です！」

「そ、そうだけどー。でも本当にすごいんだよぉ」

　シェラがアセアセと言い訳した。

　ディアヴロは心の中で、レムの言葉に返す。

　──もうしわけありませんでした！

　おっぱいに振り回されているうちに、馬車が城の前へと到着した。
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　ディアヴロたちは馬車を降りる。

　城を見上げた。

　木板の壁が重なり、城の形を成している。木造の家屋が、いくつも重なったような外見だった。日本でいう《五重塔》みたいな建物だ。

　木造の塔。

　板のない開いたままの窓から、太い枝が外へと伸びて葉を茂らせている。

　レムが眉をしかめた。

「……これは、もしかして、大きな樹木の周りを板で囲んだものではないでしょうか？」

　シルヴィが納得顔でうなずく。

「なるほど！　天然の大柱というわけだねー」

　ほえー、とシェラが感心したように声をあげた。

　ディアヴロもレムと同じような感想だ。

　──これでは、ハリボテではないか。先ほどの〝感心〟を返してほしい。

　べつに築城を依頼しに来たわけではないから、どんなものに住んでいようと、たいした意味はないのだが。

　案内してきた灰色熊の着ぐるみが、その頭の部分を外した。

「ぷはっ！」

　黒髪がこぼれて、細い首筋を隠した。

　顔は間違いなく女性で、精せい悍かんな雰囲気である。日焼けしたような褐色の肌をしていた。歳はダークエルフだから不明だが、人間ヒユーマンなら二五歳くらいか。

　レムも意外に思ったのだろう。

「……女性だったのですね」

「ああ、いろいろ事情があってな。この里にいるダークエルフは、赤ん坊でもなければ、女ばっかりだ。男のダークエルフは遠くへ出稼ぎに出てる」

　他の者たちも着ぐるみの頭を脱いでいた。

　全て女だ。

「……男性がいないのですか。わたしとて女で冒険者ですから、無謀とは思いませんが、魔獣と戦うなら頑強な前衛が欲しいですね」

「否定はせんけど。まぁ、黒森の主ぬしが里の近くまで来るなんて珍しいことだからな。普段は威嚇したら立ち去るし……あんな目を血走らせて、なにかあったんか……？」

　一瞬、彼女は思案顔になったが、今の役目に意識を戻した。

「なんにしても、客人が黒森の主を倒してくれたことは、感謝してる！　ただ、オレらは他種族を歓迎せん。とくに、エルフはな」

　鋭い視し線せんを向けられて、シェラがディアヴロの後ろに隠れる。

　エルフなのに胸が大きいという容姿は珍しく、グリーンウッド王女だとバレたら面倒なことになるだろう。だから、今はローブを羽織っていた。

　レムが話題を逸らすためか、質問する。

「……その毛皮は毒草にやられないためですか？　ここは安全なのですか？」

　彼女が着ぐるみの腹をさすった。

「これか！　オレらは《黒森装束ブラツククロス》って呼んでる。ブラックウッドは毒草だらけだから、狩りをするときには必要なんだ。でも顔がわからん者もんを城に入れたらマズイ。そんなわけで、ここで脱ぐ決まりなのさ……もちろん、里の中に毒草は生えてないよ」

　ディアヴロは再び城を見上げた。

「つまり、ここにダークエルフの指導者が居るわけか」

「オレらの長がおられる」

「ふむ……許ゆるす、顔を見せよ」

　ディアヴロの言葉に、モヒカン熊の頭を外した少女が声を荒らげる。ショートカットで目つきの鋭い少女だった。

「無礼だぞ、キサマ！」

　人間なら十五歳くらいか、レムやシェラと同年代に見える。

　しかし怒られても、ずっと魔王ロールプレイをしてきたので、今さら礼儀正しいキャラクターに変えるわけにはいかなかった。

　威圧には威圧で返すのが魔王というものだ。

　ディアヴロが口を開こうとすると、慌ててレムとシルヴィが割りこんできた。どんな言葉を放つか、だいたい察しているのだろう。

「すみません！　長に取り次いでいただけますか？」

「あはは……ディアヴロさんは異種族で異国の異文化人だからね。多少はね？」

「むむむ」

　少女も戦いは望んでいなかったようで、素直に引き下がった。途中で引っこめる虚勢なら、張らなければよかろうに。

　──あいつ、キャラがブレてるな。

　灰色熊だった女が、着ぐるみの下側も脱いだ。

　ディアヴロは思わず二度見してしまう。

「ぬおッ!?」

　彼女はタンクトップみたいなアンダーシャツと、えぐい超ローライズパンツという格好だった。

「ふぅ……毒を防ぐためだから仕方ないけど、暑くてしんどくて」

　レムが顔をしかめた。

「……いささか薄着すぎるのではありませんか？」
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「はは！　里は女ばっかだからね、気にする人はいないって！」

「……ディアヴロは男なのですが!?」

「他種族だろ？」

　彼女は本気で気にしていない様子だった。

「……人ひと族ぞくですよ!?　犬猫ではないのですから」

「またまた変なこと言うなあ。客人も似たような格好してるじゃないか」

「うっ……」

　レムが装備しているのは、ディアヴロが渡した《秘石の套かさね》だ。かなり高性能なのだが、露出もかなりのものだ。

　幼女体型なので気にしていなかったが、シルヴィも小さな布を引っ掛けただけの格好だし、ロゼも背中が大きく開いていた。

　──このパーティーには布が足りない!?

　とはいえ、ダークエルフは他人に裸を見られても気にしないのだろうか？　水みず汲くみでもシャツを脱いでいたし。

　いや、そうとも限らないようだ。豪胆に笑い飛ばしている者ばかりではなかった。

　彼女たちのなかには、ディアヴロの視し線せんを気にしてか、頰ほおを染めて背中を向けている少女もいた。

　──って、モヒカン熊の子かよ!?

　キツイ目つきで絡んでいた少女が、ほとんど裸みたいな格好で恥ずかしがっているのは、なんとも言えないものがあった。

「ううぅ……こっち見るな！」

　元灰色熊の女性が、ディアヴロたちを城へと招き入れる。

「こちらだよ、客人！　長には友好的に頼むよ？」

　そこの元モヒカン熊の小娘の態度が、まったく友好的ではないのだが？

　ディアヴロは笑みを返した。

「心配するな。充分に友好的ではないか？　敵ならば、今頃は森ごと焼き払っ──」

　わーわー、とレムとシルヴィがまた割って入ってきて、あれこれ取りなすようなことを言った。

　──あれ？　もしかすると、自分が黙っていたほうが話が早い？

　おかしい……コミュニケーション強者……とまではいかなくても、中級者くらいには圧倒的成長をしたと思っていたのに。まさか、まだまだ俺はコミュ障だと？　馬鹿な!?

　芽生えた自信を喪失するディアヴロだった。

　城に入る。

　薄暗い。

　窓は樹木の枝で塞がれ、建物は葉の影に包まれていた。

　木造のせいか、灯火は使われていない。

　レムが耳打ちする。

「……エルフたちは夜目に優れており、この暗さでも問題なく見えるそうですね」

「ふむ」

　そんな設定もあったな。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、どの種族であろうとゲーム進行に必要な情報が見えなくなることはなかったので、気にしたことがなかった。

　エルフやダークエルフは薄暗い森で狩りをしているのだから、暗あん視しは基本能力ベースアビリテイか。

　案内役が足を止めた。

「ここに在おわすのが、オレらの長だ」





第三章　長に会ってみる




　ディアヴロの目が暗さに慣れてくる。

　どうやら、建物の中心で、まるで塔そのもののように太い大樹だった。

　うねった根に腰をおろしている者がいる。暗すぎて、表情どころか顔も服装もわからない。

　暗あん視しのできるシェラだけが「ふわぁ!?」と声をもらした。

　──なんだ？　驚くような容姿なのか？

　光の魔術で照らしてやろうか、とも思ったが……今回はレムのために訪れている。相手を怒らせたら面倒だ。

　交渉は任せることにした。

　レムが前に出る。

「……わたしは冒険者のレム・ガレウといいます。あなたがダークエルフの王でしょうか？」

　落ち着いた女性の声が響く。

「ほほほ……王ですって？　私はただの村長さんですよ」

　案内役の女性たちと同じように、やや訛なまりのある言葉遣いだった。

　しかし、ここは異世界で、彼女も他の者たちも異世界の言語を話しているはず。ディアヴロにだけ日本語で聞こえているのだ。

　人ひと族ぞくの言葉ではあるものの、国が違うだけに、発音に差異があるのか。その表現なのかもしれない。

　レムが尋ねる。

「……名を教えていただいても？」

「ラフレイシャ・Ｓ・オレンジウッドといいます……気楽ぅに、ラフレイシャって呼んでくださいな」

「……わかりました。ラフレイシャ様ですね」

「ほほほ……そう恐い顔せんと。そうそう、こう暗くては、エルフでないお客人には居心地が悪かったですね？　今、灯りを」

　魔術が使われた。

　天井近くで、パッと光が生まれる。《ライト》の魔術だ。電球を点つけたように明るくなった。

　ディアヴロは急な光が眩まぶしく、目を細めつつも相手を睨にらむ。

　息を吞のんだ。

　──た、たしかに、驚くような容姿だ！




　ラフレイシャは、魔ま乳にゆうだった。




　住民の女性たちを見たときから、そうなんじゃないかと予想はしていたが、妄想を上回るボリューム！　掌に余るどころではない。両腕で抱えるほどの大きさだった。

　布を重ねた衣装で、腰帯を締めている。

　これで腹が出ていたら、カエルの化物かと思うところだが、彼女のくびれはコークボトルのように細く絞られている。上半身にある重量物を支えられるのか、心配になるほどだった。

　ディアヴロは凝ぎよう視ししてしまう。

　髪が他のダークエルフのように黒ではなく、銀に近い白という特徴もあった。

　誰もが思っているけれど誰も口にしなかったことを、シェラが容赦なく言い放つ。

「ラフレイシャさん、おっぱい大きいねえ！」

「ほほほ……お客人こそ、エルフとは思えんほどじゃありません？」

「え？　あ、えっと……あはは……」

　シェラが曖昧に笑う。

　ローブで体型を隠しているのに、あっさり看破されてしまった。さすがと言うべきか、ただ乳がデカイだけの女ではなかったらしい。

　ラフレイシャが目を細める。

「ふぅん……これは驚き……アンタはエルフの王族ね？　そういう輝気オーラがある」

「あ、う」

　言葉につまってしまった。シェラは噓うそがつけない性格だ。

「なんと!?」と反応したのは、横に控えていたダークエルフの女性たちだった。

　大樹の陰に、何人もの兵士が隠れているようだ。おそらくは弓兵で、四～五人は居るかと思ったが、もっと多いか？

　樹木に隠れているエルフは、ディアヴロといえども簡単に把握できないのだった。

　レムがシェラの肩を摑つかむ。

「バカですか！　どうして否定しておかないのです、あなたは!?」

「で、でも、あたしが王女なのは本当だし？」

「……ダークエルフはエルフを嫌ってるという話だったでしょうに！　その王族だなんて、知られたら！」

「で、でも、ラフレイシャさん、いい人っぽいし……」

「〝っぽい〟で行動して、害意があったらどうするのですか!?」

「ディアヴロがいるからねー」

「こんの……」

　がっくり、とレムがうなだれる。

　恵まれた生まれのシェラは楽観主義だ。逆に、長く孤独な戦いを強いられてきたレムは悲観主義だった。

　ディアヴロは肩をすくめる。

　──まぁ、頼られて悪い気はしないけどな。

　ダークエルフの少女が弓を構えた。モヒカン熊だった子だ。

「キサマ、エルフの王女だと!?」

　彼女だけでなく、他のダークエルフたちも矢をつがえ、弓を引いた。

　ラフレイシャの表情は険しい。

「ダークエルフは、かつてエルフに裏切られ……とくに今のエルフ王には恨みを抱いてるのよ？」

「ええっ!?　あたしは見たのも初めてだよ!?」

「そう……でも、やったほうは忘れても、やられたほうは忘れないもの。百年でも千年でも」

「そんなー」

　シェラの耳がいつもより垂れ、レムは歯は嚙がみした。

「……だから、あなたはバカなのです」

　レムがベルトのポケットに手を伸ばし、召喚クリスタルに触れる。

　ロゼとシルヴィは立っているだけに見えるが、いつでも動けるよう神経を尖とがらせていた。

　ディアヴロはため息をつく。

　──大教会堂のときと同じか。後ろに引っ込んで交渉を任せていたら、いつの間にか最悪の事態になっている。

　仲間を信じてはいるが、結局は魔王らしくやるのが自分に合っているのだ。

　ポーチから《試し製せい大おお戦いくさ鎌がま》を出した。

　儀式魔術について教えてもらいたい相手に《トネールアンペラール》を使うのはマズイだろう。かなり低レベルな魔術でも、殺してしまいかねなかった。

　ディアヴロは前に出る。

「ごちゃごちゃと面倒だ──聞け、ダークエルフども！　我は異世界の魔王ディアヴロ！　貴様らの恨うらみ辛つらみなど知ったことではない。命が惜しくば、我に従うがいい！」

「魔王!?　や、やはり、エルフは信用できないッ！」

　元モヒカン熊の少女が矢を放つ。

　放ってしまった。

　周りから制止の声もあったが、間に合わなかった。

　至近距離からの攻撃だ。

　いくら非力な少女の放った矢でも、少しはダメージを受けるだろう、とディアヴロは覚悟する。

　ところが、突風のようにロゼが割りこんできて、矢を手刀で叩たたき落おとした。目玉がこぼれるかと思うほど大きく見開く。

「マスターに攻撃をするとは……なんという愚かな生き物でしょう。万死に値します！」

「ロゼ、殺すな！」

　ディアヴロは厳命した。

　ほぼ同時に、ラフレイシャが叫ぶ。

「止やめなさい！」

　しかし、彼女の制止の声は、逆に一斉攻撃の引き金となってしまった。

　他のダークエルフたちも次々と矢を射てくる。

　矢の雨。

　数は三〇ほど。

　前は《ヴォルカニックウォール》を使って防いだが、ここで火属性の魔術を使ったら、この大樹も塔も燃やすことになる。いくら魔王ロールプレイでも、やり過ぎというものだろう。

　思いっきり挑発してしまった気もするが、そもそも戦いに来たのではないのだし……

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを掲げ、魔術を放つ。

「《ソニックウェイブ》ッ!!」

　風属性の防御魔術だ。

　衝撃波がダークエルフたちの矢を打ち払う。

　それだけでは収まらず、周囲に空気の塊が広がっていった。

　至近距離にいた者──最初に弓を射てきた少女が、もろに魔術を浴びて吹っ飛ぶ。背中を壁板に打ちつけた。

「ゲホッ！」

　近くだと、けっこうなダメージになる。

　しかし、少し離れれば、突風ていどの魔術だ。

　ラフレイシャを傷つけなくて済んだものの、これだと大樹の陰から撃ってきたダークエルフたちは仕留められない。

　──いや、仕留めちゃマズイんだけどな。

　殺さないていどに無力化するため、ディアヴロは魔術を選ぶ。

　その一瞬の隙だった。

　天井から、ブロードソードを手にしたダークエルフの戦士が降ってくる。革鎧よろいを身に着けた女だ。

「ハァァァァ────ッ!!」

「マスターには近づかせません！」

　ロゼが迎え撃つ。

　仲間たちが密集しているため、彼女は《魔導機兵マギマテイツクソル》を出さなかった。双頭剣を突き上げる。

　その攻撃が当たる寸前、ダークエルフの女戦士が剣を振った。

「ゼヤッ！」

　剣の軌跡が輝く刃と化して、飛んでくる。

《ソードスラッシュ》──Ｓ気Ｐ力により斬撃を遠距離まで放つという、60レベル以上の武技だった。

　なかなかの実力者だ。ダークエルフたちが使えるのは弓だけではなかったらしい。

　輝く刃を、ロゼが身を捻って避ける。

「ッ!?」

　うまく回避したものの、広がったデザインのスカートが切り裂かれてしまった。

　着地したダークエルフの女戦士が、シェラに向かって剣を突き出す。

「動くな！　動けば王女が──」

「ひっ!?」

　弓を使えば、シェラは高レベルの冒険者だ。しかし、刃物を向けられると固まってしまう。実戦経験が足りないのだ。

　人質に取られかねない状況だったが、そうなる直前にディアヴロは魔術を放っていた。

「《ライトニングバレット》ッ!!」

　光弾が、ダークエルフの戦士の脇腹をえぐる。

　革鎧よろいを易やす々やすと粉砕した。

「ぎゃっ!?」

　女戦士が口から空気を吐き出し、血液も撒まき散ちらし、吹っ飛んだ。こいつも壁板に激突する。

　魔術の追加効果が発生して、光の弾丸がはじけ、さらにダメージを与えた。

　──やばい！　死んだか!?

　咄とつ嗟さだったので、つい発生が早くて威力がある魔術を選んでしまった。高レベルの戦士のようだが、もしかして殺してしまったか？

　倒れたダークエルフの女戦士が、うめき声をもらす。

「うっ……ううぅ……」

　ホッとディアヴロは胸をなでおろした。

　表面的には真逆の態度を取る。

「ハッ！　意外としぶといではないか。クックックッ……次に吹き飛びたい奴は、どいつだ？　今度は闇属性の魔術を試してやろうか」

　マントをバサァと払った。

　ＥＸエクストラ級の装備《闇の来訪》は、敵全体へ《恐怖フイア》を付与する効果がある。

　倒した女戦士は、連中のなかでも屈指の使い手だったらしい。ダークエルフたちは露骨に怯ひるんでいた。
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　再び、ラフレイシャが声をあげる。

「争いを止やめなさい！」

　大賛成だった。

　ディアヴロは不敵な笑みを浮かべる。

「ククク……つまらんな。まぁ、よかろう。もとより、我は貴様に話があって来たのだ。己の無力を悟ったというのであれば、容赦してやらんこともない」

　ダークエルフたちも、エルフと同じく誇り高い性格なのか、ディアヴロの尊大な魔王ロールプレイに、歯ぎしりする者も少なくなかった。

　しかし、ラフレイシャが制止する。

　彼女は落ち着いていた。

　笑みさえ浮かべる。

「ふぅ……お客人の寛容に感謝させてもらいます。やたらに強い魔術師と戦うだなんて、恐ろしいこと。聞いたところ──黒森の主ぬしを一発で屠ほふったんだとか？」

「黒森の主ぬしだと？　ああ、ブラックベヒモスのことか。あの程度の雑魚に、大層な呼び名を付けるものだな」

　ダークエルフたちに動揺が広がったのがわかった。自分たちが弓を向けた相手が、予想以上の強者だと思い知ったようだ。

　ラフレイシャは報告を聞いていたから、戦いを回避しようとしたのか。

　ディアヴロの魔術を見ていながら、最初に弓を射てきた少女は、短慮と言うしかなかった。

　──組織が戦端を開くのは、おおむね二通りだからな。

　指導者が攻撃を指示オーダーした場合か、最前列の兵が我を失って攻撃してしまった場合かだ。

　ラフレイシャが感嘆の声をもらす。

「本当に魔術で倒したようですね……すさまじい……。お客人、魔王というのは、どういう意味です？」

「言葉どおりの意味だ。こちらの世界の魔王とは違うがな。我は異世界の魔王ゆえ」

「ほほほ……なるほど……興味深いこと」

　じっとり、ラフレイシャの視し線せんがディアヴロを舐なめた。品定めするような目つきだ。落ち着かない。

「フンッ……あとはこの者が話す」

　ボロが出ないうちに、後ろへ下がった。

　話の主導権を渡されたレムが、倒れている者たちに目を向ける。

「……まず、負傷された方の手当てを。此こ度たびの騒動をお詫わびします。わたしたちはダークエルフの皆さんを侮辱するつもりも傷つけるつもりもないと信じてください。そしてシェラは友人です。この地へ一人で来ようとしたわたしを案じて同行してくれました。この地の人々にとっては因縁あるエルフの王女かもしれませんが……今は、ただの心優しい付き添いなのです」

　ラフレイシャがうなずき、片手でうながす。

　ダークエルフの兵士──やはり女ばかりが来て、負傷した者たちを連れていった。それを確認してから、ラフレイシャが口を開く。

「弓放ち、剣向けては、シェラ王女の心配を杞き憂ゆうとは言えません。こちらこそ、謝らせてもらいます」

　互いに謝罪があった。

　それから、レムが本題に入る。

「……わたしは、この地に魔王の魂を取り出す儀式魔術が伝わっている、と聞き及んだのです」

　ラフレイシャが急に表情を険しくした。

「知りませぬ！」

「……それは……なにか言えない事情があるのでしょうか。でしたら先に、わたしの事情を聞いていただけますか？」

「お客人の事情を？」

　レムが自らの腹部に手を置いた。

「……わたしの中には、魔王クレブスクルムの一部が封印されているのです」

「魔王!?」

「……はい。魔王がどういう存在であるか、今さら説明する必要はないでしょう。太古の昔、神がわたしの先祖に封印し……それが母から娘へ、受け継がれてきたのです」

「そのような封印が!?」

「……いろいろあって、わたしの内側へ膨大な魔力を注いだ結果、魔王クレブスクルムは復活いたしました」

　レムの言葉に、ダークエルフたちが動揺する。先ほどディアヴロが魔王と自称したとき以上の騒がしさだった。

　ラフレイシャが大樹の根から腰を浮かす。

「ま、まさか、その復活した魔王が……」

「……いえ、ディアヴロは本当に異世界の魔王です。クレブスクルムではありません。覚醒した魔王は人ひと族ぞくと会話などしないでしょう？　文献によれば、ただ一方的に……壊し、殺すだけです」

「そう……そのはず……お客人の言うとおりです」

「……魔王クレブスクルムは、今は無害な状態です。別の形で封印されている、とお考えください」

「わかりました」

　ラフレイシャが息を吐き、腰を下ろす。

　魔王クレブスクルムを復活させるために魔力を注いだのがディアヴロだ、などとは言えなかった。どう説明しようと、行動だけ見れば人ひと族ぞくの敵だ。魔王崇拝者と決めつけられても仕方がない。自分たちには考えがあってのことだったが……

　レムは話を続ける。

　自分自身が死亡するか、魔力を注がれれば、魔王クレブスクルムの残ざん滓しは解放される。

　娘を産めば受け継がれるが、これは自分の代で終わらせたい。

　魔王の残滓だけを取り出して、消滅させたい。

　復活したクレブスクルム──クルムがビスケット大好きな幼女で、ファルトラ市で食っちゃ寝していることは、秘しておいた。

「……以上が、わたしの事情です。ダークエルフに伝わる儀式魔術が一助になるはず、と信用できる人物から聞き、こうしてお願いに参ったわけです」

「ふむ……よくわかりました。けれど、封印された魔王をどうこうする儀式魔術なんて、おいそれと〝ある〟とは言えません」

　ラフレイシャの態度は妙なものだった。

　シルヴィが首をひねる。

「ボクも詳しくは知らないけど、昔のことが関係してるのかな？」

　どういうことか、とディアヴロが問うが、「ホントに詳しくは知らないんだよ」と返された。

　これでは交渉が進まない。目を閉じて迷路を歩くようなものだ。

　レムがラフレイシャに何度か問い、ようやくダークエルフ側の事情が語られるに至った。
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　ラフレイシャが足を組む。

　ゆさり、と大きすぎる胸が揺れた。

「では、すこし昔話をさせてもらいます。先の戦争より、もっと前のこと──当時のダークエルフたちが住んでいた森に、人間ヒユーマンの王が《神しん聖せい軍ぐん》を派遣してきました」

　ディアヴロは内心で疑問符を浮かべる。

　──神聖軍？　なんだそれは？　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの設定集にすら出てこなかった名前だぞ。

　シルヴィがつぶやく。

「神聖軍とはまた、だいぶ昔の話だね。三代前のリフェリア王の時代にあった兵団の名前だよね？」

　大昔のことだから、ゲームでは語られなかったのか。

　ラフレイシャが話を続ける。

「神聖軍は魔王復活を阻止するのが目的でした……表向きは……。連中は私たちに魔王の封印を解く儀式魔術が伝わってるのを理由に、襲撃してきたのです」

　酷い話だ。

　レムやシェラだけでなく、シルヴィまで驚いていた。人ひと族ぞくの大半には知られていなかった出来事らしい。

「私らは神話の時代に託された儀式魔術を継承してただけですのに……。神しん聖せい軍ぐんによって、多くのダークエルフが殺されました。そのとき住んでた美しい森は焼き払われ、わずかに生き残った者たちは、この毒草だらけのブラックウッドに隠れたというわけです」

「そ、そんなことが……」

　レムがうめいた。

　ラフレイシャが深く沈んだ声で語る。

「神聖軍が襲撃してきたとき……エルフたちは、誰一人としてダークエルフを守ろうとはしてくれませんでした。恨んで当然ではないですか？　そのときのグリーンウッド王はつい先日、死にましたが」

　これにはシェラが息を吞のむ。

「父さんが……見捨てたの!?」

「知らなかったんですか？　まぁ、知ってたら、この場へ来るはずもないでしょうね」

「あたしは〝ダークエルフは恐い〟って教えられてただけで……」

「当然、エルフにとっては恐いでしょうとも。それほど強く恨まれることをしたわけですから」

「あ、う……」

　シェラがうつむいた。

　レムまで黙りこんでしまった。シルヴィもいつもの笑みがない。

　ロゼは無表情のままで、ひたすら周囲を警戒しているだけだった。

　ディアヴロは沈黙が苦手だ。

　話が進まない。時間の無駄だと思ってしまう。

「ふむ……つまり、その命懸けで継承してきた儀式魔術を使ってみる好機ではないか。僥ぎよう倖こうだな」

　ラフレイシャが絶句し、次の瞬間には声を大きくする。

「そんな話ではなかったでしょう!?」

　──違ったのか。

　彼女が伝えたかったことと、ディアヴロが受け取ったことは、ややズレていたらしい。

　しかし、間違えましたなどと引き下がるのは魔王らしくなかった。

　強気で押し通す。戦鎌ウオーサイズの柄頭で地面を突いた。

「貴様らは、神聖軍とエルフに恨みを抱いているのだろう!?　で？　そいつと我に、なんの関係がある？　わざわざ出向いてきてやったのだ、協力するがいい！」

「たわけ！　ものを頼む態度か!?」

　怒らせてしまったことに内心では焦りつつも、ひたすら余裕の態度を貫く。ディアヴロは薄く笑った。

「フッ……ようやく〝今〟の話になったな。では態度を改めてやろう。さすれば、協力するのだな？」

　怒気を放っていたラフレイシャだが、大勢をまとめる立場にある人物だ。冷静に考えられる度量もあった。

「それは、力尽くということか？」

　──そういう手もあるか。でもレムは嫌がりそうだな。俺も恐喝みたいなことはしたくないし。

　そうディアヴロが思案しているうちに、レムが大声で否定する。

「とんでもありません！　わたしは自分の問題を解決することが……この不安定な状態を脱することが、人ひと族ぞくのためになると信じています。しかし、そのために誰かを力で屈服させるなど、間違っていると思うのです」

　ラフレイシャが吐息をついた。

「いい心がけです……。お客人は強い魔術師よ。でも、だからといって、その力で脅そうというのなら、私は全力で抗っていました。暴力に屈するくらいなら戦いを選ぶのが、ダークエルフですから」

　その誇り高い性格のせいで神しん聖せい軍ぐんに滅ぼされかけたのだろう──というのは想像に難くなかった。

　死ぬよりは、儀式魔術を教えるほうがマシじゃないか、とも思うが……価値観は人それぞれ。種族からして違うのだし、過去の出来事も絡んでいる。

　シルヴィが納得したようにうなずいた。

「ああ、なるほどねー。そういう気性だから、神様が儀式魔術を託したのかもね」

　レムが尋ねる。

「……どうしたら、わたしに協力していただけますか？」

「そうですね──お客人は友人をお持ちです。ふつうの友人ではありませんね、なんと、エルフの王女様！　しかも父王は崩御し、兄王子も亡くなり、今や王家の血を唯一引くという」

　急に周囲の視し線せんが集まり、シェラが戸惑う。

「え？　あたし？」

「ほほほ……例えば、今は失われているダークエルフとエルフの信頼を……取り戻してくれるのなら、私とお客人は友人同士。快く協力させてもらいますよ？」

　その提案に、シェラが笑みをこぼす。

「わあっ、いいと思う！　あたしは昔のこと、よく知らないけど、仲良くするのはいいことだよね！」

「嬉うれしいこと言ってくれますなあ。では、友好の証ということで……グリーンウッドを一部だけ譲ってくれませんか？」

「ほえ？」

「昔はダークエルフも恵み豊かな森で暮らしてました。今では私たちだけ毒の森です……これで仲直りと言われても無理でしょう？　あのとき一緒に神しん聖せい軍ぐんと戦ってくれなかったこと……エルフの森を譲ってもらったら、水に流そうじゃありませんか。この村の三倍くらいの広さがあれば？」

　ラフレイシャが品定めするような視し線せんを向けてくる。

「えっと……」

　シェラが思案顔をした。

　レムとシルヴィが表情を険しくする。

　儀式魔術と引き換えに、領土を要求とは──到底、吞のめるわけがない。

　ディアヴロは戦鎌ウオーサイズを握りしめた。

　──こいつ、最初から協力などする気はないのではないか？　たとえ抵抗されようと、実力行使すべきか？

　当然、こちらの雰囲気を相手側も察している。ダークエルフの弓兵たちが緊張を高めるのがわかった。

　まさに、一触即発。

　シェラが両手を叩たたきつける。

　パァン！　と音が響いた。




「うん、いいよ！」




「ほほほ……やっぱり、譲れんと──ん？　今、なんて言いました？」

　ラフレイシャが目を丸くした。

　シェラは屈託ない笑みを浮かべている。

「だから、いいよ。この村の三倍？　よくわからないけど、それくらいの広さなら、なんとかなると思うし」

「そんな馬鹿な！　エルフだって森から溢れ、外へ出されてるほどではないの!?　譲るどころか足りないくらいでしょう!?」

「でも、ラフレイシャさんの言うことが本当なら、それくらいは当然って思うよ。毒の草しか生えてない森で暮らすのは大変なんでしょう？」

「それは……もちろん……」

「父さんが、どうしてダークエルフたちを守らなかったのかは知らないよ。あとで母さんに聞こうと思う。ただ、あたしは、エルフもダークエルフも仲良くしたほうがいいと思うんだ」

　ラフレイシャが頭を左右に振った。

「ありえない！　ありえないわ！　そ、そうよ……王女は所詮は王女、王じゃないもの。森を譲る権力なんかない。そういうことでしょう!?　あとから〝無理だった〟と反故にする気ね!?」

　むっ、とシェラが唇を尖とがらせる。

「噓うそなんか言わないよ！」

「命を懸けられますか!?　神様に誓える!?」

「もちろん！　だから、ちゃんとレムのこと、なんとかして！」

　あわててレムが割りこむ。

「な、なにを……自分がなにを言ってるか理解していますか、シェラ!?　いや、理解していません！」

「ひどいよ、レム」

「バカシェラ！　ダークエルフに森を譲るなんて、エルフたちが納得するはずありません。そんな約束に命を懸けるなんて軽々しく……」

「軽くない。軽くないよ……だって、レムはあたしが兄さんに連れて行かれたとき、命懸けで助けに来てくれた。だから、今度はあたしの番なんだよ？」

「あ、あれは……ディアヴロが……」

「うん、そうだね。もしも、ディアヴロが困ることがあったら、二人でがんばろ」

　シェラが胸の前で、ぐっと拳を握りしめた。

　レムが声を震わせる。

「……やっぱり、あなたはバカです。ディアヴロが困るような事態に、わたしたちが何かできるはずがないでしょうに」

「あはは、そうだねー」

「……本当に大丈夫なのですか、シェラ？」

「うん！　ちゃんと考えてあるから完璧だよ！」

　彼女が深くうなずいた。

　ラフレイシャが話をまとめる。

「シェラ王女が神様に誓うというのなら、信頼しますとも。森の一部と引き換えに、過去のことは忘れますし、私たちは友人ですから──豹ひよう人じん族ぞくのお客人に封じられた魔王のこと、しっかり解決させてもらいます──神様に誓って」

「約束するよ！　神様に誓って！」

　シェラが力強くうなずいた。
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　さっそく儀式魔術を行うという。

　レムだけが参加すればいいらしいが……

　シェラが立ち会いたいと希望して、付き添うことになった。

　儀式魔術を頼むからには、ラフレイシャは信用するしかない。望外な対価を約束したから、おそらく彼女は裏切らないだろう。

　しかし、他のダークエルフたちはどうだ？　絶対にレムやシェラに危害を加えないと断言できるだろうか？

　儀式魔術を受けるレムと、不意打ちに弱いシェラだけでは不安だった。

　ディアヴロは申し出る。

「俺も見届ける」

「ほほほ……私が信用できませんか？　用心深いお方ですね。でも、あまり大勢は困ります。祭壇の間は狭い場所ですから」

「わかった。ロゼ、シルヴィは馬車にいろ」

　ロゼが一瞬、つらそうな顔をしたが、深々と頭を下げた。

「御命令、承りました、マイマスター」

「うん、ボクらは外で待ってるよ。暴れないようにね、ディアヴロさん」

　二人が建物から出ていく。

　ラフレイシャに連れられて、ディアヴロとレムとシェラは奥の間へと移動した。




　大樹の裏側──

　さほど広くもない部屋だった。出入口は二つあり、ディアヴロたちが入ってきた扉と、奥にもう一つある。

　窓はなく、先ほどの場所よりも暗い。また照明として《ライト》の魔術が使われた。

　板張りの床の中央に、岩で囲まれた池がある。水の中で魚が泳いでいた。

　意外なことに、ラフレイシャの護衛は一人もついてきていない。この部屋にも誰も居なかった。

　護衛は壁の向こうか？　気配を断っているのだろうか？　察知できないのは格好悪いが……見つけた振りをして本当に居なかったら糞くそダサイ。滑稽すぎる。魔王らしい威厳を損ねず尋ねるには!?

　ディアヴロは鼻を鳴らした。

「フンッ……護衛を……どういうつもりだ、ラフレイシャとやら？」

　彼女がやわらかな笑みを浮かべる。

「ここは《清めの間》といいます。立ち入れるのは、私と儀式を受ける者だけですから、護衛は居おりません」

　やはり、居なかったのか。

「こうも簡単に信用するとは、意外だな」

「ほほほ……もう私たちは友人になったのですから」

「む……」

　ディアヴロが腑ふに落ちない顔をしていると、ラフレイシャが言葉を付け足す。

「異世界から来たお客人には、理解しがたいかもしれませんが……王族が神様に誓ったのです。それは重い。例えば金銭の授受なんぞより、ずっと重いのです」

「そういうものか」

「神の特別な加護を授かり、国を豊かにできるのが王族ですからね。そして、今回のは、どう考えてもダークエルフ側に有利な約束です。そのような提案をされた以上、他はこちらが譲らなくては、誇りも何もありませんでしょう？」

「たしかに、儀式魔術ひとつで村の三倍の広さの森とはな……」

　シェラが口を挟む。

「違うよ！　エルフとダークエルフが仲良くなるの！　そういう約束だよ」

「そうですね……まだ民たちは半信半疑ですが……再び恵み豊かな森で暮らせるようになったら……シェラ王女の約束が果たされたなら、きっと仲良くできるんじゃありませんか。暮らす場と所こも近くなりますし」

　レムが浮かない顔をしていた。

「……本当にいいのでしょうか？　わたしは、森を失うエルフ側の感情が心配です」

「大丈夫だよ」

　自信たっぷりに請け合う。いつも考えの足りないシェラの言葉なので、やや心配ではあるのだが。

　ラフレイシャがしゃがんで、池の水を掬すくう。

　匂いを嗅ぎ、次に口に含んだ。

「ん……問題ありませんね。それでは、お清めを」

「……問題とは？」

　レムが尋ねた。

「この地の湧き水は、いつもは安全なんですが、稀まれに森の毒が混じることがあります。だから匂いや味で判断するのですよ。魚を泳がせているのも、そのためです」

「……この池の水を儀式魔術で使うのですか？」

　ラフレイシャがうなずき、問いを返す。

「豹ひよう人じん族ぞくのお客人──レムさんでしたね？　貴女あなたは、私を信じられますか？」

「……難しいです。会ったばかりで、しかも過去の経緯も聞いてしまいましたから。でも、シェラが命懸けで作ってくれた機会です。わたしは、ラフレイシャ様に全て任せようと思います」

「ほほほ……賢い人ですね」

「……よろしくお願いします」

　ディアヴロは思い出す。

　──儀式魔術か。

　レムに魔力を注ぎこんだときは、それは大変なことになった。彼女のアレにアレをアレして……今回も似たような行為になるのだろうか？　この二人が、くんずほぐれつするのだろうか？

　レムも同じように考えたのか、頰ほおを染めて尋ねる。

「あ、あの……わたしの身体に触れたりするのでしょうか？」

「どうしてですか？　神様の儀式は、姿勢正しく祈りの言葉によって為されます。触れる必要はありません」

「……立っているだけですか？　言葉だけ？　触らないのですか？」

「村の東に祭壇があります。そこで陽が昇るまで祈るのです。立っててもいいですが、夜通しなので座ってたほうが楽でしょうね。まぁ、どうしても触ってほしいというのでしたら、そうしますけれど？」

「いえ！　普通でお願いします！」

「ほほほ……そうしましょう」

「ああ、よかった。いろいろと覚悟していましたが、今回は辱めを受けなくてもいいのですね」

　心から安あん堵どしたように、レムが吐息をついた。

「納得してもらえたようで、よかったです……それでは、湧き水でお清めを」

　ラフレイシャが自らの腰帯に手をかける。

　しゅる、と帯を解いた。

　布を重ねた衣服が、はらりと広がり、服のうえからでもわかるほど巨大な胸が、惜しげもなく露あらわにされる。

「ファッ!?」

　レムが妙な声をあげた。
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　裸になったラフレイシャが、レムに片手を差し伸べる。

「神様にお祈りするんですから、身体を清めるのは当然じゃありませんか」

「……そ、そうですね」

「儀式のために伝わる仕来りがありますから、私と同じようにしてもらえますか。まずは左手から」

「……脱いで？」

「同じように」

　レムがため息をつく。

「……ふぅ……わかりました」

　ディアヴロは見ないようにしておこうかと思ったが、ラフレイシャがとんでもないことを言い出した。

「《祭壇の間》に入るのなら、儀式の参加者です。神様の前に立つんですから、同じように身を清めてもらいませんと」

「ファッ!?」

　今度はディアヴロが、先ほどのレムと同じような声を出してしまった。

「ああ、そっかー」

　シェラがうなずき、躊躇ためらいもなく衣服に手をかける。するすると脱ぎはじめた。

　誇り高い性格のエルフ族だが、意外と裸には抵抗がないのだろうか。

　レムが赤面する。

「……シェラは……恥ずかしくありませんか？」

「ちょっとはね。でも命を懸けるって神様に誓っちゃったし」

「……そ、そうですね。わたしとしたことが……この魔術儀式は自分の未来と……そして、人ひと族ぞくの安寧のために必要なのです。シェラは大きな対価を約束し、命まで懸けてくれている。羞恥など感じるはずがありません！」

「あはは……水浴びみたいなもんだし」

「……そうですね。知らない人に見られているわけでもありませんからね」

　レムも脱ぎはじめた。

　ディアヴロも腹を括る。

　この状況で、自分だけが〝恥ずかしいから参加しない〟とは言い出せない。昔の自分なら身勝手に拒絶したかもしれないが……

　レムとシェラとは異世界に来てからずっと行動を共にし、仲間意識さえ芽生えていた。

「仕方ない。我も付き合ってやるとするか」

　戦力的な問題もある。レムは召喚クリスタル、シェラは弓矢がないと戦えない。装備なしでアクシデントが起きたとき、ディアヴロだけが魔術を使えるのだった。

　戦鎌ウオーサイズをポーチに収める。

　マントを外し、上も脱いだ。

　鼓動が加速する。

　女性の前で服を脱ぐなんて、やはり恥ずかしい。レムやシェラとは一緒に風呂に入った仲だが、慣れるものではなかった。

　──なにより、平常心でないことがバレたら恥ずかしい！

　こんなときは数学だ！　数字で思考を埋め、血液を下半身から脳へと集中させるのだ。

　円周率、３・１４１５９２６５３５８９７９３２３８４６２６４３３８３２７９５０２８８４１９……

「うっ……次、なんだったか……７？　１か？」

「……どうしたのですか、ディアヴロ？」

「早く水浴びしよ！」

　シェラが腕を摑つかんできた。

　裸で。

　さして興味もないのに中学時代に覚えた数字の羅列など、やわらかな素肌の感触と、視し覚かくを埋め尽くす肌色の前に、エクスプロージョンを叩たたきこまれたスライムのように消し飛んだ。

　あわわ。

　レムがベルトに手を伸ばしてくる。

「……参加するなら急いでくださいディアヴロ。高度な儀式魔術には月と星の位置が重要です」

　言いながら、手際よくベルトを外してしまった。

　ズボンに手をかけ、思い切り下げる。

「ッ!?」

　レムが呼吸さえ止めた。目を丸くする。そして顔を真っ赤にし、慌てて飛びのいた。

　──下着も一緒に下ろされてるー!?

　諸出しだった。

　パーフェクトキャストオフである。

　背を向けたレムが、早口で言う。

「すすすみません、ディアヴロ！　と、とにかく……急いでください！」

「うううむ」

　結局、レムに脱がされ、シェラに手を引かれ、ディアヴロは池の前に立った。全裸で！

　気温は高めで、密室なので寒くはない。

　むしろ汗が止まらなかった。

　右にレム、左にシェラがいて、正面にはラフレイシャがいる。小、大、極大である。

「ほほほ……意外と初々しいこと。他種族なんですから、気にするもんでもないでしょうに？」

「貴様こそ余計なことは気にせず、儀式に集中するがいい」

　照れ隠しで威圧してみたが、全裸ではいまいち迫力がなかった。

　レベル１５０の筋骨隆々で引き締まった肉体なのが救いか。

　ラフレイシャがしゃがみ、右手を池に沈める。

「それでは、私と同じようにしてもらえますか？」

「……わかりました」

「うん！」

　レムとシェラもしゃがんだ。ディアヴロも彼女に倣って右手を伸ばした。

　さすがに湧き水は冷たい。

　いきなり脱がされたのは驚いたが、身体を清める行為は普通だった。手足を濡ぬらし、胴体の汗を流し、顔を洗う。

　それだけで終わっていれば、さほど問題はなかったのだが……
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　濡ぬれた髪から雫しずくが落ちる。

　ラフレイシャが入ってきたのとは別の、奥にある扉へとうながした。




「それでは、祭壇に向かいましょう」




　レムが二度ほど瞬まばたきして、確かめるように尋ねる。

「……あ、あの……服は？」

「ほほほ……なにを言ってるんですか？　せっかく清めたのに、また不浄な布を身に着けては意味がありません」

　ラフレイシャが扉を開く。

　風が入ってくる。

　外だった。

　ダークエルフの村だ。

　城の裏手だから、馬車で来た方角とは違うが、似たような造りの建物が、いくつも並んでいる。

　もう空は茜あかね色いろになっているが、まだ充分に明るかった。

　竈かまどでは夕飯の支度をしているし、薪まきを割ったり、弓の手入れをしているダークエルフの女たちがいる。

「……このなかを……歩いて？」

　レムが乾いた声をあげた。

　ラフレイシャが先頭を切って外へと出て行く。

「急ぎましょう、この儀式魔術は陽が沈む前に始めないといけませんから」

「……あ……う」

　レムが顔だけでなく、首筋まで真っ赤に染めた。

　さすがのシェラも羞恥に目をぐるぐるさせている。

「ふわー!?　はだかのまま行くの!?」

「なんでしたら、やっぱり、レムさんだけ来てもらっても、かまいやしませんよ？」

　涼しい顔をしてラフレイシャが振り返った。この場で身を清めて、祭壇まで歩くのは習慣らしいから、彼女は慣れているのだろう。

　レムが絞り出すような声で尋ねる。

「……こ、この村には……ダークエルフの女性しか、いないのですよね!?」

「ええ、もちろんです。男児は弓を持てる歳頃になると、見習いとして父や兄が連れていってしまいますから」

「……そうですか」

　レムが意を決して外に出る。

　すぐ近くに、枝の束を担いだダークエルフの女性がいた。

「ひゃっ!?」

　いくら習慣になっているとはいえ、やはり道端で全裸だと驚かれるか。

　その女性は一行の姿を見て、儀式魔術のためだと理解したらしく、一礼してから道を譲った。

　堂々とラフレイシャが歩きだす。

　真っ赤になったレムとシェラが続いた。

　──酷いことになったな！

　今さら引き返せないから、ディアヴロも足を前へと進めた。

　村の女性が枝の束を落とし、ガシャンバラバラ、と音があがる。

「ヒッ!?」

　彼女は小さな悲鳴をあげ、よろめいた。その視し線せんは、どう考えてもディアヴロの一点へと注がれている。

　──角かな!?　頭の角かな!?

　ディアヴロは《歪ゆがんだ王冠》だけは装備していた。こればかりは、なにがあろうと外せない。今になって〝実は取れるんだよ〟などと言えるわけがなかった。

　ＨＰ生命力自動回復という高性能な防具なのだが〝悪魔の角が生えているように見える〟という効果もある。

　人ひと族ぞくにはない特徴なので、驚かれるのは仕方がないことだった。

　ダークエルフの女性の視線が、わりと下へと向いているような気もするが……きっと気のせいだ。

　村人たちが何事かと顔を向けてくる。

「あらあら!?」「まぁ！」「キャー♡」

　祭壇に向かう列ということで、多くの住民たちは礼儀正しく膝をついて見送ってくれた。

　しかし、なかには凝視してくる女性もいる。

　ただでさえ注目を浴びるのは苦手なのに、見知らぬ女性たちに全裸を晒さらすなど、正気を保つのが大変だった。

　ふと前を見ると、レムが異常なほど汗をかいている。

「ハァ……ハァ……ハァ……」

「おい、大丈夫なのか？」

「……え？　なんですか、ディアヴロ？　なにか問題でも？　わたしは、もちろん、だいじょうぶです」

　彼女は呼吸を荒くしつつ、そう答えた。

　マラソンでもしているかのように汗が噴き出し、火照った肌のうえを流れる。太股の内側を透明な雫しずくが伝い落ちていく。

　膝が震えていた。

　ぶつぶつと何かをつぶやいている。

「……み、見られてる……わたし……裸で……人前に……こんな……こんなの……」

　本人の主張とは裏腹に、まったく大丈夫に見えなかった。

　隣を歩いているシェラも、レムの様子を気遣う。

「どうしたの？　お腹でも痛いとか？」

「へ、へいき……です」

　そうは言うが、レムは明らかに膝に力が入っていない様子だった。よたよたしている。

「……ああ……見てる。あの人、わたしの……こと……じっ、と……見て……こんな、は、恥ずかしい」

　レムが下草に足を取られ、転びそうになる。

　ディアヴロは手を伸ばした。

「気をつけろ！」

　彼女の肩を摑つかむ。

　その瞬間、レムが甲高い声をあげる。

「ひあっ!!」

「お、おい……？」

　ビクビクッ！　と感電でもしたかのようにレムが身体を震わせる。

「ふんんんんんんううぅぅぅぅぅ……ッ!!」

　──これって、もしかして？

　ディアヴロは腕を摑んだまま固まってしまった。

　彼女から、こぼれ落ちる雫の量が増える。

「あ……ぐ……ふぅ、ふぅ……ディアヴロ……き、急に……はぁ……さわらないで……もらえますか？」

　レムが涙さえ浮かべていた。

　その様子に気圧されつつ、言葉だけは返しておく。

「な、ならば、しゃんとして歩くがいい」

「はふぅ……わたしは……へいき、ですとも……そう……おかしくなんて……なってませんよ」

　全身を紅潮させ、またレムが歩きだす。

　シェラまで顔を真っ赤にしていた。

「はふぅ～」
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「お前まで、おかしくなってくれるなよ、シェラ？」

　ディアヴロは気を配りながら、すぐ後ろを歩く。

　人の性質は様々だ。

　レムは裸で道を歩くことが、普通の人よりも苦手というか……

　ちょっと妙な感じになってしまうみたいだなぁ──と、地面に点々と落ちる液体を踏みながら、深しん淵えんに思いを馳はせるのだった。




　村の東端に到着する。

　高床の建物で、穀物倉として使われているらしい。ハシゴで上った二階が《祭壇の間》だった。

　紫色の絨じゆう毯たんが敷かれて、謎の祭具がいくつも並んでいる。

　部屋の奥には古びた銀の聖印シンボルが置いてあった。

　汗やら涙やら他にも、いろいろ大変なことになっているレムだったが……

「はぁ……はぁ……」

「それでは、レムさんは魔術陣の中央に。シェラ王女とディアヴロさんは後ろに座ってもらえますか？　居眠りだけはしないように」

「もちろん……だいじょうぶ、です」

　レムが深呼吸した。

　ラフレイシャが聖印シンボルに向かって祈りを捧ささげはじめる。神々しさを感じるものの、つまりは聖せい典てんの朗読だ。五分くらいで退屈してきた。

　シェラがうめく。

「これ、朝までつづくの、ディアヴロ？」

「そのようだな。寝るのではないぞ」

「おなかへったかも」

「耐えろ」

「お、おしっこ」

「ッ!?」

　大変なことになったぞ、とディアヴロとシェラは青ざめる。

　いろいろ起きたものの……




　儀式魔術はつつがなく執り行われた。





第四章　里帰りしてみる




　翌々日──

　儀式魔術が終わったあとは、爆睡したため、出発は次の朝になった。

　今はシルヴィが手綱を握っており、御者台の隣には道案内としてシェラが座っている。

　馬車はブラックウッドを後にし、エルフの宗主国がある森──グリーンウッドを目指していた。

　一番前の御者台を含めて三列ある長ベ椅ン子チの二列目にディアヴロは座っている。

　隣にレムがいた。

　ただ祈りを聞いているだけの儀式魔術だったが、当人はＨＰ生命力もＭＰ精神力も消耗したようで、まだ気怠げだ。

　手には、魔力を帯びた球体があった。ガラス玉のように透明で、内側に黒色の炎が揺れている。

「…………」

　魔王クレブスクルムの残ざん滓しを封印した宝珠《神しん結けつ晶しよう》だった。

　昨日から、レムは何度も眺めている。

　儀式魔術のあと、ディアヴロは彼女に触れて魔力を探ってみたが、たしかに魔王の残ざん滓しは消えていた。

　神結晶へ封印を移すことができたらしい。

　かつては豹ひよう人じん族ぞくの女性に封じるしかなかったのに……魔王の残滓だからなのか、魔術が研究された結果なのか、神の力が強まったのか。

　理屈はわからなかった。ディアヴロは極大魔術さえ使うことができるが、それらはゲームでレベルアップした結果だ。魔術についての体系的な知識は持っていなかった。

　後ろの席から、女性の声があがる。

「ほほほ……心配なさらずとも、儀式魔術は完璧でした。信用してもらって大丈夫ですよ？」

　おだやかに笑いながら言ったのは、ラフレイシャだった。ロゼの隣、三列目の長椅子に座っている。

　まさか同行するとは──森の一部を譲る、という約束を守ってもらうため、ついてきたのだった。意外にも単身で。

　レムは手元に視し線せんを落としたままつぶやく。

「……疑うたがっても、心配してもいません……ただ〝終わったのだ〟ということが、まだ実感できていないだけです。わたしの家系はこれに人生を支配されてきましたから」

「なるほど。でも神結晶を持っていたら、本当の意味で解放されないのと違いますか？　ダークエルフの里で預かることもできましたのに」

「……ありがたい申し出ですが、残滓といえど魔王……誰かに委ねるより、自分の手元にあるほうが安心できます。わたしの傍には、ディアヴロがいますからね」

　レムに視線を向けられた。

　その信頼に、思わず照れてしまいそうになり、視線を逸らす。

「まぁ、クレブスクルムが完全に復活したとしても、我の相手にはならんだろうがな」

「ふふ……そうかもしれませんね。ディアヴロのおかげで……いえ、シェラや、みんなの手助けもあってのことですが……わたしは救われました。とても感謝しています……本当に、ありがとう」

　レムが身体を寄せてくる。

　とん、とディアヴロの二の腕に、彼女の頭が触れた。

　ヒョウミミのせいで、まるで猫が頭を擦り寄せてきて甘えているように感じる。つい、頭を撫なでてしまった。

　細くてやわらかなレムの髪の触りごこちは、とても気持ちいい。

　レムは嫌がることもなく、むしろ脱力し、さらに身体の密着度が上がった。

「……ん」

　目を閉じて身を委ねてくる。

　前の座席に座っているシェラとシルヴィが振り返り、嬉うれしそうな笑みをこぼした。

　ラフレイシャが小さな竪琴ハープを取り出す。

　ぽろん……ぽろろん……とやわらかい音を奏でた。

　優しい世界。

　ずっと、こんな穏やかな時間が続けばいいのに、とディアヴロは思う。

　唯一ロゼだけは、魔力が切れたかのように無表情な石像と化して黙りこくっていたが。




　昼──

　とある村についた。なんの変哲もない人間ヒユーマンの村だ。豹ひよう人じん族ぞくやグラスウォーカーの姿もあった。

　シルヴィが説明する。

「みんな、荷物を持って降りて。この村に馬車を預けたあと、森の中を歩くよ。ブラックウッドじゃないから毒草は多くないと思うけど、野獣には気をつけてね」

　グリーンウッド王国までは馬車が入れないらしい。最寄りであるこの村からは徒歩だった。

　荷物を降ろしたところで──シルヴィが話しかけてくる。

「ディアヴロさん、ちょっといいかな？」

「どうした？」

「ボク、一足先にファルトラ市に戻ろうと思うんだ。セレスさんの依頼クエストは達成できたし、レムさんの問題も解決したようだしね」

「お前は何もしていないがな」

「あはは……痛いとこ突くなぁ。まぁ、そのとおりだよ……このパーティーならボクがいなくても大丈夫だ。それより、ファルトラ市を長く空けたくないんだよね」

「ふむ」

　覚醒した魔王の手勢が、侵攻してくる可能性がある。

　領主の軍隊が駐留しているものの、冒険者たちの戦力も重要だ。協会ギルド会長マスターのシルヴィはまとめ役だった。

「そんで、むしろこっちが本題なんだけど──グリーンウッド王国のことが終わったら、ディアヴロさんもファルトラ市に戻ってきてくれないかな？」

「まぁ、戻るつもりではあるが」

　ファルトラ市に残したクルムのこともある。自分が言いださなくても、レムやシェラが戻りたがるだろうと思われた。

　シルヴィが表情を緩める。

「よかった！　今や、このパーティーが要衝の防衛戦に参加できるかどうかは、人ひと族ぞくの存亡を左右すると言っても過言じゃないからね」

「べつに、人ひと族ぞくのためではない。使い慣れた宿があるから、戻る。それだけのことだ」

「ふふ……《安心亭》のメイちゃんが聞いたら喜ぶね。じゃあ、ボクは行くよ！」

　シルヴィはシェラに励ましの言葉を伝え、レムやロゼにも挨拶する。ラフレイシャとも少し話したあと、パーティーから離れていった。

　別れは、寂しいものだ。

　けれども予定どおり事が進めば、そう日を置かず、ファルトラ市で再会するだろう。

　彼女の言うとおり、いずれ魔王軍は侵攻してくるはず。ディアヴロたちも防衛戦に参加する必要がありそうだった。

　──魔王討伐か。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの期間限定イベントを思い出す。

　全プレイヤーによる魔王の討伐回数によって総ゲージが減少していき、期間内に削りきることができれば勝利だった。

　しかし一番最初の魔王討伐イベントは、プレイヤーの攻略速度が運営の予想を大幅に超え、二週間もあったのに半日で倒してしまい……翌日、強くなって復活したのだった。懐かしい。

　ロゼが尋ねてくる。

「なにか気になることがございましたか、マスター？」

「いや……俺もお前も、元々はこの異世界の存在ではなかった。レムとシェラにより召喚されたわけだが……あの二人に、《魔王の迷宮》まで呼び寄せるほどの力があったとは思えない」

「おっしゃるとおりかと」

「なにか、超越的な存在の力が働いたのではないか。そいつが何者かはわからないが……目的はこれかもしれない、と思ってな」

「これ、ですか？」

「覚醒した魔王から人ひと族ぞくを守る──シルヴィも言っていたように、今のリフェリア王国の戦力では、分が悪いだろう。しかし、このディアヴロとロゼが加わり……それに我が宝物庫の装備を使えば、戦力は拮きつ抗こう……いや、おそらく逆転する」

「おっしゃるとおりです。たとえ覚醒した魔王が相手であろうと、マスターが後れを取るわけがありません」

　──そう簡単な敵ではないだろうなぁ。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで単ソ独ロで魔王を倒せたのは、かなりの幸運も手伝った。

　ファルトラ市で戦ったクレブスクルムは、完全には覚醒していなかった。

　この異世界で、万全な魔王と戦ったことはない。慢心は禁物だ。

　しかし、ディアヴロは鷹おう揚ようにうなずく。

「当然だな。我こそが真の魔王だ」

「はい！」

　ロゼが輝くような瞳で見つめていた。
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　森の中を進む。

　ファルトラ市近郊の森に比べると、ずっと密度が高くて見通しが悪かった。膝の高さまで下草があり、地面が見えないせいで、土の凹凸に足を取られそうになる。

　先頭を行くのはシェラだった。そのあとをディアヴロとレムが追い、ラフレイシャが続く。最後にロゼがついてきていた。

　今のパーティーメンバーは、この五人だ。

　シェラが振り返る。

「ねーねー、夜になっちゃうよ？」

「……深い森なのですから、エルフのように歩くことはできません」

　レムが反論した。

「けっこう歩きやすいとこ選んでるんだけどなー」

「……くっ……平原なら一瞬で置き去りにしてやるのですが」

　置き去りにしてはマズイだろう。

　ディアヴロは心配になる。

「けっこう歩いているが、方角は合っているのか？」

「このへんは、もうお庭みたいなもんだよー」

　庭と言うだけあって、シェラは後ろを向いたまま、すいすいと進んでいく。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、平地だろうと森だろうと同じモーションで走ることができた。

　現実には、半分以下の速度まで落ちている。

　レベル１５０冒険者の肉体だからいいが、素の自分だったら足が動かなくなっているだろう。それほどキツかった。

　──ん？　待てよ？

　ゲームでは簡単にできていたことだ。

　意識すると難儀だが……

　ポーション造りを思い出す。他のことに集中すると、手が《熟練調合師》になり、一瞬で仕事をしてくれた。

　あのときは、前まえ屈かがみになったシェラの胸に意識を向け、成功している。

　今、シェラは数歩ぶん先行しており、容姿を眺めるのは難しかった。隣にレムがいるから意識を向けてみるか？

　そう考えていたら、後ろから声をかけられた。

「おふた方とも、その先は段差になってるようですから、お気をつけて」

「うむ」

　ディアヴロは後ろを振り返る。

　ダークエルフのラフレイシャがすぐ後ろを歩いていた。さすがは森で暮らしている種族だけあって余裕がある。

　そして、ずどおんと巨大な胸の双球が、突き出していた。

　一歩ごとに、ぐわらん、ぐわらんと魔王級に巨大なふくらみが揺れている。

　──すげえッ!!

　思わず見とれてしまった。その瞬間、足元から意識が逸れる。予想通り、ディアヴロはエルフ顔負けの足運びと体たい捌さばきで森を歩きはじめた。

　しかし、それを自覚すると歩くことに意識が戻ってしまうわけで、途端に転びそうになる。

「意外と難しいな」

「あら、なにかご用でも？」

「そうではないが……」

「ほほほ……そう見つめられましたら、なんだか恥ずかしくなりますよ？　あ、もしかして……」

「うっ!?」

　ラフレイシャの魔乳を凝ぎよう視ししていたことがバレたかと思って焦る。

「ディアヴロさん、エルフの歩法を真似ようと？　今さっきの動きは、なんだか良い感じでしたね」

「そ、そうか」

　ラフレイシャが横にならぶ。

　手が届きそうな位置で見ると、それはもう大変な迫力だった。

　どたぷん、どたぷん。

　しかも一度は裸を見ているものだから、布を重ねた服の下を想像できてしまう。ディアヴロの心拍数が急上昇した。

　彼女が丁寧に説明してくれる。

「下草といってもいろいろで、葉の向きや太さ長さから、生えてる地面の位置や角度がわかります」

「あ……うむ……」

「膝を上げると遅いし疲れますから、葉の間に爪先を通しまして──あら、教えなくても、上手いこと歩けてますね。さすがです」

「ん？　お、おう……当然だな！　我は魔王だからな！」

　ラフレイシャの教えを参考に、レムも足を速める。ロゼはエルフほどではないが、安定した歩調でついてきていた。

　ペースアップしたが、それでもシェラの姿が木々の間へと消えてしまう。あちらが速すぎるのだ。

　──仕方ないか。

　父親の訃報を聞いて熱を出したくらいだ。本当はブラックウッドなど寄らず、まっすぐ祖国に戻ってきたかったことだろう。

　レムが顔をしかめた。

「……気持ちはわかりますが、はぐれると困ります。呼び戻しますか」

「グリーンウッド王国まででしたら、私もわかりますから」

「そうなのですか……助かります」

「この調子なら、半刻ほどですねえ」

「……うっ……一時間ですか」

　レムが天を仰ぐ。

　ディアヴロはコツを摑つかんできた。森を歩くコツとは言い難いが……揺れる魔乳をチラ見しては脳裏に焼きつけ、思い出して楽しむ。高度なテクニックにより見ていることを悟らせずに、足運びから意識を逸らすことができるようになった。

　またひとつ、この異世界の壁を越えてしまったかな、と思う。




「きゃああああああ～～～～～～～～～～～～!!」




　前方から悲鳴が聞こえた。

「シェラ!?」

　ディアヴロの意識が、完全に歩き方から離れた。歩きにくいなどという情報が頭から吹っ飛び、まるで平地を駆けるがごとく加速する。

　木々の間を風のように抜け、悲鳴のあがった場所へと辿たどり着いた。





†






　居ない!?

「どういうことだ、シェラは……!?」

「ディ、ディアヴロォ～」

　声が降ってきた。

　見上げる。

　蔓つる草くさのようなものがシェラの身体に絡みつき、相当な高さまで持ち上げていた。

　手足を拘束されて、胴体の起伏を確かめるように這はっている。外見こそ蔓草だが、動きは蛇に似ていた。

　覆い茂った枝葉を背にして、蠢うごめく物体に気づく。

　緑色の球体だった。

　人が入れそうな大きさがある。

　球体からは植物の蔓草に似た触手が生え、それを伸ばして立ち木に摑つかまり、シェラを捕らえていた。

　表面が裂けて開く。目だった。巨大な目が、ディアヴロを睨にらみつけてくる。

「《ナッパー》か！」

　野獣に分類される植物型モンスターだ。

　剣が届きにくく、魔術に耐性が高い。頭上の葉に隠れて、触手で不意打ちしてくる。

　矢を使えば撃破は簡単だが……

　肝心の弓使いであるシェラが拘束されていた。

　ディアヴロは舌打ちする。

「レベル50程度のヤツに、後れを取りおって」

　いくらＰＯＷ抵抗が高いといっても、高火力の魔術を叩たたきこめば関係ない。ただし、シェラが盾にされているから、巻きこまないようにしないと。

　後ろから足音が近づいてくる。

　レムとロゼとラフレイシャだろう。

　──この状況なら、ロゼに任せたほうがいいか？

　彼女なら10メートル程度の跳躍は可能だし、物理防御の薄いモンスターなど豆腐のように切断できる。

　ところが、ナッパーがゲームとは違った行動を取った。

　周囲の立ち木へと伸ばした触手を使い、なんと逃げ出したのだ。しかも、シェラを捕らえたまま。

「きゃあぁ────ングッ!?」

　悲鳴をあげた彼女の口に、やや太めの触手が捻ねじ込こまれた。

　このままだと、攫さらわれてしまう！

　ディアヴロは地面を蹴って追いかける。レムたちを待つ暇はなかった。

　──こんな行動は、ＭＭＯＲＰＧに実装されなくて当然だ。パーティーメンバーを攫さらって逃げるなんて！

　即死なら（この異世界に存在するとは聞かないが）蘇そ生せい魔術がある。石化や麻ま痺ひなら解除ができる。

　しかし、攫われてしまったら、冒険が続けられない。ゲームとして破綻している。

「くっ……しかも、速いだと!?」

　数本の触手を立ち木に伸ばして巻きつけ、自身を引き寄せる。それを繰り返しているだけだが、ディアヴロが全力で走るのと大差ないほど速かった。

　ここが視し界かいの悪い森でなく、シェラに当ててしまう心配もなければ、すぐ魔術を叩たたきこんで終わらせているのだが……あるいは、加速ヘイスト系の魔術が使えれば、一瞬で片付くだろう。

　しかし、ディアヴロは《魔王の指輪》を装備している。これは自分自身への付与魔術エンチヤントも反射無効化してしまうのだった。

　シェラが身をよじる。

「ん……う……ッ」

　塞がれた口から、うめき声をもらした。

　胴体に這はっていた触手が、とうとう服の内側にまで入ってきてしまう。

　着ているのはエルフの民族衣装だが、シェラは胸が大きすぎるせいで普段から窮屈にしている。そこへ太い触手まで入ったものだから、とうとう結び紐ひもが切れてしまった。

　ブツッ、と音がして胸がはだける。

「んんん～～～～～ッ!?」

　ふくらみが露あらわになってしまった。

　シェラはどうにか背負った矢に手を伸ばそうとするが……エルフの森に棲すむモンスターだけあって、弓矢が武器であることを理解していた。矢筒ごと捨てられてしまう。

　巨大な目玉が、シェラの身体を眺めた。

　エルフにはない特徴に関心を持ったらしく、モンスターの思考などわからないが、何本もの触手が胸元へと集まってくる。

　手で隠したいが、触手に摑つかまれたままで、それはできなかった。

「ううぅ……!?」

　蔓つる草くさに似た触手の先は、毛筆のように細くなっている。そいつで肌を撫なでるように触れてきた。

「ふぁんッ!?」

　微妙な場所への微妙な刺激に、シェラは甘い声をもらしてしまう。

　触手は脇をくすぐるように触り、左右のふくらみを一周した。もう一周。触れられないせいで逆に先端が敏感になってしまう。その山頂へ、何本もの触手が登ってくる。

　じわじわと煽あおられ、このまま触れられたらどうなってしまうのだろう──とシェラは不安感と、あろうことか好奇心を抱いてしまった。

　しかし、あと指一本ぶんもない位置で、触手が登山をやめてしまう。

「う……う……う……？」

　触れられなかった安あん堵どと、モンスターの不可解な行動への恐怖と、先端のうずきと……複数の感情感覚が胸中で渦を巻いた。

　そして、相手の関心が他の場所へ移ったことに気づく。

　胸を刺激していたのよりも多くの触手が、下半身へと集まってきていた。

　太ももにぐるぐると巻きついてきて、やがて付け根へと迫る。

　膝の裏がこすれ、痺しびれるような刺激が走った。

「はんぅ……ッ」

　口に触手がはいっていなければ、もっと大きな声を出してしまったかもしれない。その内側に入っている太い触手も、先端は細くなっており、シェラの口内を探索するように動き回る。

　歯茎をなでられ、舌に巻きつかれ、喉の奥へと進んできた。

　そして、下半身のほうは、下着の中にまで触手が入り込んできて──

　声を出せぬシェラだったが懸命に叫ぼうとする。

　──そこは、ダメェェェ!!

　思わず目尻に涙が浮かんだ。

　透明な雫しずくがこぼれる。

　追いかけているディアヴロが切れた。




「《ヘブンズフォール》ッ!!」




　空から巨大な岩が、無数に降ってくる。

　レベル１００の攻撃魔術を魔ま杖じよう《トネールアンペラール》により多重化し、一帯に巨岩を落とした。

　ただし、攻撃範囲にナッパーは含めない。

　モンスターの周辺の立ち木をことごとく粉砕した。

　ディアヴロは敵を睨にらみつける。

「好き勝手やってくれたな、雑魚の分際で」

　ゲームでは魔術で地形が変わったように見えても演出だけだ。しかし、この異世界では違う。

　敵が立ち木を利用して逃げるならば、それを粉砕してしまうだけのこと。

　彼我の戦力差を悟ったナッパーが、シェラを盾にする。

　地面に倒れている木々の間に触手を忍ばせ、魔術の範囲外にあった立ち木へと伸ばしていくが……

　ディアヴロには全ての動きが把握できていた。

「その下らんモノを全て粉砕してくれる！　《ライトニングアロー》ッ!!」

　輝く光弾が何発も飛んでいく。

　シェラに当たらないよう正面を避けて回りこませ、触手の根元へ的確に命中させた。

　捕らえていた触手が緩み、彼女が落ちる。

「ひゃっ!?」

　この程度のモンスターに摑つかまったのは大失敗だったが、シェラの基本的な能力は高い。身を翻して、うまく着地した。

　もう気にする必要はない。

　ディアヴロは思い切り魔術を叩たたきこむ。

「貴様も縛りつけられてみるがいい──《デモンスクイズ》ッ!!」

　モンスターの球体を、黒い蔦つたが覆う。

　１２０レベル闇属性で、《ダークプレス》の最上位版だった。黒い蔦に囚われた者を締めあげていく。

　効果中は《拘束バインド》状態にし、圧力によって徐々にダメージを与える。

　しかし、すでにダメージが入っているレベル50のモンスターに、それほどの攻撃魔術が必要なわけがなかった。

　圧力がかかりはじめた途端に、パァン！　とナッパーが破裂する。

　ゲームなら戦闘終了のファンファーレが鳴るところだった。

　代わりにはならないが、半泣きになったシェラが、こちらへ駆けてくる。

「わぁぁぁん、ディアヴローッ!!」

「馬鹿者め、油断しすぎだ。シルヴィにも言われただろうに」

「ごめーん!!」

「って……待つのだ、シェラ、お前！」

　胸をはだけたままの格好で抱きつかれ、ディアヴロは《拘束バインド》状態のように固まってしまう。

「……あ……う」

「はうぅぅ、ディアヴロォ～。こわかったー」

「ああ、その……ケガはないか？」

「へいき。でも、びっくりしたぁ。モンスターのお嫁さんにされちゃうとこだったかも」

「冗談ではない」

「えへへ……いつも、ありがと」

　ぎゅうと抱きしめられる。

　こういうときは抱きしめ返すべきか？　しかし裸のようなものだし……と手をシェラの肩のうえで浮かせてしまうディアヴロだった。
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「あ、見えた！　あれだよ！　あれがグリーンウッド王国だよ！」

　シェラが弾んだ声をあげる。

　立ち木に国旗が結ばれていた。

　とくに建物などは見えないものの、どうやら本当に到着したようだ。戦闘から二時間は経っていた。

　当然、もうシェラは衣服を整えている。冒険者は服の補修道具くらい持ち歩いているものだ。

「やれやれだな……森で迷いすぎだ」

「仕方ないよー。この辺の森は覚えてるけど、ディアヴロがめちゃめちゃにしちゃったんだから」

　ナッパーに連れまわされたのと、《ヘブンズフォール》により木々を粉砕したせいで、現在地を把握するまでに、しばらく歩き回ってしまった。

　しかも、レムたちとの合流もできていない。ディアヴロとシェラの二人だけで、グリーンウッド王国へ来たのだった。

「レムたち大丈夫かなー？」

「問題なかろう。ラフレイシャが〝わかる〟と言っていた。先に到着しているかもしれんぞ」

「そうだねー」

　ふと、シェラが視し線せんを上へと投げる。

「あ……誰か来る？」

「む？」

　また敵か──とディアヴロは身構えた。

　ほどなく、立ち木の枝から、何者かが飛び降りてくる。

　エルフだった。

　数は六人ほどだ。

　前に交戦したことのあるエルフの精鋭か。全員が弓を背負い、緑色のタイトな衣服を着ていた。あまりに端正な顔立ちなので少女かと見み紛まごうほどだったが、どいつも男なのだろう。

「えっ……!?　まさか、シェラ様なのですか!?」

　先頭の青年が驚きよう愕がくの声をあげた。

　シェラが両手を左右に振る。

「わわー、みんな、ひさしぶりー」

　あまりに軽い、王位継承者の帰還だった。

　エルフの青年が膝をつく。

「シェラ様！　よくぞ、お戻りになってくださいましたッ!!」

「うん。なんか大変だったみたいで……遅くなっちゃって、ごめんね」

「滅相もありません！」

「この人は、ディアヴロ」

「存じております。自分たちは、ファルトラの湖東で交戦したことがありますので」

「あ、そっか」

　彼女がキイラ王子に連れていかれてしまったときだ。このエルフたちは護衛部隊に所属していたらしい。シェラは囚われていたから、戦いを見ていなかった。

　実力と立場を理解されているのは、面倒がなくていい。

　青年が改めて言う。

「その節は、シェラ様を護ってくださり、ありがとうございました」

「礼を言うことか？　キイラ王子からシェラを奪った、と思われていそうだがな？」

「王子の行いについて私の立場で言えることはありません。しかし、そのあと──ファルトラ領主から、シェラ様と我々を救ってくださったこと。感謝の念に堪えません」

「フンッ……あれはガルフォードが挑んできたから蹴散らしたまでだ。誰であろうと我に逆らう者は容赦せん」

　シェラが「照れてるんだよ」と余計な言葉を添えた。

　一時間後──

　精鋭たちに先導され、グリーンウッド王国へと足を踏み入れる。

「おお……」

　思わずディアヴロは感嘆の声をもらす。それほど見事だった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのグラフィックも素晴らしかったが、やはり実際に目にすると感動的だ。

　森のなかに他を圧倒する巨大な木が何本もあり、その周囲に足場が組まれていた。無数にある太い枝が部屋のように使われ、エルフたちが葉を絨じゆう毯たんに暮らしている。

　楽器を奏でたり、本を読んだり、語らったり……

　空腹のときは手を伸ばすと、そこに木の実が生っている。彼らは果実を主食としていた。

　たまに趣味で狩りをしてきた者が、肉を振る舞うこともあるが、むしろ動物の骨で作られた芸術品が持もて囃はやされるらしい。

　完全なる楽園だった。

　シェラがエルフの国を眺めてつぶやく。

「みんな、落ちこんでるみたいね」

　──え？　これで？

　ディアヴロには優雅なニート生活にしか見えないのだが。

　エルフの精鋭たちがうなずいた。

「はい……陛下が崩御され、花は色を、楽器は音を、蝶ちようは羽を失ったかのようです。けれども、シェラ様が戻ってくださって、みなが元気を取り戻すでしょう」

「だといいけど」

「また冒険に出られるのですか？」

「うん！」

　言いにくいことを、さらっと言ってのけるシェラだった。

　精鋭たちが声を詰まらせる。

「そ、その件については、後ほど……今は王妃の元へ」

「母さん、元気？」

「陛下の崩御で、最も気落ちなされているのは王妃です。どうか元気づけてあげてください」

「そっかー」

　それから、レムたちについて質問した。見張りのエルフにも確認したが、まだ到着していないようだ。森で迷っているようだから捜してほしい──とシェラが頼んだ。

　ラフレイシャが案内できるという話だったのに、トラブルがあったのだろうか？　気になるところだが……

　捜索は森に精通したエルフたちに任せ、まず王妃に会うことにした。

　シェラがひときわ背の高い大樹へと向かう。

　ディアヴロも進もうとする。

　ところが、王の居室を守る番兵たちが道を塞いできた。

「待たれよ。ここから先はエルフだけしか踏み入ってはならない──そう神話の時代に、神が定めた掟おきてがあるのです」

「ああ、そういえば、そんな設定だったな。力試しがあるのだろう？　国一番の弓使いとだったか」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのメインストーリーだ。

　力試しに勝ったところで、魔族に王女が攫さらわれ、救出クエストが発生した。魔族といっても下っ端だが。

　エルフの番兵たちが怯ひるんだ。こいつらもディアヴロの実力は知っているようだ。

「い、いや、力試しなどは……」

「ならば我の邪魔をするな、ただの付き添いだ。貴様らが下らん真似をしたら、この地が焦土と化すかもしれんがな！」

「ううぅ……」

　彼らの顔に恐怖の色が浮かぶ。

　──これだ！　これが、魔王ロールプレイに対する正しい反応だ！

　最近、レムやシェラは慣れ過ぎてしまい、ディアヴロが威圧的な言動をかましても平然としている。

　脅したいわけではないから、それはそれでいいのだが……やはり〝恫どう喝かつする魔王〟に対しては〝恐怖する人々〟という反応が欲しい。

　正しいリアクションがあってこそのロールプレイではないか。

「クックックッ……」

　先に行ったシェラが手を振りたくる。

「ディアヴロー、早くー。かもんかもん！」

「こ、こら……雰囲気を壊すでない」

　文句を言いながら、足早に追いかけるのだった。
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　大樹の周りに足場が組まれている。

　ただし、30センチ程度の幅しかない。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリではもっと幅広だったし、操作を間違えても落ちるということがなかった（最初は落ちたが、後からアップデートでぬるく修正された）。

　──足場から落ちる魔王は、最高に格好悪いな。

　ディアヴロは密かにブーツ《虚空の舞踊》へと魔力を流しこむ。飛ひ翔しようしていれば落ちる心配はない。

　威厳を保つためにＭＰ精神力は惜しまないのだった。

　立ち木の一番高いところまで上る。

　そこが、王族の居室だった。

　今は王妃だけ。

　大樹の天辺は平らになっており、何人もが座れるくらいに広かった。冠のような形に枝が周りを囲んでいる。

　葉の絨じゆう毯たんのうえで何をするでもなく座りこんでいる女性がいた。

　緑色のドレスを着ており、服装こそ違うものの顔はシェラによく似ている。大人になって、美少女から美女になったシェラ──という感じだった。

　それと胸の大きさも違うか。彼女はエルフらしく、ぺったんこだった。

　シェラが声をあげる。

「母さん！」

「え？　シェラ……？　シェラじゃないの！」

「わぁ～ん、母さんッ!!」

「あんた、帰ってくるなら手紙くらい出しなさいよ。母さん、なんにも用意してないじゃないの」

「あわーごめん。いろいろ大変だったんだよ。教会でドーンって、バーンって！　あたしバタンキューって」

「そうだったの？　大変だったわね。母さんも大変で……そうそう、父さん死んじゃったのよ、びっくり」

「うん、びっくりしたー。母さんは大丈夫？」

「大丈夫じゃないわよ、でも十年くらいしたら慣れるわ。あの人とは百年ほど一緒だったもの」

「そうだね、慣れるね」

「あ、木の実があるわよ。食べるでしょ？　あと、あんたに服を編んだのよ」

「食べる食べる。えー、母さんの編んだ服か……」

「なによ、気に入らないっての？」

「胸のとこが、いつも足りないんだよー」

「あんたが妙なとこ、ふくらんでるのが悪いのよ。誰に似たんだか」

「そうだけどさー」

　木の皿に、葡ぶ萄どうや林りん檎ごが並べられた。

　ふと王妃が視し線せんをディアヴロへと向けてくる。

「あら、どちらさま？」

「今頃か！」

　思いっきり他人の実家に踏みこんだ居心地の悪さを感じていた。はっきり言って帰りたい。

　しかし、キイラ王子の一件もある。シェラから離れるのは危険だと思っていた。

　改めて名乗る。

「我が名はディアヴロ！　異世界の魔王である！」

「まあ！　あなたがでぃあぼろさんなの、いつもシェラがお世話になっているそうで」

「え、いや……」

「あらあら、本当ねー。セルシオが言ってたとおり、恐ろしい人だこと。あ、木の実をどうぞ」

　このズレた感じ。

　──なるほど、シェラの母親だな！

　妙に納得してしまった。

　シェラが葉のうえに座って、皿から葡ぶ萄どうを取る。

「はむはむ……ディアヴロは恐いけど、すごく優しいんだよ！　いつも助けてくれるの」

「そうなの、よかったじゃない。でもセルシオたちは大怪我させられたらしいけど？」

「あれは、兄さんが……」

「あー……キイラもねえ？　どうして人間ヒユーマンと戦争なんかしちゃったのかしら？」

　王妃がため息をついた。

　明るく振舞っているように見えるが、二人の息子と亭主を亡くしているのだ。落ちこんでいて当然か。

　ましてエルフは長寿で、出生も死去も稀まれだというのに。

　王妃が笑顔に戻る。

「でも、よかったわ！　シェラが帰ってきてくれて。あんたが結婚すれば、その相手がエルフの王様ってことになるもの。覚えてるわよね？」

「ぜんぜんすっかり忘れてたけど、すこし前に思い出したよ！　グリーンウッド王国って王様がいないと大変なことになるんでしょ？」

「そうよー。王様がいるから、森の恵みは枯れないし、神様から預かった秘宝も守られてるし」

「結婚したら、あたし王妃になんの？」

「母さんと同じようにね。そのときは、私が王おう太たい后ごうだわ。あらら、慣れるかしら？」

　シェラがため息をついた。

「あたし……本当は、まだ冒険したいんだ。やらなきゃいけないことがあるから。でも、王様が必要なら……」

「あらあら、そうなの？　いいんじゃない？」

「ほえ？」

　意外なことを王妃が言い出す。

「まだ若いんだし、冒険でも何でも行けばいいと思うわ」

「やったー!!　ありがとう、母さん！」

　正直、ディアヴロは拍子抜けだった。力尽くで監禁され、無理やり結婚させられるのではないかと警戒していたのに。

　あっさり許ゆるされたことに、安あん堵どと脱力を覚えた。

　王妃が笑顔で言う。

「冒険には出てもいいわ。でも結婚はしてね？　相手は決めてあるから」

「えっ!?」

「家柄も人格も立派な方なのよ、絶対に気に入るわ。シェラとは子供の頃に一緒に遊んだことがあるし」

「だ、誰？　ていうか、あたしは結婚するとしても相手は……」

「あら？　誰かいるの？」

　シェラが手を伸ばしてくる。

　ディアヴロのマントの端をつまんだ。

　いろいろと察したらしい王妃が、やんわりと言う。

「グリーンウッドはエルフの国よ？　みなが納得する王でなくてはね？」

「でも……」

「私たちは、神話の時代に神様から大切な物をお預かりしたの。代わりに、恵みの森をいただいたわ。そのとき神様が決めたこと、何度も教えたけれどシェラは物覚えが悪いのよね、誰に似たのだか──王家の血筋を絶やさぬこと。血統の者か、その夫が王となること。王は神様に祈りを捧ささげること。えっと……他にも何個かあるけど大切なのは、これだけなのよ？」

　シェラの物覚えの悪さは、間違いなく血筋だろうと思われた。

　なぜ神様は、この家系に〝大切な物〟とやらを預けたのか？　選択ミスを疑ってしまうのだが。

「ちゃんと覚えてたよ！　その決まりなら、王がエルフじゃなくてもいいじゃん!?」

「エルフの国の王はエルフでしょ。そうじゃなかったら、エルフの国じゃなくなっちゃうわよ？」

　さも当然で、疑うことなど何もないという口調で、王妃は言った。

　彼女の言い分は間違っていない。残念ながら、強引なことを言っているのは、シェラのほうだろう。

「でも……あたしは……」

　声が小さくなった。

　道理と感情の板挟みで、ディアヴロの気持ちは複雑だ。

　──面倒なことになった。

　この異世界には、極大魔術でも解決できないことが多すぎる。小さくため息をつくのだった。
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　空が茜あかね色いろに変わる頃──

　ディアヴロはシェラと二人で、木の根を椅子に座りこんでいた。

「はぁ～、どうしよ」

　シェラが頭を抱える。

「エルフじゃないとダメなんてー」

「お前がダークエルフの前で語っていた〝ちゃんと考えてあるから完璧〟というのは、なんだったのだ？」

　彼女は肩を落とし、長い耳がいつもより垂れている気がした。

「んと……グリーンウッド王国には絶対に王様が必要で、新しい王様を選ぶには、あたしが結婚しなきゃいけないでしょ？」

「そこまでは間違っていない」

「だから、えっと……あたしが、ディアヴロを選べばね？」

　ツッコミ所が多すぎる！

「エルフの王が混魔族デイーマンでは、納得せぬ者が多かろう。王妃からして反対ではないか」

「ううぅ～」

「そもそも、混魔族デイーマンなど人ひと族ぞくのなかでも忌み嫌われている存在だぞ」

　ゲームでは設定だけだったが、この異世界では明確な差別を感じていた。

「うん」

「人間ヒユーマンなら違うかもしれないが」

「もっとダメだよー。人間ヒユーマンって大勢いて人ひと族ぞくを支配してるけど、自分たちの国だけで満足しないで他種族の土地も欲しがってるの。強欲だから嫌われてるんだ」

「じゃあ、他の種族はどうなのだ？　エルフたちの多くが持ってるイメージは」

「んー。あたしは、いろんな種族の友達ができたから、そうは思ってないけど──混魔族デイーマンは憎悪が強くて、人間ヒユーマンは強欲で、ドワーフは大食らいの酔っ払いで、グラスウォーカーは怠け者」

「ふむ……豹ひよう人じん族ぞくは？」

「えっと……」

　シェラが左右を見て、誰もいないのを確認してから、ディアヴロの耳元に唇を寄せてきた。ちょっと頰ほおを染めつつ。

「……エッチなんだって」

「お、おう」

　そして、エルフは高慢かな？　とキイラ王子を思い出した。

　エルフは神族に最も近いと評され、神から秘宝と恵みの森を与えられている。それは事実ではあるが、自己過信のきらいもあった。

　ディアヴロは肩をすくめる。

「そこまで理解していて、なぜエルフたちが他種族を王に認めると思ったのだ？」

「ううぅ……いい考えだと思ったんだよー」

「あと、お、俺に相談もなしに……」

「だって、あたしはディアヴロと、ずっと一緒にいたいから」

「え……」

　そこまでストレートに言われるとは思わず、驚いてしまった。

　仲間として頼られているのは感じていたけれども、男女の仲だとか……まして、結婚の相手として考えられていたなどと。

　シェラが見つめてくる。

　こんな表情ができるのか、と感心してしまうほど彼女は真剣で、それでいて頰ほおを上気させていた。

「ディアヴロは、あたしと一緒にいるのは、いや？」

「……俺は…………」

　嫌なはずがない。

　けれども、ただ一人の伴侶として選ぶこともできなかった。

　自分が一番わからないのは自分の感情だ。

　今まで考える余裕もなかった。

　素の自分は、ろくに他人と会話もできない。そんな素を曝さらけ出ださないことに精一杯で、恋愛感情など……




「おい、お前!?」




　男の叫び声がした。

　金属鎧よろいの音も聞こえる。

　ディアヴロは深い思考の谷底から、意識を引っ張り上げた。

　エルフたちは金属鎧を身に着けない。ダークエルフの女戦士も革鎧を使っていた。

　つまり、エルフ以外の者がいる。

　ガシャンガシャンと鎧姿の戦士が駆けてきた。

　ディアヴロは短剣《ガルーダエッジ》を手にして、木の根から腰を上げる。

「そこで止まれ、何者だ？」

「おお！　やっぱり親と友もだったか！」

「親友だと？」

　男が気さくな態度で、片手を挙げる。

「そうさ！　やぁ、シェラちゃんも！　俺と会えなくて寂しかっただろう？」

「えっと……誰かな？」

　首をかしげた。

　鎧よろい姿の男が高笑いする。

「はっはっはっ！　どうやら二人とも、俺様の超カッコイイ新鎧のせいで、わからないみたいだな！」

　それじゃあ、と彼は兜かぶとを外した。

　意志の強そうな太い眉に、鮮やかなオレンジ色の髪の青年が、輝くような白い歯を見せて笑みを浮かべる。

　ビシッとポーズまで決めた。

「我が名は、エミール・ビュシェルベルジェール！　全ての女性の味方である！　女性の味方の味方でもある！」

　ディアヴロは額を押さえて思案する。

「あ……ああ、ちょっと待て……そういえば……ファルトラ市に……こんなのが居たような？」

　シェラが視し線せんを逸らした。

「せっかく忘れてたのに……」

　散々な反応だったが、エミールは限りなく前向きだ。

「ふふ、この俺様のことを忘れてしまうなんて、よっぽど濃密な時間を過ごしているようだな。数日が何百年にも感じられるほどの！　さすがだぜ、親友！」

「貴様は相変わらずだな」

　エミールは鋼鉄メンタルの持ち主だった。折れず、曲がらず、屈しない。

　その男が、ため息などついた。

「相変わらず……か。そうでもないぜ？　俺様は自分の限界に気づいた。魔族グレゴールに敗れ、お前の強烈な魔術を目にして、思ったんだ──このままじゃダメだ、ってな」

「それがグリーンウッド王国に居る理由か」

「師匠に言われて、見聞を広めてるとこさ！　北の山に住んでる剣聖グラハムって人に師事してな」

　ディアヴロは反応する。

「なに!?　この異世界にも、グラハムがいるのか!?」

「ん？　どういう意味だ……そりゃ？」

「あ、いや……」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリではレベルアップに壁がある。特定のイベントをクリアしないと、それ以上は成長できなかった。

　そのなかでも、とくに突破が難しいのが、レベル99──人ひと族ぞくの限界と呼ばれている壁だ。

　職業クラスごとの師匠に会い、各種族の国を回り、特定のクエストを達成することで、ようやく限界を超えられる。

　レベル１００以上は別世界だった。

　剣聖グラハムは戦士系の師匠のはず。

「しかし、あれにはレベル80以上でないと、会うこともできないはずだが？」

「そうなのか？　じゃあ、今の俺様はレベル80だな！」

「適当なヤツめ」

「いいのさ、戦士系冒険者のレベルは俺様が判定してるんだ。俺様がレベル80と言えば、レベル80だ！」

　この異世界におけるレベルは、どの程度の依頼クエストを任せられるかの目安として、上位者が認定しているものだ。

　エミールは言動こそ馬鹿っぽいが、実力的にはファルトラ市で一番の戦士系冒険者だった。

　それでも、下っ端の魔族にすら負けている。

　ファルトラ市の冒険者は、ディアヴロが驚きよう愕がくするほどレベルが低かった。

　今はどうか？

「ククク……どれ、腕試ししてやろう」

「なに？」

　ディアヴロは手にした短剣で、エミールの鎧よろいにある胸の飾りを狙う。

　ところが、彼の前に不ふ可か視しの壁を感じた。

　短剣が弾かれる。

　触れる寸前に、固い岩を叩たたいたかのようだった。

「ほう！　武技《鉄壁》か!?」

「フッ……昔のように簡単には、やられないぜ！」

　初めて会ったとき、エミールが隙だらけの技を使おうとしたので、ディアヴロは杖つえで殴り飛ばした。

　今の彼には、もう通常攻撃では勝てないだろう。たしかに成長している。

「やるではないか、この短期間で」

「ずいぶん苦労したぞ。俺様は、まずファルトラ領主ガルフォード卿きように挑んだのだ！」

「なんだと!?」

　ガルフォードは前戦争の英雄で、ディアヴロと互角に近い戦いを繰り広げた。

　戦士系の人ひと族ぞくで、最も強いのではないか？　いや、王都で会った《王宮騎士団》のアレンや団長が未知数ではあるが……大差はないはず。

　それほどの強者だった。魔族グレゴールくらいなら瞬殺だ。

　しかも性格は冷徹。

　エミールが挑んだら、生きて帰れるとは思えなかった。

「噓うそは感心せんな」

「信用しろ、親友!?　そりゃたしかに、実力差は大変なものだったさ。しかし、やられても仲間に治癒してもらい、何度も挑むうちにコツが摑つかめてきたんだ！　本当だ！」

「ほう……」

「最初は危険な真似すんなって止とめてた連中も、毎日のように挑んでいたら、練習に付き合ってくれるようになったりしてな……仲間って最高だよ」

　馬鹿っぽいが、意外と人望はある。

　エミールが指を一本立てた。

「そして、俺様は成長した！」

　シェラが驚く。

「すごいね、一回は勝てたの!?」

「そりゃ無理だ！　ガルフォード卿きように勝てるなんて、親友くらいじゃないか!?」

「あ、じゃあ、一回は攻撃を当てられた、とか？」

「惜しいな！　俺様は一回だけ攻撃を防ぐことができたんだ！」

「へー」

「いやいや、すごいんだぜ、シェラちゃん？　ガルフォード卿は速すぎて、まず剣が見えないんだからさ」

　ディアヴロは考える。

　──ガルフォードは冒険者を毛嫌いしていた。それでもエミールの挑戦を受けてやったのは、魔王軍との戦いに備えるためか。

　少しでも戦力を向上させたいという苦心が見えるようだった。

　エミールがニヤリと笑う。

「成長した俺様は、ガルフォード卿の紹介をもらい、剣聖グラハムを訪ね……今は武者修行の旅ってわけさ！」

「厄介者の、たらい回しではないのか？」

「はっはっはっ！　そんなわけがないだろう。皆、俺の才能に期待してるってことさ！」

　相変わらずメンタルが強い。

　その根拠のない自信の源を教えてもらいたいものだった。

　雑談していたら、小さな弓を持ったエルフの少年たちが駆けてくる。

「エミールさん、準備できて──あっ、シェラ様！」

　気づいて、慌てて礼をした。

　ディアヴロを見て、怯おびえたような表情も。

　シェラが愛想よく片手を挙げる。

「おひさしぶり、みんな。エミールと、どっか行くの？」

「はい！　魔獣狩りをするらしくて、道案内を」

「魔獣を!?　もう夜だよ!?」

「夜じゃないと巣穴から出てこないんです」と別の少年。

「そうなんだー。気をつけてね？」

「ありがとうございます！　あ、あの……お帰りなさいませ、シェラ様！」

「うん」

　ずいぶん慕われている様子だった。

　エミールが鎧よろいの兜かぶとをかぶる。

「おっしゃ！　俺たちは、ひと狩り行ってくるぜ！　またな、シェラちゃん、親友ッ!!」

「がんばってねー」

　シェラが手を振って見送った。

　少年たちが「エミールさん、シェラ様と親しいんだ、すごいや！」なんて話している。

　魔獣狩りは限界突破のためのクエストの一部だったか。魔獣といっても、小型のばかりだから、あの実力であれば問題ないだろう。

　ディアヴロは薄く笑う。

「……いずれ、頼りになる前衛になるやもしれんな」
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　空に月が浮かぶ。

　夜になり、ようやくレムたちが連れてこられた。

　レムは疲れ果てた様子で肩を落としている。ロゼはいつもの無表情だが、メイド服がさらに破れてしまっていた。

　ラフレイシャは泰然としているものの、エルフたちに囲まれて弓を向けられている。

　シェラが慌てて走っていった。

　エルフたちから守るように、両手を広げて盾になる。

「なにするの!?」

「き、危険です、シェラ様！　その者は、ダークエルフです！」

「同じエルフだよ！　仲間だよ！」

「仲間ですと!?」

　兵たちが騒然となる。

　騒ぎを聞きつけて、わざわざ王妃がやってきた。

「シェラの連れが、ダークエルフですって？」

　ラフレイシャが丁寧に礼をする。

「ごきげんよう。おひさしゅうございます」

「あなたは!?　ラフレイシャ・Ｓ・オレンジウッド……どうして、ここに……!?」

　王妃が声を震わせた。

　予想はしていたが、好意的な反応ではない。

　ラフレイシャは覚悟していたのか、まったく動じていなかった。

「ほほほ……まだ事情は聞いてらっしゃいませんの？　娘さんの命懸けの誓い──果たされるといいですねぇ」

　なるほど、絶対の切り札があるから、余裕を持っているのか。

　王妃の表情が曇った。

「シェラ、お話があります」

「う、うん」

　それから、兵たちに命じる。

「ラフレイシャさんを客人として、丁重におもてなしを。滅多なことは許ゆるしませんよ」

　さすが長らく王妃をしているだけのことはある、相当な威圧感だった。

　兵たちが背筋を正す。

　そして、王妃はシェラを連れていった。

　ディアヴロは同席したかったが、有無を言わせぬ態度で拒絶されてしまう。

　気にはなるが……

　騒動を起こすのは本意ではないから、自重した。

　エルフたちもディアヴロの強さは理解しているはず。シェラを力尽くで従わせるような真似はしないだろう。




　その後──

　ディアヴロたちには建物が貸し与えられた。

　大樹ではなく、普通に地面に建てられている煉れん瓦が造づくりの屋敷だった。

　エルフ以外の種族が訪れたときのための迎賓館で、リフェリア王国の様式に沿った造りとなっている。

　ただし、森の中の国だけあって、火を使う燭しよく台だいはなかった。ほのかに光る貴石を使ったシャンデリアが、天井から吊つるされている。

　部屋の広さは一般的な宿と大差なく、個室は二つしかなかった。主人用と従者用の部屋ということか。

　ディアヴロは大部屋のソファーに腰かけた。

「フンッ……一国の迎賓館としては、いささか小さいな」

　元世界の自分の部屋に比べたら、とんでもなく広いけれども。

「……それだけ、客が珍しいということでしょう」

　レムが向かい側のソファーに座りこみ、そのまま横に倒れこんだ。はぁ～、と息を吐く。

　彼女は経験豊富な冒険者で、豹ひよう人じん族ぞくということもあり、体力は人一倍だった。ヘバるなど珍しい。

「ずいぶん迷っていたようだな？」

　ディアヴロの言葉に、ロゼが深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、マスター。肝心なときに、お役に立つことができず……ロゼはガラクタです。なんなりと処分を」

「不足を感じたことはない。何があったか聞いているだけだ」

　ソファーのうえで今にも寝てしまいそうなレムと、恐縮するばかりのロゼに代わって、ラフレイシャが答える。

「ディアヴロさんを追いかけてましたら、空から岩が落ちてきまして」

「そいつは、俺の魔術であろう」

　ナッパーに放った《ヘブンズフォール》だと思われた。

　レムが横になったままぼやく。

「……で、そこにディアヴロたちが居るに違いない、と思って急いだのですが、森がめちゃくちゃになっているだけでした」

「ふむ」

　部下の報告を聞く魔王のような態度で応じるディアヴロだったが……内心では自分の失敗に気づいて、頭を抱えていた。

　シェラを助けたあと、今居る場所の把握とレムたちを捜すため、すぐに移動してしまった。

　よく考えれば、派手な魔術を使ったのだから、待っていればレムたちが来ただろうに！

　ディアヴロは長年の単独行動ソロプレイが染みついており、未だに集団行動は不慣れ。はっきり言って〝集合が下手〟だった。

　しかし、魔王として威厳は保たねばならない。

「あー……あれだ……そう、ラフレイシャがわかる、と言っていたのでな。放っておいても辿たどり着つくであろうと」

「知ってはいたのですよ？　ですが、森がわやになってましたから……目印も消えてしまっておりまして」

「目印だと？」

「そこかしこの木に、エルフにしかわからんようにありまして」

　行き方を知っていても、経路が吹き飛んでいたら、迷ってしまっても無理はないか。

　レムが付け足す。

「……森を彷徨さまよっていたところへ、エルフたちが現れたのです。案内を頼めればよかったのですが、ダークエルフを見た途端に攻撃してきまして。説得に時間がかかりました」

「マスターに不殺ころさずを厳命されておりましたので」

　レムが疲れ果てており、ロゼのメイド服の破損が酷くなっているのは、それが理由だったか。

　ディアヴロはうなずいた。

「妥当な判断だな。ここはシェラの母国で、なにかと微妙な時期だ。実力を見せてやるのはいいが、殺すと面倒なことになる」

「ロゼは提案します。改めてマスターの御お力ちからを示し、エルフたちを恭きよう順じゆんせしめれば早期に事態を解決できるのではないでしょうか？　下か命めいを賜たまわれば、あの程度の戦力など、このロゼ単独でも壊滅で──」

　やめて！

「フッ……馬鹿を言え。このような辺境で威を示して何が愉たのしい？　この我に雑用をせよと命じるつもりか」

「思慮が足りず、失礼いたしました」

　ロゼが再び頭を垂れて、壁際へと下がる。

　ラフレイシャが苦笑した。

「ほほほ……まったくですね。人の上に立つだなんて、雑用です」

　ふと気になって、尋ねてみる。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの設定書にも書かれていなかったことだ。

「ダークエルフも世襲なのか？」

「はい、基本は。でも私は……族長の息子さんに嫁ぐはずだっただけで、たいした血筋ではないんです」

「嫁ぐはずだった？」

「子供の頃の話ですけれど、許嫁いいなずけがおりました」

「ふむ。その男はどうしたのだ？」

　ラフレイシャの作り物めいた笑みに、ディアヴロは全く気付かなかったが──レムはギョッとして体を起こした。

「……ッ!?」

「ほほほ……私の許嫁いいなずけは、殺されてしまいましたよ、神しん聖せい軍ぐんに。まだ、ほんの子供だったというのにねぇ」

　さすがのディアヴロも言葉を失う。

　レムが目つきを鋭くした。

「……あなたは、エルフたちへの復ふく讐しゆうを画策しているのですか？」

「まさか！　そのように恐ろしいこと、考えませんよ」

「……なら、いいのですが……神聖軍はリフェリア王国の部隊です。当時のことは知りませんが、エルフたちを恨むのは筋違いです」

「筋違い？」

「……リフェリア王国の精鋭が相手では、エルフたちに太刀打ちはできなかったでしょう。ダークエルフを見捨てたのではなく、ただ抗う手段がなかったのです」

　ラフレイシャが黙りこむ。

　やがて、彼女はため息をついた。

「わかっております。わだかまりがないと言えば噓うそですけれど、私は大勢の人生を託されておりますから──せっかくの共存できる未来を私怨で捨てるなんて、ありえません」

「そうですか」

「久方ぶりにこの森まで来たせいで、いろいろと思い出してしまって……言わなくてもいいことまで。お恥ずかしい、忘れてください」

　ラフレイシャがいつものおだやかな表情で笑う。

　ひとまず話は落ち着いた。

　そろそろ夕飯が欲しいところだ、と思っていたら玄関の鐘が鳴らされる。

　レムが髪をかきあげる。

「……エルフの国ですから、あまり期待はできませんが、木の実よりも肉が食べたいところです」

　武器を向けられる可能性もないではなかったが、ビクビク警戒するのは魔王らしくない。

　堂々と座っていた。

　ロゼが応対し、扉を開ける。

　執事服を着たエルフが丁寧にお辞儀した。

「失礼いたします。王妃がお客人の皆様をぜひ晩ばん餐さん会かいにお招きしたい、と」

　レムが肩をすくめる。

「……交渉の席を設けるわけですか」

「あらあら、エルフ王妃の晩ばん餐さん会かいに招かれるだなんて、緊張してしまいますねぇ」

　ラフレイシャは余裕の態度を崩さなかった。

　ディアヴロはソファーから立ち上がると、マントを払う。

「ククク……よかろう、招かれてやろうではないか。光栄に思うがよい！」
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　樹上の食堂は、王族の晩餐会という言葉から予想したものとは、ずいぶん違うものだった。

　大樹の天辺が平らになっているのは、王族の居室と同じだが……

　床に大きな葉が並べられている。

　葉のうえに、色とりどりの木の実が盛られていた。

　机も椅子もなく、まるでピクニックのようだ。

　王妃とシェラが座って待っている。

　護衛の兵は見えないが、おそらく周囲の枝葉に隠れているのだろう。妙な行動を取れば、矢が飛んでくるはずだ。

　王妃が片手で料理の周りを指し示す。

「どうぞ、お好きなところへお座りください。エルフの作法は慣れていないかもしれませんが、細かいことはお気になさいませんよう」

　初めて会ったときの〝よその家の母親〟みたいな雰囲気は消え、今は一国の代表者の顔になっていた。

　何かを背負っている者は、面倒だ。

　レムが礼儀正しくお辞儀する。

「……突然の来訪にもかかわらず、丁重に遇してくださり、晩餐会にもお招きいただき、感謝いたします」

　ラフレイシャが、王妃の向かい側に座る。

「こんなふうに葉を囲むなんて、本当に懐かしいですねぇ」

　ディアヴロは黙って座った。

　魔王ロールプレイとしては偉そうな言葉のひとつも投げてやるべきかもしれないが、それをやっていたら、まとまる話も爆裂魔術でぶち壊し、ということになりかねない。

　珍しくシェラまで無言だった。

　視し線せんが絡む。

「………………」

　いろいろと言いたいことがあるのに、それが上手く言葉にできない。困っているのに、助けを求めることすらできない──そんな顔だった。

　ディアヴロはため息をつく。

　すでに話はまとまっているのかもしれない、彼女の望まぬ形で。

　王妃が果実酒の注がれた木製の杯を手にした。

「神の祝福と、この集いに感謝を。喪中ゆえ乾杯はいたしませんが、ごゆるりと歓談いただければ幸いです」

　そのまま彼女は杯を口元へと持っていく。

　ディアヴロたちも同じようにした。

　レムが名乗る。

「……改めまして、わたしはレム・ガレウといい、ファルトラ市の冒険者です。シェラ王女と行動を共にしております」

「ええ、話は聞いてますよ。シェラを助けてくれたとか」

「……仲間ですから。助け合うのは当然です」

　王妃は〝仲間〟という言葉に眉をひそめたが、それ以上は拘らなかった。次に、輪から離れているロゼへと視し線せんを向ける。

　しかし、王族が従者を頭数に入れることはなかった。

　ラフレイシャが口火を切る。

「腹の探り合いは、せっかくの果実が苦くなりますから、枝葉なしにお訊ききしましょう。シェラ王女の約束──守っていただけるんですか？」

　いきなり突っこんだ。

　王妃が意外にも笑みを見せる。

「ええ、もちろん！」

「あらあら……それは嬉うれしいお言葉です！」

「私も考えてましたのよ？　エルフとダークエルフは近しい種族だし、過去にいろいろあったけれども、これからは仲良くしていけたらいいなあって」

「そうですわねぇ、過去は過去、今は今です」

「本当に」

「それで？　どの辺りが貰もらえるんですか？　いつ頃になるんですか？」

　ぐいぐいと迫る。

　王妃が思案顔になった。

「んー。場所は互いに担当者を出して、相談して決めてもらいましょう。時期については新しい王が即位してからでいいかしら？　次の冬になる前に、全て決めてもらって。それで、エルフとダークエルフの仲直りを祝って、お祭りをしようと思うのよ」

　その案には、シェラも賛同しているらしい。ずっと固かった表情を緩める。

　ラフレイシャが笑顔を貼り付けたまま、こめかみを痙けい攣れんさせた。

「………………本気なんですね」

「ええ」

「王妃、本気でシェラ王女の約束を……守るというんですか。エルフは……ダークエルフを嫌ってると……思っておりました」

「ほとんどのエルフは、ダークエルフと仲良くしたいと思っているわ。まだ恐がってる人はいるでしょうけど。私だって仲直りしたいと思ってたの。だって昔は仲良く暮らしてたじゃないの」

　ラフレイシャが拳を握る。

「なら、なんで、あのとき……!?」

「落ち着いて？」

「どうして、私たちを見捨てたのですか、エルフは!?」

　王妃が深呼吸して、言う。

「神しん聖せい軍ぐんにね。あの人は……グリーンウッド王は立ち向かったわ。でも、勝てなかったのよ」

「なんっ……!?」

「王を人質にとられ、私たちエルフは神聖軍に従うしかなかったのよ。そのせいで、ダークエルフが酷い目に遭うとわかっていても。ごめんなさい」

「な……なんで……そんなことを……今さら……信じられると思うの!?」

「証拠はないの。だから、当時は信じてもらえなくて。ラフレイシャさんは初めて聞くのかしら？　ダークエルフの人たちには何度か話したけれど、ずっと信じてもらえなくて。結局、大勢の命と森を失ったことは変わらないから」

「たしかに、今ですら、私は信じられません」

「それでも仲直りできるなら、とても良いことだなあ、って思うのよ」

「信じられない！」

　ラフレイシャが王妃を睨にらみつける。

　シェラもレムも焦燥感を滲にじませつつも、割り込めないでいた。

　沈黙が続く。

　ディアヴロはこういう雰囲気が苦手だった。

　やれやれ、と口を開く。

「落ち着くがいい、ラフレイシャよ。意外と感情的だな、貴様は──人は〝相手を見る〟という簡単そうなことが、実はできないのだ。まず自分の中へと相手を写し取り、それを見る──それしかできない。だから、心が憎悪に染まっていれば、相手も憎悪を抱いているかのように映ってしまうものだ」

「私たちの思いこみ、と？」

「千年忘れられぬ、と思うほどの恨みに燃えているとき、〝相手に悪意はなかった〟と考えられるものか？　可能性を検討できなかったのなら、冷静だとは言えぬであろう。もちろん、王妃の言葉に証拠はないらしい。エルフ王は戦ったが敗れたのだという話──それを信じるも信じないも貴様しだいだ。好きにするがいい」

　この問題は、結局はダークエルフ側にあった。彼女たちが、どう受け止めて、どう行動するかだ。

　部外者であるディアヴロの言葉では解決しないだろう。そんな巧みな話術はない、と自覚していた。

　ラフレイシャが立ちあがる。

　乾いた笑い声をあげた。

「は、はは……私たちは失ったものが大きすぎて、周りが見えんようになっていた……そういうことなんでしょうか？　聞く耳を持たず、恨むばっかりで……？」

　王妃が申し訳なさそうに言う。

「それほど恨まれてしまったということよね。ごめんなさい。でも、いつかは仲直りできるって待っていたのよ？　そして、今は、きっと変わったの」

「変わった？」

「シェラがダークエルフの里に行ったって聞いたときは、本当にびっくりしたわ。だって、昔だったら、姿を見せただけで射られてたでしょう？」

「……ええ」

「時間が経ったということよね」

「情けない話ですね。結局、私たちの勘違いですか」

「私たちがダークエルフたちを見捨てたのは事実よ。恨まれても仕方ないとは思っているわ？」

「けれど、グリーンウッド王は……」

　ダークエルフのために戦った。

　ラフレイシャは目を閉じ、わずかな時間、黙りこんだ。それは黙もく禱とうだったのかもしれない。

「……ちょっと風が恋しうなりました。私の話は仕舞いですから、先に抜けさせてもらいます。シェラ王女は結婚相手に思うとこあるみたいですけど……私の立場で口出しするのは、それこそ両族の関係を悪くしてしまいかねませんし」

　シェラの様子まで気を配っていたらしい。そのあたりは、さすがは一族の指導者か。

　王妃が身を乗り出した。

「ラフレイシャさん、話せてよかったわ」

「さっきの話……私は信じます。信じたい、と思います」

「ありがとう。シェラの婚礼は近日中に行うわ。お祝いしてくれるかしら？」

「もちろんです」

　ラフレイシャが背を向け、歩きだす。

　見送りながら、レムが吐息をこぼした。

「……魔王が覚醒したからには、人ひと族ぞくの全てが協力して抗う必要があります。その一歩になったのなら、よかったですね」

「そう、すんなり話がまとまるといいがな」

　むしろ、ここからが本番だった。
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　どの種族にも、個体による美醜というものがある。エルフも例外ではなかったらしい。

「晩ばん餐さん会かいへのお招き、誠にありがとうございます」

　ねっとりした声と共に現れた男は、エルフというよりもオークだった。

　豚だ。

　とにかく、太っている。

　何者かと思ったら、王妃が手招きした。

「座って座って」

「でゅふふふ……こりゃどうも、失礼いたします」

　独特な油ぎった話し方をする男だ。エルフは美形ばかりで若々しく見えるものだが、そいつは中年のオッサンだった。

　肌に浮かんだ汗をハンカチでぬぐいつつ、男が王妃の隣へと座る。

　レムが微妙な表情を浮かべた。

「……あ、あの……そちらの方は、どういった？」

　満面の笑みを浮かべた王妃が答える。

「この人は、ドュランゴ。私が選んだシェラのお婿さん！　次のグリーンウッド王なの！」

「はぁぁぁぁー!?」

　レムが目を丸くした。

　シェラが青ざめた顔をしている。

　王妃は動じていなかった。

「ドュランゴは優秀なエルフなのよ。弓を使わせたら王国一だし、外で経済や政治を学んできたし、なにより頑丈そうでしょ？」

「……それがエルフの美的感覚なのでしょうか？」

「ちょっと個性的な顔かしら」

「……シェラはどう思ってるんですか!?」

「あうわぅ」

　シェラがフルフルと首を左右に振った。幸か不幸か、シェラの美的感覚は母親に似なかったようだ。

　王妃がため息をつく。

「ダメよ。他のエルフならともかく、シェラってば、混魔族デイーマンを王にしたいだなんて。皆が納得するはずないでしょ？」

「……混魔族デイーマン……ってディアヴロですか!?　まさか結婚する気だったのですか、シェラ!?　エルフ王にしようと!?」

　レムが尻尾の先まで毛を立てた。

　そういえば、そのあたりの事情を伝えていなかったか。

　王妃の前であることも忘れ、レムが牙を見せる。

「バカですか!?　いえ、バカです！」

「ひどい」

　つぶやいたシェラに対し、思いっきりレムが指を差した。

「ソレが〝ちゃんと考えてあるから完璧〟ですか!?　まったく〝ちゃんと〟ではないし、欠片も〝完璧〟ではありません！」
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「ううぅ……だって……」

　レムが頭を抱える。

「……ああぁぁぁ……なんという──王妃、どうでしょうか？　すこし結婚を先延ばしにできませんか？　まだシェラは若く、あまりに考えが足りていません」

「ええ、まだ若いとは思ってるわ、十六歳だものね。でもグリーンウッド王国には今すぐにでも王が必要なのよ。神様との約束だから。ダークエルフとの約束を守るためにも、早々に結婚してもらわないと」

「……国のために耐えろ、と？」

「当然じゃない、それが王族というものだわ。苦労知らずの生活も、幼少期の英才教育も、国宝級の武具の持ち出しも、全ては王族ゆえでしょ。生まれたときから特別扱いされてきたのだから、今になって身勝手を言うものじゃないわ」

「それをシェラが選んだわけでは……」

「貧しい家に生まれた者は、それを選んだの？　騎士の子は？　農家の子は？　あなたは選んで豹ひよう人じん族ぞくに生まれたの？」

「い、いえ……」

「王女には王女の人生があるの。ましてや、グリーンウッド王家の血を引くのは、もうシェラだけなんだから、責任を果たさないと」

　この異世界は、亜人種や魔術があるものの、基本的な文化水準は中世。封建時代だった。世襲が基本だ。

　生まれにより人生が決まる。

　──まぁ、元世界の現代社会でも、人生は環境に左右されるけど。

　あれこれと思い出して、ディアヴロはしばらく自閉モードに入ってしまう。噴き出した黒歴史を封じこめ、意識を戻したときには、もう会話が一段落していた。

　ドュランゴが話をまとめている。

「でゅふふふ……私としては無理強いする気はないのです。しかし、グリーンウッド王国に王が必要なのは、間違いありませんからな。仕方ないのでございます」

　エルフたちは森の恵みに頼り切っている。そして、森の恵みは神との約束を守っていることで与えられていた。

　王が必要なのだ。

　シェラがうめくように言う。

「でも、エルフじゃなくても王にはなれるし……」

「ダメって言ってるでしょ!?」

　ビシャリ、と母親に[image: ]られ、がっくりと肩を落とすシェラだった。

　ドュランゴが話を転じる。

「ところでですな、その首輪なのですが」

「あ」

　シェラが首元に手をやって、頰ほおを染めた。

　王妃がため息をつく。

「セルシオから話は聞いてるわ。なんか、この子《奴隷の首輪》なんか付けられちゃってるのよ？」

「違うもん！　《隷従の首輪》だもん！　ディアヴロを召喚したら魔術反射でバチーン、ガシャーンって！」

「どっちでも同じよ。でも、このとおり変な命令はされてないみたいだし、秘宝のどれかで外せると思うから気にしないでやってね、ドュランゴさん」

　──エルフの秘宝か。

　キイラ王子も同じようなことを言っていた。よほど強力なものが眠っているのだろう。

　ドュランゴがつぶやく。

「中古か」

「え？」

「あ、いや、私は気にしないですが！　ええっと……じっくり調べれば、どんな命令をされたのかも、わかりますし？　ただ結婚式では悪目立ちしますから……ちょっと失礼」

　彼が席を移してシェラの隣に座った。

　首筋に手を伸ばす。

　思わず身をよじって逃げようとしたシェラだったが、さすがに失礼だと思ったのか、固まった。

　ドュランゴが《隷従の首輪》に触れる。

「ふむふむ……いやぁ、これは凄いですね！　とても一日や二日で外せるものではないでしょう！」

「と、当然だよー。ディアヴロだって苦労してるんだから」

「しかしながら婚礼のとき、これが付いていては国民が不安がります。しからば、こうしておきましょう。──光と風よ秘したまえ。汝なんじ、あらざるを映せ」

　ドュランゴが詠唱をつぶやき、パチンと指を鳴らした。

　まるで手品のように、シェラの《隷従の首輪》が消えてしまう。

　──解呪した!?

　腰を浮かせたのはレムだった。

「まさかッ!?」

　この首輪の解呪が困難であることを一番理解している一人なのだから、大きな声をあげてしまうのも無理はない。

　もちろん、ディアヴロとて驚いていた。

　しかし、内心の驚きよう愕がくを顔に出すようでは魔王ロールプレイ崩壊だ。余裕ぶった態度で応じる。

「面白いことをするではないか、ドュランゴとやら」

「シェラ王女のためには、こうしたほうがよいかと思いまして。強力な魔導具に対して、隠蔽の魔術をかけただけなので、不安定ですが」

「フンッ……」

　鼻で笑っておいた。

　──なるほど、隠蔽の魔術か。

　首輪を消滅させたわけではなく、ただ不ふ可か視しにしただけらしい。

　それでも、彼の魔術の腕前は相当なものだと思われた。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには〝装備を隠蔽する〟などという魔術はなかったので、ディアヴロは知らない。

　レムは目を見張っていた。

「……信じられません……極めて高度な魔術なのは間違いないかと」

「でゅふふふ……私は魔力のほうは、そう多くないのですが、生まれつき小器用でして、お恥ずかしいかぎりです」

「すごいでしょー」

　自分の選んだ次期国王候補が、なかなかの腕前を披露したことで王妃はご満悦だ。

　ディアヴロは胸中が、ざわつくのを感じた。





第五章　エルフの秘宝




　翌日──

　夜遅く寝たせいか、起きたときには昼過ぎだった。

　楽の音が聞こえてくる。

　ベッドで上体を起こすと、隣で寝ていたレムが目元をこすった。

「にゃ……んん……あ、おはようございます、ディアヴロ」

「うむ」

「……なにやら、賑にぎやかですね？」

「シェラに聞けば、理由がわかるのだろうが」

　嫁入り前の王女が、男と同じ部屋で眠るなど許ゆるされるわけがない。シェラは今までのようにディアヴロたちと行動したがったが、昨夜は王妃と一緒に寝たはずだった。

　壁際にはロゼが立っている。

　彼女は睡眠を必要とせず、ディアヴロから魔力を得ていた。

「おはようございます、マイマスター。このロゼに、なんなりと御ご命めい令れいを」

「うむ。これは何の騒ぎだ？」

「一掃して静かにさせよと」

「そうではなく」

　ノックが聞こえた。

　ロゼが個室の扉を開ける。

　ダークエルフのラフレイシャが片手をあげた。

「おはようございます、みなさん。話し声が聞こえたから、そろそろ起きたようだと思いまして。ほほほ……冒険者にしては、お寝坊さんですねぇ」

「フッ……魔王は安易に動かぬものだ。惰眠を貪るのも務めのうちであろう」

「お食事の用意ができてますよ。まだ寝足りませんか？」

　いただきます！　とレムがベッドから抜け出す。ディアヴロも衣服を整えて大部屋に移った。

　テーブルを囲む。

　相変わらず、食事は木の実ばかりだった。

　美味しいとは思うが、よく飽きないものだと感心してしまう。

　向かい側に座っているラフレイシャが、どすんと胸をテーブルに置いた。

「あら、これはこれで楽ですねぇ。部屋に置こうかしら、このてーぶるというの」

「やはり重いのだな」

「ほほほ……持ち上げてみます？　めっちゃありますよ」

「めっちゃ!?」

　思わずディアヴロは身を乗り出してしまう。

　レムが冷たい目を向けてきた。

「……ジト」

「マスター……」

　ロゼからも尋常ではない負のオーラを感じる。

　ディアヴロは全力で惜しみつつも、鼻で笑って興味がない振りをした。

「ふ、ふんっ……ぜんぜん興味ないな、我は魔王ですからにゃ！」

　レムが外へ視し線せんを向ける。

「……ところで、あの騒ぎはなんでしょうか？　エルフの国では毎日のことですか？」

「歌や踊りは常のこと。でも、あれは特別でしょう、婚礼のお祝いですからね」

「……婚礼とは？」

「もちろん、シェラ王女のです。明後日には、もう式を挙げるそうですが……知らなかったのですか？　そこかしこでエルフたちが話しておりますよ？」

「そんなにも早く!?」

　普通の婚礼でも段取りには一年近くかける。早くても三ヵ月ほどか。王族の婚礼など数年の準備期間があっても不思議ではない。ましてエルフは長寿なのだから。

「王が崩御してから、もう半月は経っております。草花に水をやらないようになって半月もしたら、どうなると思いますか？」

「……それが急いでいる理由ですか。馬鹿げた話です。シェラの人生は、園芸の水ではありません」

「ほほほ……指導者も奴隷も同じですから。民の暮らしのために、己を犠牲にすることを求められ、逃げることも許ゆるされません」

「……あまりに性急すぎます。いくら森のためとはいえ」

「それだけじゃないかもしれませんねぇ？」

「……わたしはエルフについて詳しくありません。ラフレイシャ様の知っていることを教えてもらえませんか？」

　大きすぎる胸に、彼女は両手をかぶせ、そのうえに形のいいあごを乗せた。

「私もエルフではないので、昔に聞いた話ばかりですが」

「かまいません」

「なんでも、グリーンウッド王国は神様から大切な物を託され、ずっと守ってるという噂うわさです。それには王の存在が不可欠なんだとか」

「大切な物……ですか」

　ディアヴロは木の実を嚙かんで砕いて飲みこんだ。

　そして、席を立つ。

「想像や伝聞ばかりでは話にならん。シェラと王妃から説明をもらうとしよう。納得できるかは、わからんがな」





†






　森の中をシェラが先導して、歩く。

　事情を聞こうと王族の居室を訪れたディアヴロたちに、彼女は言った。

「話したいことがあるし、見せたいものもあるから、ついてきてもらえるかな？」

　一時間ほど、深緑の中を進む。

　辿たどり着いたのは、大きな石が積み上げられた塚だった。

　エルフの記念碑のようなものだろうか。蔓つる草くさが絡み、苔こけが生え、長い年月が経っていることを窺わせた。

「こっちだよ……」

　いつになく笑顔のないシェラが、塚の裏手へと回る。

　石の扉があった。

　扉には紋様が彫られている。表面をおおう苔のせいで判別しにくいが、見覚えのある形だった。

　──ルマキーナたちの教会が掲げている聖印シンボルと同じものか？

　シェラが手をかけると、石扉は古びた外見からすると意外なほど、あっさりと左右に開いた。

　地下への階段がある。

　ディアヴロが固有スペースに造った自作ダンジョン《魔王の迷宮》に似ていた。

　もしかすると、エルフのダンジョンなのだろうか。モンスターが出たりするのだろうか。念のため、手には《トネールアンペラール》を持っておいた。

　階段を下りる。

　暗い。

　シェラに確認してから、《ライト》を使った。




　地下──

　煉れん瓦がのような四角い石が、隙間なく積み上げられている。天然の洞窟ではなく、明らかに人為的な構造物だった。

　かなり広い。閉鎖空間で威力の強い魔術を放つと自分たちにまで影響が及んでしまったりするが、ここなら少しくらい使っても大丈夫そうだ。

　ディアヴロはゲームでは考える必要のなかったことを無意識のうちに確認するようになっていた。

　天井はアーチを描いており、それらも精緻な石造りである。外と違って内側には、蔓つる草くさや苔こけが広がっていなかった。

　部屋の壁際へと視し線せんを下ろすと、横長の石が並んでいた。膝の高さくらいか。作業台にしては、やや低すぎる気もする。何に使うのだろうか？

　レムが天井を見上げた。

「……ちょっと意外な気もしますね？　エルフたちの建物なら、木の根が天井になっていそうなものなのに」

「それはつまり、エルフが造った建物ではない、ということかもしれんな」

「え？　それは妙ではありませんか、ディアヴロ？　ここはグリーンウッド王国の奥深くなのですよ」

「うむ。あるいは──」

　マップのデザイナーの発想が貧プ相アだったのだろう──と言いかけて、その冗談は通じないことに気づいた。

　結果的に〝思わせぶりな台詞を言いかけて止める〟というカッコイイ演出になったので、よしとする。

　後ろをついてきているロゼは無言……というか、彼女は常にディアヴロしか見ていなかった。

　ラフレイシャが地下室の奥に視線を向ける。

　魔術《ライト》の光は届いていないが、彼女には暗あん視しがあった。

「ディアヴロさんの言うとおりかもしれませんねぇ？」

「なにか見えるのか？」

「奥の壁にも、神様の聖印シンボルがあります。それだけでなく、この場所にはグリーンウッド王国の紋章がないのですよ」

　もしも、エルフたちが造った場所なら、自分たちの印を入れるはず。例えば、ファルトラ市の教会堂には聖印だけでなく、リフェリア王国の旗も掲示されていた。

「まさか神が創った、とでもいうのか？」

　この異世界には、神の痕跡が多く残っている。ディアヴロのいた元世界における神とは、別の存在だと考えるべきだろう。

　シェラがうなずいた。

「うん、ここは神様が創った場所なんだって」

「……王都にあった大教会堂の深しん殿でんも、そう言われていますね」

「そうみたいだねー」

「……ここはエルフたちにとっての教会堂というわけですか？　婚礼を挙げる場所なのですか？」

　シェラは結婚を決意したから、それを告げるために、わざわざこんな場所へ連れてきたのだろうか。

　彼女が首を左右に振った。

「ちがうよー。エルフの結婚式は、もっと明るいとこでやるもん。国一番の木がある広場で、みんなで楽しく歌って踊って食べて、みんな嬉うれしいの」

「……それでは、この場所は？」

「お墓だよ」

　ディアヴロは背筋に冷たいものを感じた。

　周囲に視し線せんを巡らせる。

　横長の石が壁際に並んでいた。なにかの作業台か長机かと思ったが……

　聖印シンボルの刻まれた箱。

　つまり、あれは、石せき棺かんだ。

　歴代の王族の墓なのだとシェラが言った。

　棺のひとつを前にして、彼女は手を合わせる。

　周りの石棺と違い、それには真新しい黒布が被かぶせてあった。崩御した国王──シェラの父親だ。

　気づいたレムも手を合わせて、ラフレイシャも同じようにした。

　ディアヴロは目を閉じ、心の中で冥福を祈る。

　シェラが顔をあげて、目元をぬぐった。

「はぁー……やっとお墓参りができたよー。ありがとうね、みんな。これが一番の目的だったんだけど、ずいぶん遠回りしちゃった気がするね」

「……それどころではない状況になってしまっているのは確かですね。そろそろ話してもらえますか？」

「えーっと、なにかを隠してるつもりはないんだよ？　ただ、なにから話したらいいのかわからなくて」

「……あなたの記憶力と判断力と説明力が、ネズミにも劣ることは知っています」

「ひどっ!?」

　レムがため息をついた。

　思案顔で提案する。

「……ちょっと整理しましょうか。わたしの中には、魔王クレブスクルムの魂が封印されていました。とある儀式により、大半は外に出た──これは、ディアヴロもシェラも知っていることですね」

　確認され、うなずいた。

　ただし、腹ペコ幼女と化したクルムがファルトラ市に居ることはグリーンウッド王妃やラフレイシャには秘密にしている。もしも、リフェリア王に伝えられたら、今の生活を失ってしまうからだ。

　レムが続ける。

「わたしの中に封じられていた魔王は、わずかに残っており……残ざん滓しの解放が、覚醒のキッカケとなる可能性もありました。そんなときに、問題を解決できる儀式魔術がダークエルフに伝わっている──とセレスからの手紙をもらったのです」

「そのへん、あたしは病気で寝てたから、よく知らないけど」

「……細かいことはいいでしょう。とにかく、わたしたちはダークエルフの里を訪ね……ラフレイシャ様の儀式魔術によって、とうとう魔王の魂を完全に自分の中から取り出すことに成功したわけです！」

　レムが語気を強めた。それだけ彼女にとって大きなことだったのだ。腰のポーチに手を当てる。そこには魔王の魂を封じた《神結晶》があった。

「……しかし、そのためにシェラが結んだ約束が、ややこしい事態を招いているわけです。では、そちらをまとめましょう」

「エルフとダークエルフが仲良くなるのは、いいことなんだよー」

「……否定はしませんが、黙らっしゃい。話には順序というものがあります──まず、シェラの目的は里帰りでした。いくら家出中とはいえ、父親が亡くなり、母親一人になってしまったとあっては放っておけません」

「うん、やっぱり、そう思うよね」

「……それと全く関係なく、あなたはダークエルフの里で約束を交わしました。誓約ですね。〝ダークエルフたちにグリーンウッド王国の一部を譲る〟と神に命を懸けて宣言したわけです」

「ダークエルフたちがエルフと仲良く暮らしてくれるなら、だよ」

　横で聞いていたラフレイシャがうなずいた。

「いろんな考えの者がおりますから、なかなかすぐ全員が感情を切り替えるのは難しいでしょうけれど、この森に住もうという者たちは、仲良くできると信じていますよ」

「だよね！」

　シェラが嬉うれしそうに笑みをこぼした。

　レムが腕組みして、うなる。

「んー……領地の一部を譲るという大きな代償は、エルフとダークエルフの仲を取り持つのが目的なわけですね」

　そもそも、仲なか違たがいした理由は、三代前のリフェリア王にあった。

《神しん聖せい軍ぐん》という兵団を差し向けて、ダークエルフたちを魔王崇拝者として襲撃したのだ。

　レムを救ってくれた魔術儀式など──魔王にまつわる知識を神から託されていたのが原因らしい。

　許ゆるしがたい愚行だが、もう昔の話だ。今のディアヴロにできることはなかった。

　その襲撃のとき、エルフたちはダークエルフを見捨てた。戦わなかった。それが彼らの仲を裂いたのだが……

　実は、エルフたちはグリーンウッド王を人質にとられ、神聖軍に従っていたのだった。

　王妃の言葉であり、真相はわからない。

　それでも、ラフレイシャは真実として受け入れた。

　レムは所感を口にする。

「……とても良いことだと思います……西の地で、ついに魔王が覚醒しました。人ひと族ぞくは再び過酷な戦いを余儀なくされるでしょう。力を合わせることが必要です。エルフとダークエルフのわだかまりが薄れたことは、喜ばしいです」

　うんうん！　とシェラがうなずいた。

　ラフレイシャも小さく首肯する。

「そう思いますよ」

「……ただし、王がいなくては、領地の譲渡はできません。グリーンウッド王国には古い因習が多く残っており、これもそのひとつで……いえ、他の種族でも同じですね。支配者が不在のときに領地の線引きを変えるなどと。民衆を納得させるのは難しいでしょう」

　土地が減れば生活が苦しくなる。民の生活を守ってこその王だった。

　ラフレイシャが目を伏せる。

「エルフ側にも、ダークエルフに恨みを持ってる者がいるでしょうしねぇ」

「……そのあたりは措おいておきましょう。とにかく、グリーンウッド王国には王が必要です。そして、王妃の話によると、王が必要な理由は森のためでもある……太古に交わした神との約束には、国を治める王の在位が不可欠であると」

　シェラが頰ほおを膨らませる。

「母さんは〝エルフの国なんだからエルフが王じゃなきゃダメよ〟って、そればっか言うんだよー」

「……当然です」

「うええっ!?　そんなー」

「当然でしょうねぇ」

「当然だな」

　ディアヴロでさえ、王妃の考えが正しいだろう、と思った。

　レムがまとめに入る。

「……わたしたちが抱えている問題というのは、領地を譲る約束や、森のためという複数の理由がありつつも、結局はひとつだけなんです……つまり〝シェラがエルフと結婚しなければならない。このままだと、相手はドュランゴとかいう男になりそう〟という」

「あぅあわぁ～」

　シェラが妙な声をもらした。

「嫌なのですか？　優秀なエルフだそうですよ。まぁ、容姿はエルフというよりオークですが」

「ううぅ……ドュランゴさんが、どうとかじゃなくて……あたしは他に、ずっと一緒にいたいって思う人がいるから」

「……ディアヴロのことですよね？」

「う、うん」

　ちらっ、と視し線せんを送られた。

　思わず赤面しそうになってしまう。

　いやいやいや……とディアヴロは否定した。過去の陰惨な経験を思い出す。自分が惚ほれられているなどという〝勘違い〟は絶対にしない。絶対に、だ。

　──シェラのことだから、どうせ子供みたいに〝一緒に冒険したい〟とか思ってるだけだろう。男女の恋愛感情などではない。

　その気になって話を進めて、いざ夫婦の営みなんて段になって〝そういうんじゃない〟とか言い出すに違いない。

　身体はオトナ、頭はコドモなのだ、シェラは。

　レムが眉間にシワを寄せた。

「……わかっていますか？　ディアヴロは混魔族デイーマンですよ？」

「そ、そうだけど」

「……妙なことを言い出しましたね、あなたは……異種族愛者クロスブリアンなのですか？　バカなだけじゃなく変態です。変態エルフです」

「そ、そんなんじゃないよ！　ずっと一緒にいたいと思う人が、たまたま異種族だっただけだから！」

「……ひとつ確認しますが……あなたは、王と王妃の役割は、なんだと思っているのですか？」

「え？　お祈りとかして、神様に森を豊かにしてもらうの。あとは困ってる人がいたら話を聞いたり。神様から預かった〝大切な物〟を守ったり」

　──そういえば、ラフレイシャも言っていたな。〝大切な物〟とは何だろうか？

　レムが首を左右に振る。

「……それらは重要ですが、同じくらい大切な役目があるでしょう？　あなたは不勉強にも程があります。王侯貴族が果たさなければならない責務には、世継ぎを残すことがあるのですよ」

　シェラが頰ほおを染め、後ずさりした。

「よ、世継ぎぃ!?」

「……子供を作らなくてはなりません。それとも、あなたの代でグリーンウッド王家を途絶えさせるつもりですか？」

「そんなつもりじゃないけど……ちゃんと考えてるよー」

「……エルフと混魔族デイーマンでは、子供が作れません。基本です」

「そうだけど、絶対ってわけじゃないし」

「……普通は作れません。だから異種族には親しみや友情は感じても、愛情は抱かないものなのです。多くの場合には同性と同じようにです。まぁ、シェラはディアヴロに何度も助けられたせいで、ちょっと勘違いしているのかもしれませんが」

「あたし、勘違いしてるの？」

　シェラ自身、芽生えたばかりの感情に、困惑してる様子だった。

　レムは深呼吸した。

　奥歯を嚙かむ。

　拳を固く握りしめた。

「……つらいでしょうけれど、仲間だと思うからこそ、はっきりと言います──シェラ、あなたはエルフの男性を選んで結婚すべきです。ドュランゴが嫌なら、それは母親に伝えてください。しかし、国のためにも、あなた自身のためにも、周りに祝福される相手を今選ぶのが最善だ──と、わたしは思います」

　シェラが息を吞のむ。

　視し線せんが定まらなかった。

「で、でも、あたしは……だって……」

「……落ち着いて。よく考えてください。あなたは思慮に欠けて無知で浅薄ですが、本当に大切なことはわかる人です。きっと正しい判断ができるはず。そう信じています」

「それは本当に信じてるのかな!?」

「……あなたこそ理解していますか？　いくら王族とはいえ、民が納得しなければ土地を譲るなど不可能です。命を賭した誓約が果たせないのですよ!?」

「あぅあわぅあぁ～……それはそうだけどぉ……」

　シェラが頭を抱えてしまった。

　もともと賢いほうではない。そのうえ、為すべきことと自分の気持ちとのジレンマに苦しんでいるのだろう。

　今までならば、ディアヴロも一緒に出口のない迷路を彷徨さまようように悩んでいたかもしれない。

　しかし、もう苦悩はしていなかった。

「シェラよ、問いがある。心して答えよ──お前は、我と共に行くが望みだと言ったな？　国だの約束だのは、どうでもよい。その気持ちが偽りなく本物であるかどうか、ここで明言するがいい」

「えっと……まだよくわかんないんだけどね……あたしは、自分がどこまでやれて、どこまで行けるか、試したいんだ。そんで、それは一人じゃなくてディアヴロとレムと一緒がいいの。だって仲間だもん！」

　彼女は出会ったときから変わっていない。

　純粋に自分の限界に挑戦しつづけ、新しい天地を求め、仲間と共にあろうとしている。寂しがりの冒険者だ。

　ディアヴロはうなずいた。

「そうか。よくわかった。聞きたいことは、それだけ……いや、もうひとつだけあったな。先程、エルフ王の役目は〝大切な物〟を守ることにあると言っていたが」

「ん？　あ、言ったかも」

「それは何だ？」

「あー、そういえば、知らないや」

「相変わらずだな、お前は」

　ディアヴロは肩をすくめた。

　レムが苛立たしげな声をあげる。

「……まったく！　自分の人生を左右することなのですよ!?」

　手厳しいようだが、相手を本気で心配しているがゆえ、その迂う闊かつさに腹が立つのだろう。

　シェラが長い耳の付け根をなでた。

「あはは……昔、母さんに〝見ればわかるから〟って言われて。その頃は、自分が王妃になるなんて思ってなかったし」

「……好奇心を持つなら、まず自分の身の周りにこそ向けるべきです。そんなことも調べずに家出したのですか」

「ここにいた頃は、だいたい兄さんから逃げ回ってたんだよー」

「ああ……困った人でしたからね、無理もありません。あなたも苦労していたようで、それについては同情します」

　レムの言葉に、シェラが苦笑した。

　ラフレイシャが提案する。

「確認しといたほうがいいんじゃありません？　王妃が〝見ればわかる〟と言われたのなら、見てもかまわないということですよね？　一度くらい見ておいても悪くないと思いますけれど」

「そだね！　せっかく来たし、見とこうか！」

　意外にも、その〝大切な物〟は、この場所にあるという。

　レムが首をかしげた。

「……ここは墓所なのでは？」

「そうだけど、それもあるんだよー」

　苦悩を忘れたかのような表情で、シェラが地下室の奥へと向かう。

　彼女は基本的に、未知のものや新しいことが好きなのだ。楽観的で積極的で好奇心旺盛だった。

　レムが苦々しい顔をする。

「……結婚式は明日に迫っているというのに、結論も出さず、こんなことをしてていいのでしょうか？」

　ディアヴロは、落ち着かない様子の彼女をなだめる。

「つまらぬことを気にするな。この場所に伝説級の秘宝があるというのだ、目にしてみたいと思うのが当然であろう」

「……そうですね。わたしたちは冒険者ですから」

「どうせ、なるようにしかならん。そして、どうなったとしても…………」

「……ディアヴロ？」

　シェラが奥の壁まで辿たどり着つく。

「はじめるよー」

　聖印シンボルが彫られている壁に、掌で触れた。

　それから、聞きなれない言葉──呪文のようなものを唱えはじめる。

「〝あぃあぅえるぅぷりぃおぅんしぃくりっとどぅわぁ〟」

　この異世界の言語は、ディアヴロには母国語へと変換されて聞こえていた。しかし、シェラの言葉は意味不明だ。

　そもそも、翻訳されている理屈も不明なのだが……

　もしかすると、意味のある言葉ではないのかもしれない。エルフの〝大切な物〟が保管されているならば、それは宝物庫だろう。

　宝物庫を開ける言葉なのだから、あれは暗号パスワードのようなものか？

　キィィィン……と甲高い音が地下室に響き渡る。わずかに耳の奥が痛かった。

　魔力の青白い光が、壁に彫られた聖印シンボルを浮き上がらせる。

　まるで溝に沿って水が流れていくように魔力が走りだした。青白い光は曲がり、分かれ、交わり、壁や地面に複雑な模様を形作る。

「……これは、魔術陣ですか？」

　レムがつぶやいた。

　ラフレイシャが目を細める。

「こんな形の魔術陣は見たことがありませんね」

「む？」

　描かれた模様に、ディアヴロは見覚えがある。

　ファルトラ市でクレブスクルムが魔王として覚醒しかかったとき、空に魔術陣が広がった。

　──似ている。

　魔王が復活したときの魔術陣と。

　しかし、同じ系統ではあるが、違う部分もあった。

　ディアヴロは魔術師として強力な魔術を使うことができるが、ゲームでレベル上げをした結果だ。この異世界の魔術について、詳しいわけではなかった。魔術陣を見ても、意味するところは理解できない。

　まるでゲームのイベントムービーを眺めるように──凝った演出だな、と思いつつ眺めているしかなかった。

　魔術陣が完成したようだ。

　四方の壁だけでなく、床にも天井にも、魔術陣が刻まれていた。

　視し界かいが一変する。
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　荒涼とした枯れ野原に立っていた。

　赤い錆さび色いろの大地が、延々と続いている。ひび割れて、草の一本も生えていない。空も赤い。

　夕焼けではなく、赤色の雲に覆われており、薄暗かった。

　ディアヴロは周囲を見渡す。

「なんだ……ここは……？」

「《終は末て》って母さんが言ってたよ。あたしも、来たのは初めてだけど」

　シェラが答えた。

　転移魔術なのか？　あるいは、幻覚か？

　風景は一転したが、他の者たちの姿はあった。シェラだけでなく、レムもロゼもラフレイシャも。

「……《終末》ですか。エルフ王家の墓所に、こんな仕掛けがあるなんて、聞いたこともありませんでした」

「すごいね。びっくりだよね」

「……ひとつ確認しておきますが、異種族であるわたしやディアヴロを連れてきてしまってよかったんですか？」

　レムの問いに、シェラが「あ」という顔をした。

「ダメかな!?」

「……王妃の許きよ可かを取っていないのですか!?　はぁー……わかりました……ここへは来なかったことにしておきましょう」

「うん。言わなければ、大丈夫だよね！　ラフレイシャさんも、ナイショにしてね」

「………………」

　返事もせず、ラフレイシャは呆ぼう然ぜんと遠くを見つめている。

　シェラが近づいて、顔の前で手を振った。

「ラフレイシャさーん？」

　ハッ、と気づく。

「わわっ!?　な、なんなん……!?」

「あ、あの……大丈夫かな？」

「え……ええ、もちろんですよ。ちょっと、びっくりしてしまいましたけれど」

　あはは、とシェラとラフレイシャが二人して笑う。

　ディアヴロは足元に視し線せんを落とした。

　土に半分ほど沈んで、何かが落ちている。

　拾ってみた。

　巨大なクリスタルだ。

　ロゼが近くに来る。

「マスター、それは《フォースヒュドラ》の召喚クリスタルです」

「なんだと!?」

「レベル制限はありませんが、種族制限があり、エルフにしか使用できません」

「そんなものが……」

　同じように、レムが地面から細剣を掘り起こした。赤土にまみれているが、精緻な意匠が施されている。

「……これは？」

「そちらは《アシッドオリオン》で、攻撃に《腐蝕コラウジヨン》の効果が発生します。レベル制限は１６０」

　レムが目を丸くする。

　ディアヴロも驚きよう愕がくした。

　──レベル制限１６０だと!?

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリのレベルは、１５０が最高だった。あの細剣はプレイヤーの誰にも使えないということになる。

　やはり、この異世界はディアヴロがプレイしていた時点のクロスレヴェリとは違う。

　だいたい、レベル制限は半年ごとに引き上げられていた。

　以前にも推測したことだが、この異世界はゲームの元ネタになったものではないかと思われる。

　クロスレヴェリが全ての仕様を実装したら、この異世界になるというわけだ。当然、レベルの上限も遥はるかに高いだろう。

　そもそも上限など存在するのかも不明だった。

　レムが周囲を見渡す。

「……これが、エルフの宝物庫なのでしょうか？　思っていたのと、だいぶ違います。これでは、まるでゴミ捨て場ではないですか」

「エルフの王族が、秘宝とやらを把握していないわけだ。目録がないどころか、まずは土の中から掘り出さねばならないとは。しかも、普通は見ただけでは性能がわかるまい。ロゼのおかげで把握できたが」

　魔導機マギマテイツクメイドなど、こちらの世界ではロゼしか見たことがない。おそらく、グリーンウッド王国にも存在しないだろうと思われた。

　彼女が深々と頭を下げる。

「このロゼが、お役に立てたのでしたら、幸いです」

「うむ、なかなかの働きである」

　お辞儀をしたままの姿勢で、ロゼが肩を震わせた。んふーっと鼻息を荒くする。ディアヴロの言葉により、密かに興奮してる様子だった。

　少し離れた場所から、シェラが叫ぶ。

「ディアヴロー!?　こっち！　こっち！　きて！」

「ふむ……どうやら、ここに転がっているのは〝大切な物〟ではないようだな。エルフの秘宝には違いなさそうだが」

「この雑な扱いは、理解に苦しみますね」

　言いながら、ディアヴロたちはシェラの呼ぶほうへと向かった。

　地面が途切れている。

　崖だ。

　大地の裂け目で、大きな谷になっていた。谷といっても対岸は霞かすんでしまうほど遠い。底が見えないほど深かった。

　シェラが下を指さす。

「こ、これが〝大切な物〟だよ！」

　谷底に、真っ黒い何かがあった。

　最初は水でも溜たまっているのかと思ったが、そうではなかった。

　モンスターだ。

　中心には、身の丈の何倍もある謎の球体があった。その周りをケーブル状のものが這はっている。まるで何万匹もの大蛇が蠢うごめいているかのようだった。

　レムが崖から後ずさる。

「……ッ!?　まさか、魔王!?」

「なんだと!?」

「……あ……その……あんなのは見たこともないのですが、そう感じました。ずっと身近にあったせいかもしれませんが」

　確かめるように、腰のポーチに触れる。彼女に封印されていた魔王の残ざん滓しは《神結晶》に移されていた。

　シェラがすがりつくようにして尋ねてくる。

「魔王って、魔王なの!?　本物!?」

　ディアヴロは困った。

　──新しいモンスターだから、名前の表示がないとわからないかな！

　残念ながら、ウィンドウが開いてプロフィールを紹介してくれるなんて親切な機能は、この異世界に存在していなかった。

　頼りになるロゼに視し線せんを向けるが、彼女は崖下を一いち瞥べつしただけで、何も言わない。

　宝物庫の番人だから、アイテム関係の知識は豊富だが、モンスターには詳しくないのかもしれない。

　ラフレイシャが口を開いた。まるで独り言のようにつぶやく。白昼夢でも見ているみたいに虚ろな表情だった。

「……《心臓の魔王カルディーア》……其それは根源、生命の火、もたらす者……この世界を改変する力……」

「おい、知っているなら話すがいい」

「えっ!?」

　ディアヴロの声で、彼女は我に返ったように表情を取り戻した。

「や、やですねぇ……私も昔語りで聞いたのを覚えてたくらいで詳しくないですよ？　この地に封じられたっていう魔王の名です」

「あれは、やはり魔王なのか。《心臓の魔王カルディーア》だと？」

「おそらくは」

　その話を聞いて、シェラがますます顔色を青ざめさせる。

「ままま魔王だよぉ!?」

「シェラ王女、落ち着いて。あれは、おそらく本当に魔王ですが、封印されてますから」

「う、うん」

「ちょっと動いてますけど……復活してたら、私たちが無事ということはないでしょう、これは推測ですが」

「封印されててよかったー」

　レムは魔王を見つめながら言う。

「……エルフが神様に託された〝大切な物〟というのは、魔王のことだったんですね」

「そのようです。どこかに封印そのものがあるはずなんですが？」

「えっと、これかな？　〝こぅんそぁう〟」

　シェラがまた謎の言葉を発すると、空中に虹色の宝珠が現れた。バスケットボールくらいの大きさか。

　宝珠の周囲をリングが多重に囲っている。土星の環のようだった。

　ラフレイシャが目を見開く。

「……ッ……これ、すごい。こんな大きな神結晶は初めてです。さすがは魔王そのものを封印してるだけあります！」

　シェラが虹色の宝珠を見つめていた。

「あ……」

「どうかしたのです、シェラ？」

「んとね、この封印ってグリーンウッドの森と同じで、神様から力をもらうみたいなの。でも、父さんが死んじゃってるから……」

「なっ!?　そ、それは大丈夫なのですか!?」

「今日や明日に封印が解けちゃうことはなさそーだけど、だんだん弱くなってくみたい」

　シェラはサラッと言ったが、かなりの大おお事ごとだった。

　魔王の封印が弱まっている！

　そして、グリーンウッド王国に王がいなければ、やがて封印は解けてしまうという。

　レムが額の汗をぬぐった。

「……王妃が娘に結婚を強制したり、あまりに性急に結婚式を挙げたがる理由がわかりましたね。これは森の恵みどころではありません」

　ディアヴロも同感だ。

「エルフどころか、人ひと族ぞくの存亡に関わるであろうな」

「……それにもかかわらず、わたしたちに話さなかったということは、これはエルフだけの秘密なのでは？」

「あるいは、エルフの王族だけの秘密であろう。知る者が多いほど秘密は明るみに出やすいものだ」

「……たしかに、国民に知らせる必要はありませんね。周りに秘宝が転がっているにもかかわらず、ろくに回収もされていない理由もわかった気がします」

　いくら封印されているとはいえ、魔王に近付きたがる者はいない。

《心臓の魔王カルディーア》は今まで登場したモンスターたちに比べて、極端にグロテスクな容姿をしていた。

　強さは、どれほどだろうか？

　ＭＭＯＲＰＧの性質として、どんどんプレイヤーたちは強くなっていく。必然的に、新しいイベントのモンスターほど強いものだ。

　ディアヴロが知らないということは、こいつは未実装──将来のイベントで登場する可能性が高い。

　ゲームでは《脳の魔王エンケバロウス》は単ソ身ロで倒せたが、この《心臓の魔王カルディーア》のほうがレベルは上と考えるべきか。

　グリーンウッド王国に対して、リフェリア王国の備えは厳重ではない。人ひと族ぞくの防衛線は西の魔王領に対して厚く、ここは内側だった。王都までに大きな防衛拠点はない。

　ディアヴロは王都にいるアリシアや、大教会堂のルマキーナや、宿《鳳ほう凰おう館》の従業員、街で会ったさまざまな人たちを思い出していた。

　──こいつが覚醒したら、みんな死ぬ。





幕間




　真っ暗な部屋に、彼女は立っていた。

　ここは、どこでもない場所。

　夢の中だ。

　声が聞こえた。

　地の底から、声が聞こえてくる。




『忘れるのか？』




　人の声ではなかった。

　これを聞いてはならない。

　彼女は直感的に、それを悟り、長い耳を両手で塞ぐ。

　暗闇の中に、ぽつんと明るい場所ができる。

　そこには子供が立っていた。

　ダークエルフの少年だ。




『……ぼくを忘れるのか？』




　彼女は目を見開く。

　唇を震わせた。

　彼の名を口にしたのは、何十年ぶりだろうか。

　少年は言う。




『許ゆるすのか？　あいつらを？　ぼくは、あいつらのせいで死んだのに！』




　違う。

　それは違う、と理性ではわかっている。

　悪いのは人間ヒユーマンだ。




『それなら、あいつらの次は、人間ヒユーマンだ。リフェリア王は許せない』




　それも、もう昔のこと。

　少年の目が潤んだ。




『忘れるのか……』




　否。忘れはしない。忘れられはしない。

　でも、自分たちは未来へ進まなくてはならない。




『それが、恨みを忘れるということでなく、なんだというの？』




　少年の唇の端から、だらりと赤い筋が流れ落ちた。

　彼の胸から、その細く小さな身体に対して、あまりに大きすぎる刃が、飛び出してきた。

　十字の刃がついた槍やりが、背中から少年を貫いている。

　血が噴き出した。




『ぼくは、こんなに痛いのに！　殺されたのに！』




　赤くて温かい液体が飛んでくる。

　頰ほおが濡ぬれた。

　手をやる。

　ぬめりとした感触。




　彼女は絶叫する。




『ワレ　ヲ　求メヨ』




　地の底に沈む、黒い塊の声が、頭の奥で響いた。





第六章　結婚式を挙げてみる




　ディアヴロはこの異世界に来て初めて、ベッドに入っても一睡もできぬ夜を過ごした。




　翌日──

　まだ朝あさ靄もやも晴れぬうちから、笛や竪琴ハープの音色が聞こえてくる。

　婚礼の準備だろうか。

　ディアヴロは身体を起こした。

　ドアのほうへ視し線せんを向ける。

　壁際に立っている魔導機マギマテイツクメイドのロゼが、丁寧に礼をした。

「おはようございます、マスター。お身体に障りはありませんでしょうか？」

　彼女はディアヴロが起きていて一定の距離にあると、魔力が充じゆう塡てんされる。眠れなかったことを察しているのだろう。

「この森に来てから、ろくに魔術を使っていない。身体も鈍りそうなほどだ。問題などあろうはずがない」

「失礼いたしました」

　同じベッドで寝ているレムは、まだ寝息を立てている。早朝なので、寝かせておくことにした。

　静かにベッドを抜け出て、部屋のドアへ向かう。

「ロゼよ、念のため、レムについていろ」

「……畏まりました」

　ディアヴロと離れることへの不満を一瞬だけ無言で示し、彼女は従った。

　大部屋に出る。

　ふと、玄関扉がわずかに開いたままであることに気付いた。

　他の住居には扉どころか壁すらなく、木の枝を寝床として使っているような国なので、不用心などとは言わないが。

　──誰か出入りしたのか？

　大部屋からは、二つの個室への扉がある。

　一つは、たった今、ディアヴロが出てきたほう。

　もう一つは、ラフレイシャが使っている部屋だった。彼女の部屋の扉も、半開きになっている。

　そういえば、ダークエルフの里の建物は、ほとんどに扉がなかった。開けた扉は閉めるという習慣がないのかもしれない。

「……散歩か？」

　寝付けなかったのは、ディアヴロだけではなかったか。

　今日の婚礼で、新王が即位すれば、ラフレイシャの目的に近付く。ただし、その新王が領地を譲渡するかは、まだ確定していなかった。

　妻となるシェラ新王妃の命がかかっているのだから、まず反ほ故ごにはされまいが……

　それでも、政治の世界では、ときとして理不尽なことが起きるものだった。貰もらうものだけ貰って約束を守らない手合いは、どこにでもいる。

「落ち着かないのも無理はないか」

　ディアヴロは外に出た。

　たしか、シェラの話だと、結婚式は国一番の大樹のある広場で執り行うのだったか。

　全てのエルフが、あくせく働いているかと思いきや、そうでもなかった。

　相変わらず、木の上で寝そべって弦楽器を爪弾いている者や、果物をかじっている者など。

　視界が開ける。

「お……」

　思わず声をもらしてしまうほど、それは見事な大樹だった。

　天に届くかと思うほど高く、魔術師の塔より太い。まわりの大きな木々が苗木に見えてしまうほどだ。

　その大樹の前に、祭壇が用意されている。

　まだ飾り付けは完成していないようだった。会場を囲む花壇は途中だし、椅子も次々に運ばれてきている最中だ。

　一人のエルフが指示を出している。

「よし、その椅子は、こっちだ。急げ、八時までには下を終わらせるぞ。上の飾りは？　まだなのか。それも急ぐように伝えてくれ」

「ドュランゴさん、追加のベンチが来ました」

「お、そうか。あああ、少し意匠が違うな……よし、それは後ろにまとめよう」

　ディアヴロは目を見張った。

　──ドュランゴ!?

　やはり、エルフとは思えないような豚面だが、周りから尊敬されて頼られていることがわかる。

　なにより、あの妙な話し方ではなかった。

「食事の用意は進んでいるか？　肉が足りないな……仕方ない、五人ほど狩りに出てくれ。二時間で頼む」

「ドュランゴさん、上の飾り、先に半分が来ました！」

「よしよし！　ふむふむ、よーし、いい出来だ。じゃあ、これを上から飾ってくれ。二人一組でな、一人が飾り付けして、もう一人は沢山持っていくんだ。いちいち降りてきたり、沢山抱えたまま作業するより早いからな」

「はい！　よし行くぞ、おまえら！」

　若いエルフたちがドュランゴに言われたとおり二人一組で動いた。

　ディアヴロは彼のほうへ向かう。

「フンッ……たいした統率力ではないか？　さすがは次期国王といったところだな」

「あっ!?　ありゃこりゃ、どうもです。お早いですね！」

「貴様、その妙な話し方は……」

「でゅふふふ……私の話し方が、なにか？」

　わざわざ妙な演技をしている理由はなんだろうか。これが女たちにウケが良いとも思えない。

　王妃はドュランゴを推挙しているが、容姿や仕草を褒めているわけではなかった。

　魔王ロールプレイをしているディアヴロにはわかる──キャラを作るのは、生半可ではないのだ。それほどの苦労をするからには、理由があるはずだった。

　とはいえ、ただ尋ねて白状するはずもない。

「怪しいヤツめ」

「いやいや、参りましたな。ああ、シェラ王女と私の結婚式は、午後一時からです。それまでは、芳ほう醇じゆんな果実でも召し上がってくだされ。とっておきを用意させますから、ごゆるりと」

「食い飽きた。それよりも、ひとつ貴様に聞いておこうと思っていたことがある」

「ほほう、なんでしょうか？」

「シェラは冒険を続けたいと思っている。王妃となったあとも国を出たいと言い出すだろう」

「でゅふふふ……それは困った王妃ですな」

「貴様は、そう考えるか」

　ドュランゴが口元に手をやった。

　急に鋭い目つきに変わる。

「…………ディアヴロ殿、アレを見たのでしょう？」

「む？」

「シェラ王女には常に監かん視しをつけています。みなさんを王家の墓所に連れて行ったことも、そのあと青ざめた顔で出てきたことも、すべて了解しておりますよ」

「貴様も知っているのか」

「私は王の側近を務めておりましたゆえ」

「ならば話は早いな」

「アレのことは、エルフたちの前でも他言無用に願います」

　やはり、《心臓の魔王カルディーア》が封印されていることは、王族だけの秘密か。彼は王の右腕となって働いていたから知っているが。

「私が即位したとしても、子は必要です。旅先でシェラ王女にもしものことあらば、いずれ王家の血脈は断絶ですから」

「ふむ」

　冒険者は危険と隣り合わせだ。その懸念は必然だった。

「少なくとも、子供を三人ほど授かるまでは、グリーンウッドから出てもらっては困る、というのが私の考えです」

　ディアヴロはため息をつく。

　まるで乳牛だな。子供の数はノルマか。

　子供が三人というのは、今の王妃が三人産んで、シェラしか残らなかったからだろう。

　キイラ王子のような性悪ですら、王国のなかで大切にされていた理由がわかるというものだった。

　ドュランゴが念を押す。

「くれぐれもアレのことは……」

「周知しておけば、ファルトラ領主とて、エルフ王子の首を飛ばしたりしなかっただろうがな」

「とんでもない！　アレのことが広まれば、魔王崇拝者が王族の命を狙うでしょう」

「フンッ……貴様の考えは、よくわかった」

　妙な口調で演技をしている理由のほうは不明だったが。

　やはり、封印のことを知っていれば、そういう判断になるか。





†






　時刻は午後一時──

　大樹の前の広場だった。

　樹上から、色とりどりの飾り紐ひもが垂れている。ガラス玉でも結んであるのか、キラキラと光っていた。

　周囲を囲むように花が咲いていた。植木鉢が並べてあるのではなく、花壇のように地面から咲いている。しかし、昨日の今日に決まった挙式だ。タイミングよく開くはずはないから、植えたのだろう。

　ベンチが並べられ、なめらかな布が掛けられている。

　エルフのなかでも高貴な地位の者たちが、席について参列していた。その他の者たちは、会場を囲むようにして立ち見である。

　森の中にまで、こんなにも居たのかと思うほど大勢のエルフが集まっていた。グリーンウッドにいる大半が、ここへ来ているのだろう。王の即位が森の存続に関わるのだから、関心が高く、祝典を目にしたいと考えるのは当然か。

　式場の中央には、絨じゆう毯たんが伸びていた。

　金糸を使った絨毯のようだ。

　自然との調和を保ちつつ、要所には贅ぜいを感じさせる意匠も取り入れている。見事なものだった。

　レムは来賓として、最前列の端に座っていた。

　隣には、ひとつ席を空けてロゼがいる。

　落ち着かない。

「……ディアヴロは、まだ来ないみたいですね？」

「このロゼのセンサーでも感知できません。人が多すぎるせいです……くっ」

　ディアヴロがいないと落ち着かない魔導機マギマテイツクメイドだった。

　もうすぐ挙式が始まる。

　しかし、ディアヴロとラフレイシャの姿がなかった。

「……二人は別々に出かけたのですよね？」

「はい。ダークエルフが出かけたのは、夜明け前でした」

「……ラフレイシャ様の身に、なにかあったのでしょうか？　王妃に求められ、参列すると言っていたのに……約束を守らせたい側が、約束を破るなんて」

「データ不足。推測不能です」

「……野獣にでも襲われてしまったなんてことは？」

「わかりませんが、人ひと族ぞくを害するほどの野獣は、この周辺では感知できませんでした」

「……エルフが見回りをしてるそうですからね」

「はい」

　レムはため息をついた。

「……ディアヴロは、なにか考えがある様子でした。わたしに一言くらい話してくれてもいいと思うのですが」

「信用されていないのではないかと」

　むー、とレムは睨にらみつける。

　ロゼはいつもの無表情のまま、石像のように前を向いていた。

　不機嫌さを表に出してみたものの──彼女の言うことは的を射ていると思った。人は図星を指されると腹を立てるものだ。見当違いな指摘は、呆あきれるだけで笑い飛ばせる。

　レムは肩を落とした。

「……そうかもしれませんね。二手に分かれて探しに行ってみますか？」

「拒否いたします。このロゼはマスターから〝レムについていろ〟と命令されておりますから」

「……ああ、そうでしたか」

　つまり、自分がいなければ、ディアヴロはロゼを手駒として使えたわけか──とレムは考える。

　彼の足を引っ張っているのではないか？

　──情けない。

　口の中でつぶやいた。




　ジャーン！　と弦楽器が鳴らされた。




　会場の端にいる楽団が、演奏をはじめる。

　小鳥のさえずりのような静かな音から、どんどん楽器が増えていき、壮大な曲へと変わっていく。

　年がら年中そんなことばかりしているせいか、エルフの奏楽は圧巻の実力だった。さほど音楽に明るくないレムですら、その腕前が尋常でないことが理解できる。

　曲がひと段落した。

　司会により、結婚式の開幕が告げられる。

「おお、天におわす神々よ、陛下よ、王妃よ、参列の皆様よ、グリーンウッド王国の国民よ、今日という素晴らしい日に祝福を！」

　朗々と歌いあげるような調子だった。

　聖せい典てんの一節が読み上げられる。

　そして、次に新郎たるドュランゴが上手から登場した。馬子にも衣装というが、豚面の男でも真っ白い礼服を着ると雰囲気が……

「……やっぱり、微妙です」

「同様の評価をいたしました」

「……珍しく意見が合いましたね」

「はい」

　ドュランゴが祭壇に立つ神官と礼を交わす。そして、参列者の最前列にいる王妃にも頭を下げた。

　司会が淀よどみなく声をあげる。

　新婦入場！

　レムは振り返る。

　中央の金糸の道の先は、天幕に覆われていた。そこから、姿を現す──シェラだ。

　白いドレスに身を包んだ王女だった。

　見とれる。

　参列者たちも同じだった。

　一瞬──演奏まで止まって、風さえなくなり、鳥の声もが消え、耳が痛いほど静寂に包まれる。

　やがて、客席にどよめきが広がった。

　ときどき、シェラのことを美しいと思う瞬間はあったが、いつものバカな言動のせいで、そう思うことは少なくなっていた。

　今は、はっきりと言える。

　──綺き麗れいだ。

　こんな感想を同性に抱くのは変なのかもしれない。しかし、これは性的な魅力という意味ではなく、素晴らしい絵画や風景を見たときと同種の感動だった。

　エルフらしからぬ起伏も、ドレスの意匠と調和していた。

　首筋のまわりが開いたデザインなのは、《隷従の首輪》があるからだろう。隠蔽の魔術がかけてあるが、存在はしているので、首筋を包む服は着れない。

　ため息が出るほどの美しさ。

　しかし、シェラの表情は暗く沈んでいた。

　彼女の本心は別のところにある。それでも王女としての責務を選んだ。そのことをレムは知っている。

　勧めたのは自分だった。

「……シェラ」




〝周りに祝福される相手を今選ぶのが最善だ──と、わたしは思います〟




　正しい意見だと、今でも思う。

　しかし、シェラの初めて見せる絶望に沈んだ表情に、レムは胸が痛んだ。

　──わたしは、とんでもない間違いをしたのかもしれない。

　本当に守るべきものを見誤ったのではないか？

　手が震えた。

　ゆっくりとシェラが金色の絨じゆう毯たんを進んでくる。

　この挙式を終えれば、ドュランゴはシェラを手に入れ、エルフの王となるのだ。

　さぞ勝者の顔をしているかと思えば……

　彼は眉間にシワを寄せていた。

　下唇を嚙かみ、口惜し気な。あるいは、憐れん憫びんを感じさせる表情をしていた。

　ロゼがつぶやく。

「……貴女あなたは因習を克服するため、危険な冒険に身を投じ、ついには自身から魔王の魂を追い出したそうですね」

「え？　ええ」

「……次は、あのエルフが魔王に縛られる番というわけですか」

「ッ！」

　レムは腰を浮かす。

　ロゼは微動だにしなかった。

「どうしたのですか？　正しいことが、正しいのでは？」

「……わ、わたしは、間違えました！」

　レムの悲痛な声をかき消すように、演奏の音が大きくなる。はじまってしまった式典を邪魔する声など許ゆるさないというかのように、無数の楽器が空気を揺らす。

　レムが立ちあがったからか──腰に長剣を提げたエルフの兵士が駆け寄ってきた。

「レディ、具合が悪くなりましたか？」

「ちが……」

「こちらへ、レディ。今は式典の最中です。退席なさるか、さもなくば、お座りください」

　この儀式には、グリーンウッド王国の存亡がかかっている。彼らは式典を守る警備兵だった。

　レムは腰を下ろす。

　今、式場から出るのは、逃げるのと同じだ。

　警戒した視し線せんを残しつつ、エルフの警備兵は元の位置へと戻っていった。

　──わたしは、愚かで、無力だ。

　今のレムには黙って座っていることだけが許されていた。

　ゆっくり進んできたシェラが、足を止める。

　もう祭壇の前だった。

　神官が声をあげる。

「爾なんじ、新郎ドュランゴ……王女を終生の伴侶と認め、病めるときも健やかなるときも、喜びのときも悲しみのときも、恵みあるときも失われしときも、これを愛し、これを敬い、これを慰め、これを助け、その命のあるかぎり、真心を尽くすことを誓いますか？」

「はい、誓います」

「汝なんじ、シェラ・Ｌ・グリーンウッド……この男を伴侶と認めますか？」

「………………」

　シェラは口を開いたまま、なにも言えなかった。

　参列者がいぶかしげな顔をし、すこし騒がしくなる。

　一番前の席に座っている王妃が、あごで指図した。

　神官が小さくうなずく。

「新婦、慎み深く、肯定は沈黙を以て答えなさい──伴侶と認めますか？」

「…………ぅ」

「よろしい！　二人の気持ちを確かめました。それでは神の前で、誓いのくちづけを！」

　ドュランゴがうなずいた。

　新婦へと一歩、近付く。

　後ずさりしかけたシェラの腕を、ドュランゴが摑つかむ。

「お覚悟を」

「…………ッ」

　シェラが泣きそうな顔をした。

　駆けていけば十歩で着ける場所で、仲間がそんな顔をしているというのに──レムは座っていることしかできない。

　できなかった。

「……くっ……わたしは、間違えました」

「そうですか」

「……なにが国ですか。なにが魔王ですか。そんな束縛を断ち切ると決心したから、わたしは！」

「ロゼは、貴女あなたの意見が正しいと評価しました」

「……そうです！　正しいから、間違っていたのです！」

　ずっと真正面だけを向いていたロゼが、頭だけをこちらへ向けた。唇の端を引いて、笑みを浮かべる。

「もちろんです。そして、マスターは解っていらっしゃった」

「え？」

　上空で、何かがまばゆく輝く。大樹の枝葉が千切れ飛ぶ。

　──爆発!?

　衝撃波が、演奏の音を蹴散らした。
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　いくつもの光弾が、上空から降ってくる。

　魔術《ライトニングアロー》だった。一発だけでも相当に高等な魔術だ。それをこれほど多く放つことのできる魔術師を──レムは一人しか知らなかった。

　飾りつけを砕き、花壇をえぐり、大樹の幹を削る。

　参列客が悲鳴をあげた。

　なかには逃げ出す者の姿も。

　司会は落ち着くようにヒステリックな声をあげ、神官は一番早く祭壇から逃げ出していた。

　ドュランゴが慌てて自身の背後へと、シェラをかばう。

　彼の肩に、光弾が命中した。

「ぐおっ!?」

　蹴られた石ころのように宙を舞う。

　しかし、王妃から実力を買われ推挙されただけのことはあった。体勢を崩しつつも、転倒せずに持ちこたえる。

　風が巻いた。

　空から何者かが祭壇へと降りてくる。

　黒いマントを翼のように広げ、手には杖を。頭には悪魔の角が生えていた。その顔には魔族の血が流れている証が刻まれている──混魔族デイーマンの男だった。

　シェラの隣に立つ。

　彼は凶悪な笑みを浮かべた。

「クックックッ……神が認めようと、俺は許ゆるさんぞ、塵ごみども。こいつは我が所有物だ！　貴様らの勝手にはさせん！」

「ディアヴロォ！」

　手にした花束を投げ捨て、シェラが抱きつく。

　ととと……とディアヴロが傾いた。

「フンッ、勝手に結婚など許さんぞ！　貴様は我の物だと言ったはず。その命あるかぎり尽くすのは、この魔王ディアヴロであろうが！」

　魔王!?　と参列客の混乱は最高潮に達する。

　ドュランゴが警備兵の腰から、長剣を引き抜いた。

　先ほどまでの暗い表情から一転し、笑みさえ浮かべる。

「ほざいたな、魔王であると!?　貴様、魔王を名乗ったか!?」

「ククク……我こそは異世界の魔王ディアヴロ！」

「驚いたぞ、まさか魔王とは……しかしながら、シェラ王女は返してもらう！」

「フッ……勘違いするな、小僧。こいつは、すでに我の物だ。取り返したのは、俺のほうだ」

「理りの無いことを」

「そうそう、グリーンウッド王国には王が必要なのだったな？　ならば、この魔王ディアヴロが、なってやろうではないか、エルフの国の王にな！　フゥーハハハハッ!!」

「愚かな……誰も認めるものか！」

「それならば、復活するであろうな、この地に封印されし魔王が」

「黙れ！」

　参列者たちのうちで、逃げなかった者たちは、いくらか冷静だった。

　どういうことなのかと聞き入る。

　ディアヴロは大声で言う。

「聞けい、有象無象ども！　この地には神により《心臓の魔王カルディーア》が封じられている！　この国の王は、魔王を封じる鍵だ。そして、王の不在が長引けば、やがて封印は解ける！」

「外道めが……それを明かして、なんとする!?」

　ドュランゴが長剣を構え、間合いを一歩、詰めてきた。

　ディアヴロは左手でシェラの腰を抱き、右手に持った杖つえを相手に向ける。

「我を王と認めねば、魔王が復活するであろう！」

「やはり、魔の者ということか……。この地の魔王を復活させる目論見か!?」

「どっちでもかまわん」

「な、なに!?」

「我をグリーンウッド王国の王と認めようと──認めずに、カルーディアが復活しようと、どちらでもいい」

「馬鹿な。あの魔王が覚醒すれば、人ひと族ぞくは滅びるぞ!?」

「フッ……俺が、そんなことは許ゆるさん」

「なにを言っている……!?」

　ディアヴロは堂々と宣言する。




「真の魔王は、我唯一人！　偽の魔王など粉砕してくれる！」




　ドュランゴが目を見開いた。

「……ふ、粉砕ッ!?　倒すというのか、あの魔王を……!?」

　参列者たちも騒然となる。

　シェラが目尻から涙をこぼしつつ、これ以上ないくらいの笑みを浮かべた。

「わぁぁぁん！　ディアヴロォ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！」

「お、おい……」

　ぎゅうぎゅうと抱きつかれ、ディアヴロがシェラを押し返す。

　レムは立ち尽くしていた。

　目元が熱くなる。

　頰ほおを透明な滴が伝い落ちた。

「……わたしは、馬鹿です」

「マイマスターの深慮遠謀には、何なん人ぴとたりとも並ぶこと叶かないません。ただし、為されることの正しさを理解できるなら、貴女あなたには配下としての資格くらいはあるでしょう」

　レムは目元をぬぐう。

「……情けないです。でも次は間違えません。わたしは、ディアヴロとシェラの仲間ですから！」

「マイマスターを〝仲間〟などと、不遜な」

「さあ、加勢しますよ、ロゼ！」

　レムは駆けだした。魔導機マギマテイツクメイドが半歩も遅れることなくついてくる。

「言われずとも！」
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　ディアヴロは言い放つ。

「真の魔王は、我唯一人！　偽の魔王など粉砕してくれる！」

「わぁぁぁん！　ディアヴロォ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！」

　シェラが抱きついてきた。

　めいっぱい粧めかしこんで、いつもの三割増しで綺き麗れいなうえ、胸元の開いたドレス姿で、ぐいぐいふくらみを押しつけられると……

　照れる。

　この状況で頰を染めたら、魔王の雰囲気が台無しだった。

　ディアヴロはシェラを押し返す。

「お、おい……」

　──やめて！　恥ずかしいから、そんな胸元ガバァなドレスで抱きついてこないで！

　そんなことをやっていると、レムとロゼが駆けてきた。

「……ディアヴロ！」

「マスター、御命令を──敵を排除しますか？」

「敵か」

　ドュランゴの背後に、剣や弓を手にしたエルフの兵士たちが集まってきた。

　やはり、マント《闇の来訪》の効果を使っても、この状況では戦意を挫くじけないか。相手も必死なのだ。エルフたちは、戦ってでもシェラを取り返す気だった。

　ディアヴロは唇の端を吊つり上あげる。

「ククク……よかろう。実力の差を見せつけてやる」

　エルフたちの得意な武器は弓だ。

　しかし、ディアヴロの傍には、シェラがいる。万が一にも誤射など許ゆるされないから、彼らは矢を放てない。

　ならば剣しかないが。

　ディアヴロに斬りつけるつもりなら、ファルトラ領主ガルフォードくらいの速さは必要だった。

　それほどの速さがあれば、《ライトニングアロー》を斬り払うくらいの芸当はできるはず。

　──悪いけど、手加減できる状況じゃないし……これは一方的になるぞ？

「我に逆らうとは、分ぶんを弁わきまえぬ愚か者どもめ！　殲せん滅めつしてくれる！」

　ディアヴロは杖つえを振る。




《フリージア》




　レベル80程度の水属性の魔術だった。

　エルフたちは一気に冷却され、悲鳴をあげる。早くも壊滅状態になった。

「ぎゃあああぁ!!」「指が!?　俺の指がぁ！」「凍る……凍ってしまう……ッ!?」

　ドュランゴは、さすがのＰ意Ｏ思Ｗ力だった。しっかりと魔術抵抗を成功させる。

「ぐおおおッ!!　皆の者、下がれ！　散開せよ！」

　まだ戦えるエルフたちは、負傷した仲間を引きずるようにして森へと姿を隠す。

「フッ……練度が低いのではないか？」

「なんという魔術の威力……!!　まさか、本当に魔王だとでもいうのか……」

「弓が使えなくては、本領が発揮できんようだな、ドュランゴ」

「ううぅ……」

　彼が後ずさる。

　弓使いとしてのレベルは高そうだが、剣を手にした者が魔術師から離れても仕方ないだろう。

　あるいは、策があるのか？

　参列者たちが警備兵に誘導され、大慌てで祭壇から離れていく。いつも牧歌的な生活をしているせいか、いざ戦いとなると弱腰の者ばかりだった。

　しかし、王妃だけは兵たちの声を無む視しして残っている。

「シェラ！　なにを考えているの!?」

「母さん……」

「許ゆるさないわ、こんなの！」

「あたしは！　やっぱり、ディアヴロを王に選ぶよ！」

「冗談じゃないわ！　その人は、魔王って名乗ったじゃないの!?　もう人ですらないじゃないのよ」

「それでも、あたしは、ディアヴロこそが、グリーンウッドの王に相応しいって思うんだもん！」

「訳が分からないわ。あんたはいつも、そう！　理由を説明なさい！」

「理由なんて……そう思うから、そう思うんだよ！」

　──直感かよ。

　もともと、シェラが弁舌巧みに説得してくれるとは思っていなかったが、予想以上に酷い交渉だった。

　当然、王妃が納得するはずがない。

「子孫はどうするの!?　子がなければ、グリーンウッド王家は滅ぶのよ!?」

　カァ……とシェラが頰ほおを染める。

「あぅあわぅ……みんなして、子供、子供って……えっちすぎるよ！」

「重要なことでしょう！」

「あたしだって、ちゃんと考えてるんだから！　ディアヴロから、こ、これ……もらってるもん！」

　シェラが右手を突き出す。開いた手の平には、銀色の指輪があった。

　王妃が目を見開く。

「そ、それは……結婚指輪エンゲージリング!?」

「ッ!?」

　レムやロゼまでが息を吞のんだ。

　シェラがうなずいた。

　ディアヴロは首をかしげる。

　──え？　俺、そんなもの渡したっけ？　あっ……《魔王の迷宮》の宝物庫での、あれか!?




　ふとシェラは台座にある物品に目を留めた。

　銀色の指輪だ。

「ねえ、レムが指輪、もらってたよね？　あたしも欲しいな、こういうの」

「好きにしろ」

　呪われるような物品は、このあたりには置いていない。そのため、ディアヴロは確認もしなかった。




　シェラが叫ぶ。

「この指輪があれば、異種族でも子供はできるもん！」

　──なぁぁぁにぃぃぃ!?

　思わずディアヴロは大声をあげそうになった。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにおいて、なんの効能もなく装備枠を圧迫するだけだった結婚指輪エンゲージリング。

　一部ユーザーの要望により、カップルでないと挑戦できないイベントでのみ入手できる結婚指輪。

　装備しているキャラは高確率でプレイヤー同士がカップルで、リア充であると言われる結婚指輪。

　アイテムコレクターでもあるディアヴロは、そんな胸むな糞くそアイテムでも、と獲得した。

　誰と一緒にカップル専用イベントに参加したのか？

　それは思い出したくもない黒歴史だった。




　──二個目のアカウントを作って、自分と自分でカップル参加したんだよなぁ！




　つらい記憶しかない結婚指輪が、まさか〝異種族と子供を作るアイテム〟だったとは。

　しかも、それをディアヴロがシェラにあげたことになっていたとは。

　──いやいや、譲渡不可能だったんじゃなかったのかよ。さくっとシェラに譲渡できちゃったぞ。ゲームじゃなく現実だからか？　自由度が高すぎるだろう、異世界！

　嫌な汗が出てきた。

　恋愛経験どころか他人と会話するのも苦手としている自分が、あろうことか一国の王女にプロポーズしたことになっているなんて。

　結婚？

　ダンゴムシに空を飛べと？

　やめろ……石の下は暗くてひんやりして気持ちいいんだ。俺を陽の当たる場所に引きずり出そうとするな！

　ディアヴロの頭の中で、ぐるぐると支離滅裂な思考が渦を巻いた。

「ふ、ふはは……」

　変な笑い声が出てきてしまう。

　レムがため息をついた。

「……どうやら、結婚指輪エンゲージリングについて詳しく知らなかったようですね？」

「このロゼの記憶データベースにも記述がありません」

「……武器ではありませんから」

「あれを装備したら、このロゼもマスターの子供を授かる可能性が……」

「……以前、自分を人形だと称していましたよね？　〝異種族〟ではないでしょーに」

「くっ！」

　そんなやり取りがなされているうちに、ディアヴロは正常な思考を取り戻す。

　今は戦闘中だ。

　余計なことを考えていると、思わぬ反撃を受けるかもしれない。

　──集中しなくては！

　要するに、対人関係の問題を棚上げし、バトルに現実逃避したのだった。

　王妃が困惑した顔をする。

「そんな……噓うそよ……」

　魔王を名乗る混魔族デイーマンからの結婚指輪である。母親としては、さぞショックだろう。

　混乱のなか、冷静な男がいた。

　ドュランゴが剣を構え、王妃の前に立つ。

「王妃、下がってください！　もはや言葉を重ねるときではございません！」

「でも……」

「何をしているか、警備兵たち！　王妃をお連れせんか！」

　命令を受けて、ようやくエルフの兵士たちは実力行使に出た。数人で王妃を持ち上げ、広場の外へと運んでいく。

　やっと、戦う者だけになった。

　観客たちは広場の外から、固唾を吞のんで見つめている。

　ディアヴロはドュランゴと対たい峙じした。

「さて、貴様を倒すか。死にたくなければ、降伏するのだな」

「ふぅ～……不思議な男だな、貴殿は」

「なんのことだ？」

「荒っぽいことを言いながら、逃げる兵や参列者たちには手を出さなかったではないか」

「それは──」

　言いかけたところで、シェラが被かぶせてくる。

「ディアヴロは本当は優しいんだから！」

「そ、そそそうではないわ！　雑魚など眼中にないだけだ！　貴様も下がっておれ！」

「ひゃん!?」

　後ろへ、シェラを押しつけた。

　心得たもので、レムが受け取って、よくしゃべるエルフの口を片手で塞いだ。

「……バカですか、あなたは。ディアヴロは実力を示し、恐怖により、エルフたちを従わせようとしているのでしょうに」

「もがもが」

　そう説明されるのも、やはり雰囲気が壊れるのだが。

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》をドュランゴに向ける。

「もう戯ざれ言ごとはいい……さっさと、かかってこい！」

「ああ、勝負だ！」

　地面が揺れた。

　──ん？

　森が騒がしくなる。鳥が飛び立ち、獣たちの声があがった。




　空から火球が降ってくる。




　広場だけでなく、その外にいるエルフたちのところにも、火球が落ちる。

　爆発が起きた。

　ディアヴロは声をあげる。

「なんだと!?」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ!?」

「たわけ！　これは俺の魔術ではない！」

　ロゼが警告する。

「マスター、高密度の魔力を感知しました！　北北西の方角から──」

　言われるまでもなく、ディアヴロにも感じられていた。まるで嵐の中に立っているかのように魔力を浴びせられる。

　その方角を見て、嫌な予感に身が震えた。

「……ッ……墓所の」

　同じことに気付いたか、ドュランゴが慌てふためく。

「まさか!?　早すぎる！」

「チッ……予想以上に封印が弱まっていたのか。あるいは、こじ開けるほど魔力が強かったのか」

「いや、過去の記録からしても、これほど早く封印が解けるはずが！」

　木々の向こうに、黒色の物体が見えた。

　まるで城が浮いているかのように巨大だ。歪ゆがんだ苺いちごのような形をしていた。ドクン、ドクン、と脈打っている。




《心臓の魔王カルディーア》




　ゆっくりと上空を移動してくる。

　黒い球体からは、無数の触手が伸びていた。大蛇の群れが蠢うごめいているかのように見える。

　禍々しい魔王の上に、何者か人の姿があった。

　おそらく、この想定外の復活に関与した者なのだろう。

　赤く輝く宝珠を手にしていた。

　銀色の髪が風に揺れる。

　瞳は黒く、肌は焼けたような褐色で、耳が長い。

　ラフレイシャ・Ｓ・オレンジウッドだった。
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　心臓部分は空中に浮いたまま、細い触手により、ラフレイシャが運ばれてくる。

　広場の中央へと降り立った。

　黒色の瞳が、赤く輝く。

「大きな魔力が、あるかラと来てみた……が……人ひと族ぞくとハ」

　容姿と声はラフレイシャなのだが、口調はまったく別人だった。

　まるで操り人形の糸のように、触手が上空にあるカルディーアの本体へと伸びている。

　その異様さに気圧されそうになった。

　怯ひるんだら負けだ。

　ディアヴロは腹へと力を入れた。

「貴様……カルディーアか？」

「そウだ、人ひと族ぞくよ」

「我は、異世界の魔王ディアヴロだ。人ひと族ぞくなどと同じとは思わぬことだな」

「ディアヴロ？　聞いたこと……ナい」

「ククク、神に負けた魔王の、しかも破片ごときでは知らぬか。我こそが、真の魔王だ。覚えておくがいい！」

　ドュランゴが愕がく然ぜんとする。

「本当に魔王カルディーアなのか!?　なぜ、復活を……!?」

　ラフレイシャが自身の頭を左手で無造作に摑つかんだ。無表情なのが余計に不気味さを際立たせる。

「このダークエルフは……憎悪、怨恨、仇きゆう意い……染まっていた。殺したいノだ。エルフを。人間ヒユーマンを。皆殺しに！」

　自身の爪が食いこんで、彼女の額に血が滲にじんだ。

　ドュランゴがうめく。

「操ったということか？　魔王が、ダークエルフの祭司を……」

「解放だ……意思の解放……真の願望の成就！　復ふく讐しゆうを！　復讐を！　復讐を！」

　異様な雰囲気のラフレイシャの言動に、ディアヴロたちは言葉を失った。

　しかし、そんな空気を撥ね除けて、シェラが叫ぶ。

「ウソだよ！　言ってくれたもん！　エルフとダークエルフは仲良くなるといいって、言ってくれたもん！」

　ラフレイシャの爛らん々らんと輝く瞳が、くわっと見開かれた。

「ぐうおおぉ……エルフだ!!　エルフゥゥゥッ！　裏切り者めが！　許ゆるさない！　彼を返せぇぇぇーッ!!」

　絶叫と同時に、宝珠を突き出す。

　カルディーアの触手が、鞭むちのようにしなって、こちらへ伸びてきた。

「王女！」

　ドュランゴが身を挺ていして守ろうとする。

　それより早く、ディアヴロは魔術を放っていた。

「《フレアバースト》ッ!!」

　爆発が起き、迫った触手を包む。焼き払った。

　──よし、魔術は通じる！

　反射や無効を持っていたら、やっかいな相手だったが、軽減すらなさそうだ。

　未実装ということで、どれほど強いかと警戒していたが、意外とやわらかいのか。

　レムがディアヴロの傍らまで来た。

「妙です……ラフレイシャ様の手にある宝珠は、魔王を封印するためのもの……完全に復活しているなら、なんの価値もないはず」

「ふむ。そんなものを後生大事に持っているということは……」

「まだ封印は存在しているのでは!?」

　希望を見出して、レムは明るい声を出す。

　ディアヴロは眉間にシワを寄せた。

「フンッ……またも〝不完全な魔王〟か。出し惜しみしてくれるではないか。そのような状態で、我が前に立つとは……愚弄しおって！」

　ディアヴロは魔ま杖じようを光の大剣《トネールアンペラール・リベレ》へと変化させた。

　正面に立っているラフレイシャ──ではなく、頭上に浮かんでいる心臓のような形の黒い塊に狙いを定める。

「我が魔術で消し飛ぶがいい。紫電の弾丸をくれてやる──《エネルカノン》ッ!!」

　魔術により磁場が形成されて、そこへ砲弾が出現した。一瞬にして音の速さを超えるまで加速される。空気との摩擦で爆炎が広がった。

　突然の轟ごう音おんに、レムが頭のネコミミを押さえる。

「きゃうッ!?」

　武器の効果が発動し、魔術は七発ぶんに増幅された。そのぶんＭＰ精神力消費も跳ね上がるのだが。

　ディアヴロは叫ぶ。

「巻きこまれたくなければ、離れていろ！」

「……は、はい」

　飛んでいった弾丸が、カルディーアに命中した。

　触手が何本も吹き飛ぶ。

　──本体の魔術抵抗はどうだ？

　レムが目を見開く。

「そんな!?　無傷なんて!?」

「フンッ……当然であろうな、魔術の一発や二発で沈むようでは、魔王とは言えぬ」

　余裕ぶって言ってみたものの内心は焦っていた。魔術が完全無効であれば、一発や二発どころか百万発ぶちこんでも無傷ということになる。

　まったく情報がないのは厳しい。

　──まぁ、攻略の先行組なら、情報がないのは常のことだがな！

　ディアヴロはポーチから取り出したＭＰ精神力回復と魔力増強のポーションを使う。

「恐怖するがいい、不完全品！　貴様が朽ち果てるまで、無限に叩たたきこんでくれる！　凍りつけ《アイスエイジ》ッ!!」

　押し返すようにラフレイシャが叫ぶ。

「ううあああぁぁぁぁぁぁぁぁ──────────ッ!!」

　カルディーアの触手がしなり、再び迫ってきた。

　しかも、今度は同時に十本……その奥に、さらに十本。

　超低温の波を抜けてくる。

「ッ!?」

　衝撃が走り、ディアヴロは宙を舞っていた。

　なかなかの威力だ。

　大樹に背中から激突する。

「がはっ！」

　肺の中から空気が吐き出された。あやうく昼食まで逆流するところだ。

　レムやシェラが悲鳴をあげた。

　──無様に倒れることなど許ゆるされない！

　ディアヴロは膝をついたものの、すぐ立ち上がる。

　まるで鉛の塊でも背負ったかのように身体が重かった。かなりのダメージを受けたらしい。

　──すげえ威力だ。射程は超長距離。一体の敵からとは思えない数の同時攻撃。触手の先端は目で捉えることすら困難、か。

　なかなか壊れた性能だった。

「ククク……いいぞ、それでこそラストモンスター。それでこそ魔王ではないか！」

　ディアヴロとて一方的に攻撃を受けたわけではない。

　凍てつく魔術《アイスエイジ》により、カルディーアの自慢の触手は大半が動きを止めていた。

　それでも、本体にはダメージがないように見える。

　ディアヴロは悠然とした態度を取りつつも、あれこれと考える。

　ゲームでも、攻撃を当てているのに敵の体力ゲージが減ったように見えないときがある。なにか仕掛けがあるのか？　あるいは、あまりに膨大な体力があるせいで、減った量が観測できないのか？

　ラフレイシャが歯は嚙がみした。

「ぐぐぐ……」

「どうした？　触手の他に武器はないのか？　こっちには、まだまだ凶悪な魔術があるぞ、次を試してやろう」

「こロす！　あの人を奪ったヤツらを……許さナい！　あぁああぁぁぁぁあああッ!!」

　こちらを見ていなかった。

　まるっきり狂戦士だ。

　ディアヴロは奥歯を強く嚙かんだ。

「また、ソレか……王を名乗るならば、知性においても頂点に立つのが矜きよう持じであろうに。山野の獣ほどの冷静さもなく勝てるほど、戦いは甘くはないと知れ！」

「うああああッ!!」

　先ほどと同じ触手による攻撃が来る。

「退屈させるなよ、カルディーア！　《ライトニングストーム》ッ!!」

　光と風の属性を持つ高レベルの魔術だ。竜巻が触手を阻み、同時に雷光が敵を打ち払う。

　いかに触手の攻撃が速くとも、雷ほどではなかった。

　攻撃判定の発生が早い魔術により、相手の攻撃を阻みつつダメージを与える。触手を灰に変えた。

　これを連発していれば、少なくとも押し負けることはない。あとは、本体が無傷に見えることへの対処だ。

　なにか仕掛けがあるのか？　頑丈なだけか？

　まばゆく輝くほどの魔力が宝珠から溢あふれ、ラフレイシャへと流れこんだ。

「ガハッ！」

　彼女が血を吐いた。

　シェラが言う。

「ディアヴロ！　あの玉から魔王の力が出てきてるよ！」

「む」

　──宝珠からの魔力がラフレイシャに流れこんで……頭上のカルディーアへ？

　逆ではないのか？

　てっきり、頭上に浮かんでいるほうが本体で、ラフレイシャは封印を解除する役目のあとは、会話用の端末として利用されているだけかと思ったが……

　先ほどのレムの言葉とも合わせ、考える。

「クックックッ……わかったぞ、カルディーアよ。貴様ァ、不完全どころか、まだ封印されているな!?」

「だまレ！」

「宝珠の中から、ラフレイシャを操ったり、魔力を与えて戦わせているだけか。上のデカブツは、たんなる幻影だ」

　それならば、どれほど強力な魔術を叩たたきこもうと、どんな属性を試そうと、無傷に見えるのも道理だった。

　ディアヴロは、上空に浮かぶ心臓──カルディーアではなく、宝珠を持つラフレイシャに向けて魔術を放つ。

「《ライトニングアロー》ッ!!」

　高精度で高速な光弾が、彼女の手にある宝珠に向けて飛んでいく。

　相手は動かなかった。

　光弾が……




　宝珠に命中する直前──逸れた。




　ディアヴロはわざと命中させなかったのだ。

　操られているせいか、ラフレイシャの表情は変わらなかったが、魔王の感情は宝珠から流れる魔力に表れている。

　一瞬、途切れた。

　困惑？　驚きよう愕がく？　あるいは失望か？

　ディアヴロは肩をすくめる。

「レムのときの条件を当てはめるなら、宝珠に魔力を注ぐか、破壊すれば封印は解けるのだろう？」

　あるいは、封印を解く儀式魔術か。ラフレイシャは知っているはずだが、執り行わなかった。彼女は憎悪に支配されてカルディーアの傀かい儡らいと化したが、完全には支配されていないのかもしれない。

「いずれにせよ、貴様は他人の攻撃で宝珠が砕かれるのを期待したのではないか？　甘い。甘いな！　戦いとなれば見境なく力を振るう馬鹿者と、我を一緒にするなよ」




　──勝ったと思えたときほど罠わなを警戒するのが、ゲーマーというものだ！




　ラフレイシャが肩を震わせる。

「う、ううぅぅ……」

「ふんっ……指先が封印の外へ出せたから、と浮かれたか？　判断を誤ったな、愚か者めが。不完全な状態で、このディアヴロに挑むとは」

「ウおグぐ、お、のレッ！　おのれぇぇぇぇーッ!!」

　頭上のカルーディアが消える。

　やはり幻影だったか。

　偽装が解ける。

　ラフレイシャは虚ろな顔をして立っているだけだった。

　彼女の手にある宝珠から、漆黒の触手が無数に生えている。

　ディアヴロは唇の端を歪ゆがめた。

「人ひと族ぞくには魔力の流れが視みえないと思っていたのか？　そんなマヌケだから、神に負けたのだ」

　叫び声の代わりに、宝珠から魔力が溢あふれた。

　触手が空気を振動させる。

　空中に、白に近い色で輝く火球が現れた。まるで小さな太陽が地上近くに発生したかのようだった。

　離れていてさえ、熱を感じるほどだ。

　地面が焼ける。

　真下にいるラフレイシャは、ただでは済むまい。

　見たことのない攻撃だ。

　──魔術か？　それとも、特殊な属性攻撃か!?

　小太陽を掲げて、ラフレイシャの口を通し、カルーディアが叫ぶ。

「消しトべ……《オチルソラ》ッ!!」

「詠唱魔術か！」

　ディアヴロは左手を突き出す。

　その指に嵌はまっているのは、《魔王の指輪》だった。あらゆる魔術を反射する──たとえ、魔王が放った魔術であろうとも。

　キィィィン、と甲高い音がした。

　空中に波打つようなエフェクトが広がる。

　落ちてきた巨大な火球が、そのまま上空へと戻っていった。

「……ッ!?」

　カルディーアは、ラフレイシャの目を通してその光景を呆ぼう然ぜんと眺め、もはや声を出すことすら忘れたようだった。

　これ以上なく威圧的に言ってやる。

「クックックッ……今、なにか、やったのか？」

　内心では、冷や汗をぬぐう。

　──魔術反射できてよかったァァァー!!

　未知の攻撃だったので、正直なところ、ものすごく緊張した。直撃していたら、ヤバイ感じだったから。

　カルーディアはディアヴロの知っているＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには未実装。おそらく将来の実装であり、レベル１５０以上のモンスター。つまり、今のはレベル１５０より上の魔術だったのだろう。

　ひさしぶりに命の危険を感じ、身震いした。

　ごとん、と宝珠が地面に転がる。

　ラフレイシャの手から離れたのだった。彼女は、相変わらず無表情のまま、怨えん嗟さの声をもらす。

「こ、この魔王が……下等な人ひと族ぞくごとキに……なんとイうことだ……」

「それが、クリア時のセリフか？　捻りが足りないな」

「役立たずのせいで……屈辱を」

「む!?」

　嫌な予感がした。

　ラフレイシャの足元に落ちている宝珠から伸びている触手は、どれも力を失って、だらりと地面に広がっていた。

　しかし、その一本が、まるで長剣のように鋭く、まっすぐに伸びる。

　彼女の腹部を、カルディーアの触手が刺した。

　背中まで貫通する。

「ぎゃうっ!?」

　まるで痛みによって正気を取り戻したかのように、ラフレイシャが彼女自身の声で悲鳴をあげた。

　カルディーアの触手が消え去り、宝珠からの禍々しい魔力の流出も止まる。

　しかしながら、それどころではなかった。

　レムたちが悲鳴をあげ、ドュランゴが唇を嚙かんだ。

　派手に血がこぼれる。

　ラフレイシャが崩れ落ちた。

「あ……!?　ああ……!?」

「ふざけるな！」

　──往生際の悪い三流野郎めがッ!!　さんざん利用したうえ、道連れだと!?

　ディアヴロは駆けだした。

　足元に転がる宝珠を蹴とばし、血だまりに沈むラフレイシャの傍らに膝をつく。

「死ぬな！」

「あ……ぐっ……ごめん……なさ……」

「ラフレイシャ様！」

　レムが駆けてきた。シェラも一緒だ。

「ラフレイシャさん！」

　ドュランゴが口惜し気に言う。

「ダメだ……この傷では……助からない」

「ごめ……どう、か……許ゆるし……」

　彼女が伸ばした手を、シェラがつかむ。

「悪いのは、魔王だよ！　許すもなにもないよ、ラフレイシャさんは、悪くない！」

「私の、弱さが……許し、て……ダークエルフ……に……森を……」

「約束は守るよ！」

　血まみれの唇で、ラフレイシャが笑みを浮かべた。

「あ、なた……が……王女……で……よ……かっ……」

　彼女の手から、力が失われる。




　ディアヴロは《エリクサー》を使用した。




　ラフレイシャの傷が一瞬にして塞がり、ＨＰ生命力が全快する。ついでにＭＰ精神力も完全回復し、あらゆる状態異常バツドステータスが正常化した。

　あまりのことに、彼女が何度も瞬まばたきを繰り返す。

「……え？　な……ん？」

「我は〝死ぬな〟と命じたぞ、ラフレイシャ？」

　間に合ったことに安あん堵どしつつ、ディアヴロは重々しい声で言った。

「なっ!?　生き返っただと!?」

　もう諦めていたドュランゴが目を丸くした。

　いくら最強の回復ポーション《エリクサー》であっても、蘇そ生せいはできない。治癒が間に合っただけだ。

　シェラがラフレイシャに抱きついた。

「やったー!!」

　レムがため息をつく。

「ふぅ……相変わらずですね、ディアヴロ。あなたのおかげで、どれほどの人が救われたことか」

「フンッ……カルーディアの思い通りになるのが腹立たしかったから、軽く阻止してやっただけのことだ」

　ラフレイシャが自分の手を見つめ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「私、死んで……ない……？」

「手間をかけさせおって。落ち着いたら、何があったか話すがいい。まぁ、だいたいのことは予想つくがな」

　ふらつきながらも、ラフレイシャが身体を起こし、膝をついたまま頭を下げる。

「ディアヴロ殿、私はあやうく大勢の命を奪ってしまうところでした。魔王カルーディアの復活を阻止したうえ、この身まで救ってくださるとは……なんと感謝をすればいいのか。身しん命めいを捧ささげても足りませぬ」

「我の前で魔王を僭せん称しようする愚物がおったゆえ、その企図を挫くじいてやっただけのこと。貴様を助けようとしたわけではない」

「だとしても、この御ご恩おんは一生忘れることありませぬ」

「好きにしろ」

　ひと段落かと思ったとき、後ろに控えていたロゼが声をあげる。

「マスター、高密度の魔力を感知しました！」





†






　振り返ると、何者かが上空から降りてくるところだった。

　二人いる。

　一方は、すらりとした少女だった。

　胸元が菱ひし形がたに開いたチャイナドレス風の衣装に身を包んでいた。黒髪を右側で結ったサイドテール。

　腰に馬鹿げた大きさの青せい龍りゆう刀とうを吊つるしている。

　美しい少女だったが、人ひと族ぞくではないようだ。深いスリットのあるドレスからは、鱗うろこのあるドラゴンのものに似た尻尾が垂れていた。背中からは翼が生えている。

　──魔族!?

　もう一方は、通常の人ひと族ぞくの二倍以上もある大男だった。おそらく男なのだろう。

　鎧よろいを身に着けているが、頭には巨大な目玉が一つだけある。いわゆる《サイクロプス》タイプの魔族だった。

　手には錫しやく杖じようを持っている。身の丈より少し長い程度だが、５メートルほどもあった。

　サイクロプスが牙のならんだ獣のような口にもかかわらず流りゆう暢ちようにしゃべる。

「カルーディアの魔力を感知したと思ったのですが……」

　どうやら、魔族ではあってもカルーディアの配下ではないようだった。

　チャイナドレスの少女が唇を尖とがらせる。

「居ないじゃないの」
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「申し訳ありません。しかし、これが命令にあった《封印の結晶体》ではないでしょうか？」

　連中の足元には、先ほどディアヴロが蹴とばした宝珠が転がっていた。カルーディアが封印されている神結晶だ。

　ドュランゴが叫ぶ。

「いけない！　魔族にアレを渡すわけには！」

「次から次へと面倒なッ!!」

　ディアヴロは武器を構えた。

　ロゼが前に出る。

「阻止、します！」

　的確な判断だった。魔族を撃退できるほど強力な魔術を使った場合、宝珠までも破壊してしまう可能性がある。

　まず接近戦で、敵を宝珠から引き離すのが得策だった。

　地面を蹴りつけたロゼが、肉薄する。

　彼女の背後から、巨大な機械の腕が出現した。《魔導機兵マギマテイツクソル》だ。いきなり必殺技を放つ。

「《クリオス》ッ!!」

　機械の腕が、手にした双頭剣で真横に薙なぎ払った。

　サイクロプスが錫しやく杖じようで受ける。

　今までの戦闘から、あっさりと両断できると予測していたが──

　派手な金属音が響いた。

　直後──サイクロプスは受けの姿勢から、一瞬で〝突き〟を放っていた。まるで動きモーシヨンのコマが飛んだかのように。

　あまりに速すぎ、見えなかった。

「ぎゃ……ッ!?」

　突っこんでいったときの倍の速さで、ロゼが吹っ飛ばされる。

　土煙をあげ、地面に倒れ伏した。

　ディアヴロは思わず叫ぶ。

「ロゼ!?」

「…………あ……がっ」

　彼女が左腕を使って、身体を起こした。よかった、生きてはいるようだ。

　しかし、武器を持っていたはずの右腕が見当たらなかった。

　ロゼの右腕が肩からなくなっている！

　離れた場所に、武器を摑つかんだまま転がっていた。

《魔導機兵マギマテイツクソル》は消えてしまっている。ダメージを受けると消えるのか、彼女が戻したのかはわからないが……

　サイクロプスが感心したように言う。

「ほう、まだ動くか、人形」

　龍りゆうの尻尾にチャイナドレスの少女魔族が、カルーディアの宝珠を拾った。

「ワタシはこれを届けるわ。オマエはここを掃除しておきなさいよ」

「了解」

　ドュランゴが前に出た。

「ま、待て！　なぜ、それを持っていく!?　お前たち、カルーディアを復活させる気なのか!?」

　魔族なら、魔王復活が目的のはず。

　しかし、それなら宝珠を破壊すればいい。なぜ持っていく必要があるのか？

　少女がニヤリと笑った。

「ふふん……違うわ。カルーディアなんか復活させない。これは大魔王モディナラーム様が吸収するのよ！」

「大魔王!?　そいつは、西の魔王領で覚醒したっていうヤツのことなのか……!?」

「人ひと族ぞくにどう伝わってるかなんか、知らないけど」

「そいつが、カルーディアを……吸収する、だと？」

「不完全なまま人ひと族ぞくと戦っても、いずれは押し返されるでしょ。人ひと族ぞくは平和なときには弱っちいけど、戦いが続くと急に強くなるからね。だから、モディナラーム様は完全体になるんだって」

　サイクロプスがつぶやく。

「それは話してはならぬ事です」

「ん？　あ……えっと、じゃあ、オマエが皆殺しにしときなさいよ。そうすれば、話さなかったのと同じでしょ！」

「了解」

「うふふふふふふ……これを持っていけば、大魔王様に褒めてもらえるわ。もっと強くしてもらえるかもね！」

　ドュランゴが引き留めようとする。

「ま、待て！　行かせるわけには……ッ!!」

「馬鹿者、目の前の敵に集中しろ！」

　ディアヴロは叫んだ。

　すでにカルーディアの宝珠は、少女魔族が抱えるようにして持っている。高威力の魔術を使えば、破壊してしまうだけだ。

　この状況で、魔王を復活させるのが正しい行動とは思えなかった。

　──最悪、魔族二体とカルーディアを同時に相手することになってしまうぞ!?

　一体だけでも簡単な相手ではなかった。

《魔導機兵マギマテイツクソル》を出現させたロゼは、ラージブラックドラゴンを一撃で倒す。小型の魔族なら、まとめて薙なぎ払うほど強い。

　そんな彼女を、あのサイクロプスは一撃で沈めてしまった。

　間違いなく強敵だ。

　しかも、チャイナドレスを着た少女魔族は態度からして、サイクロプスよりも強いのだろう。

　──こいつら、雑魚じゃない。

　ジルコンタワー市に攻めてきた魔王軍の指揮官バナクネスと同等か、それ以上だった。

　宝珠を持った少女魔族が、ドラゴンのような翼を広げる。浮き上がった。

「じゃーねー、あとは任せたわ！」

「了解」

　飛んで行ってしまう。

　ディアヴロは、サイクロプスから視し線せんを外さなかった。

「レム、シェラよ、自分とラフレイシャを守れ！」

「……は、はい。任せてください」

「うん！　気をつけて！」

　彼女たち二人はディアヴロが強敵と戦うとき、一緒にいた経験が多い。どの程度の距離を取ればいいか心得ていた。

　ディアヴロは、サイクロプスへと魔剣を向ける。

「フッ……接近戦はなかなか得意なようだな。ならば、対魔術師戦のほうはどうだか、試してやろう」

「滑稽だ」

「なんだと？」

「蟻ありを踏み潰すとき、その蟻が何を得意にしているか、いちいち気にすることはない。人ひと族ぞくは全て、弱い」

「ククク……この俺を虫けら扱いとはな。その大口に見合った実力があるなら、見せてみろ！」

　大剣《トネールアンペラール・リベレ》に魔力を注ぎこむ。

　同時に、サイクロプスが動いた。

　巨体にもかかわらず、尋常ではない速さだ。

　一瞬にして、目前に出現した。

「ゼアッ！」

　巨大な錫しやく杖じようで突いてくる。それより早く、ディアヴロは魔術を発動させていた。

「《ダークネスカノン》ッ!!」

　闇属性の高位魔術だ。漆黒の砲弾を放つ。しかも武器の効果により、七発を散弾のように散らして。

「グオオオッ!?」

　魔族の銀ぎん鎧よろいが砕け散る。

　サイクロプスが派手にのけぞった。

　しかし、ディアヴロの視し界かいも赤く染まっている。

「……ぐっ!?」

　高威力の魔術のなかでも、とくに発生が速いものを選んだにもかかわらず、この魔族とは相打ちだった。

　しかも、大技というわけでもなさそうなのに、けっこうなダメージを受けてしまう。

　サイクロプスのほうも相打ちが意外だったらしい。

「人ひと族ぞくごときが……!?」

　驚きよう愕がくの声をあげた。

　ディアヴロは唇の端を吊つり上あげる。

「いいぞ……なかなか歯ごたえがある。カルーディアなどよりも、よほど強敵ではないか。下っ端ごときが！」

「潰れろ！」

　二倍以上の身長差を使い、頭上から錫しやく杖じようを叩たたきつけてきた。

　そう思ったときには、もう地面をえぐっている。

　本当に速い。

「しかし、動きは単純だな！」

　予想どおりなら、回避は可能だった。

　ディアヴロは魔術師ながら、この先読みと反応速度により、接近戦を得意としている。

　剣の形にした《トネールアンペラール・リベレ》を突きつけた。

　魔術師のＳＴＲ筋力では、高レベルの武器であろうと、物理攻撃でたいしたダメージは期待できない。

　そうではなく、至近距離でのみ使える魔術を放った。

「灰になれ──《マトイイズナ》ッ!!」

　剣の先に、稲妻の塊が現れる。輝く球体がサイクロプスの巨体に吸いこまれた。

　バチバチと火花が散る。

「ゴガアァッガッアッガッガッガガガガガッ!!」

　全身を痙けい攣れんさせ、サイクロプスが絶叫した。

　ぐつぐつと巨大な目玉が沸騰する。

《マトイイズナ》は風と光属性の魔術だ。相手に一定時間のスリップダメージを与え続けて硬直させたあとに、大ダメージを与える効果があった。

　爆発が起こる。

　光の柱が天を突いた。

　魔族が倒れたときには、光の粒子へと変わる。

　ところが、ディアヴロの目の前には、全身が焼け焦げているにもかかわらずサイクロプスが立っていた。

「コロ、ス！」

「頑丈なヤツめ……」

「ウオォォォォォーッ!!」

　叫びながら、魔族が錫しやく杖じようをやたら振り回す。

　予測して回避するディアヴロに対し、それをさせない攻撃か。こんな状況にもかかわらず、冷静な判断だった。

　ディアヴロは選択肢を削られ、下がるしかない。

　しかし、距離を詰める速度はサイクロプスのほうが上だ。

　錫杖が迫る。

「シね！」

「的確な攻めだ、褒めてやろう。だが、周りが見えていないな」

「ア……？」

　サイクロプスの首が飛んだ。

　そいつの背後には、《魔導機兵マギマテイツクソル》を出現させたロゼが立っていた。右腕はなくなっているが、左手を真横に払っている。

　その動きに合わせて、虚空から伸びている巨大な腕が、左手に双頭剣を持ち、真横に斬り払っていた。

「フゥー、フゥー……マスターに、手出しは……させません！」

「よくやったな、ロゼ。あとは任せておくがいい」

「……ッ……はい」

　彼女が唇を震わせた。

　ロゼは魔導機マギマテイツクメイドであり、機械だ。表情も仕草もＡＩの演算結果のはず。それでも、彼女の感情は痛いほど伝わってきた。

　矜きよう持じがある。負けたままでは終われない。

　ディアヴロは、ロゼに攻撃させるため、魔族が一直線で追ってくるよう、仕向けたのだった。

　頭部を失ってすら、サイクロプスは消滅しなかった。

　視し界かいも思考もなくしても、闘争心は健在であり、まだ錫しやく杖じようを振り回す。竜巻のような攻撃は健在だった。

　ディアヴロは大剣を構える。

「しつこいヤツだ。もう一発くれてやる！　《マトイイズナ》ッ!!」

　巨きよ軀くの魔族が砕け散る。

　ついに、サイクロプスは光の粒子となって、霧散した。

　ロゼが満足げにうなずく。

　レムやシェラが喝采をあげ、ラフレイシャが安あん堵どの吐息をもらした。

　ドュランゴは別次元の戦闘を目の当たりにし、愕がく然ぜんとしている。

　森の中から、エルフたちが声をあげながら駆けてきた。ディアヴロは何事かと身構えてしまう。

　エルフたちが叫ぶ。

　それは、勝利を讃たたえる言葉だった。





エピローグ




　まだ戦いの煙が消えぬ広場に、大勢のエルフたちが戻ってきた。

　ディアヴロの前で、ドュランゴが片膝をつく。

　剣を置いた。

「貴殿への数々の無礼、お許ゆるしいただきたい」

　どうやら、実力差を目の当たりにして考えを変えたらしい。もう争う理由はないが、すぐに和解してやるのは善人すぎて魔王らしくなかった。軽く煽あおっておく。

「フッ……どうしたのだ？　先ほどの続きは、やらぬのか？」

「お戯れを。私などが敵うはずもない。むしろディアヴロ様が、いかに我らを傷つけぬように苦慮していたか……思い知りました」

「う、いや」

　否定しようと思ったが、あれだけの戦いを見せてしまったあとでは、最初に手加減していたことは明白だった。

　シェラが隣に立ち、笑みを浮かべる。

　いつもなら抱きついてくる彼女だったが、今はラフレイシャの腕を抱きしめていた。

　ラフレイシャは浮かない顔をしている。魔王カルーディアに操られたせいで、この惨状を招いてしまったという自責の念があるのだろう。

　たしかに、責任の一端はあるかもしれない。

　しかし、シェラが友好的な態度を見せていることもあり、非難を口にする者はいなかった。解決したディアヴロの連れというのも、一因かもしれない。

　レムがロゼを支えている。

「……ここで倒れないでください。わたしが潰されてしまいます」

「不思議ですが、今、とても倒れてしまいそうな気がしてきました」

「……やめなさい」

　言葉だけは、いつもの調子が戻っている。

　しかし、ロゼの右腕は肩からなくなっていた。ポーションや治癒の奇跡では治せないらしい。

　ロゼは高性能だが、普通の手段では治せないという特徴があった。なにかしら対応する必要がある。

　シェラがエルフたちに向かってドヤ顔をした。

「ディアヴロはすごいでしょ！」

　改めて褒められると、恥ずかしい。

　否定する者はいなかった。

　ドュランゴがうなずく。

「シェラ王女の慧けい眼がん、おそれいりました。我々だけであれば、先ほどの魔族を打ち倒すことはできなかったでしょう」

　──一体、逃がしたけどな。

　そう思ったが、口には出さずにおく。わざわざ戦勝ムードに水を差す必要はなかった。

　エルフたちは称賛を惜しまない。

　立ち上がったドュランゴが半壊した祭壇へと上った。

「皆、聞いてくれ！　人ひと族ぞくはかつてない危機を迎えている。人間ヒユーマンだけでもエルフだけでもない人ひと族ぞくの全てがだ。あの魔族は言った──大魔王が復活している、と！」

　エルフたちにざわめきが広がる。

「……大魔王？」

「大魔王モディナラームは《乱心の魔王》と伝えられている。封印されている魔王を吸収し、完全な魔王になろうとしているようだ。この危機においてグリーンウッド王国はどうあるべきか!?　誰が王に相応しいか!?」

　エルフたちから、ドュランゴを推す声が上がった。

　彼の指導力は高い。そういう意見が出るのは当然だった。

　しかし、首を左右に振る。

「すまないが……俺には無理だ。先ほどの戦いを見ていたなら、皆にもわかるだろう──格が違う」

「それなら、誰がいい!?」

　エルフの青年の声に答える。

「……グリーンウッド王国には王が必要だ。しかも、今という時代には、強き王でなくてはならない。大魔王と戦おうとも生き残れるほど、圧倒的に強い王が！」

　エルフたちの視し線せんが、自然と一点へ集まる。

　ディアヴロへと。

　ドュランゴが祭壇から降りた。

「改めてお願いいたします、ディアヴロ様──グリーンウッド王国とシェラ王女をお守りください」

　再び膝をつく。

　エルフたちも次々と膝をついた。

　ただ一人、憮ぶ然ぜんとして立っている者がいる。

　王妃だった。

「………………」

　ディアヴロは腕組みして対たい峙じする。

「不満か？」

「未み曾ぞ有うの危機が訪れていることは間違いありません。グリーンウッド王国には強き王が必要であることは認めましょう。そして、貴方の実力も……恐ろしいほど。貴方がいなければ王国は失われ、シェラも私も生きてはいなかったでしょう」

「エルフではないがな」

「かまいません。皆が認めるなら、その者こそ王になるのが相応しい。貴方に気概があるならば、ですが」

　──気概なんて基本的にありませんけどね。ヒキコモリのゲーマーですからね！

　しかし、この状況で放り出すわけにはいかないだろう。後味が悪すぎる。

　ディアヴロは偉そうに宣言する。

「我は混こん沌とんの異世界より喚よばれし魔王！　行きたいところへ行き、戦いたいヤツと戦う。それでもいいのなら、気が向いたときは守ってやろう」

「ありがとう。この国をお願いします」

　彼女が深々と礼をした。

　ワァー!!　とエルフたちが歓声をあげる。

「国王万歳！　神様万歳！　グリーンウッド王国よ、永遠なれ！」

　合わせる声すらメロディーに乗せ、やがて賛歌へと変わる。

　嬉うれしそうだ。

　シェラも声をあげる。

　レムやラフレイシャも表情がやわらいだ。




　とりあえずは、よかったかな──とディアヴロも口元を緩めるのだった。
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　広場では、まだエルフたちが歌っている。

　ディアヴロたちは治療と称して迎賓館へと引き上げてきた。

　個室で、ロゼと二人きりになる。ボロボロになった衣服の上側を脱がせ、右肩を確かめた。

　機械には疎いが、金属の茶ちや碗わんみたいな関節部分がひしゃげて開き、腕側の球体が外れてしまったらしい。要するに、紛れもなく明確に壊れている。

「派手にやられたな」

「申し訳ありません、マスター。不覚を取りました」

「ポーションも神官の奇跡も使えないのか」

「このロゼは、魔導機マギマテイツクですので」

「誰か修理できる者はいないのか？」

　そもそも、どこで誰が作った設定になっているのか。

「製造者などは記憶データベースにありませんが、マスターの拠点であれば、メンテナンスベッドがあります」

「《魔王の迷宮》か」

「片腕ではマスターに完全なご奉仕ができません」

「そうだな」

　ディアヴロはため息をついた。

　なるべく、彼女の胸元などは見ないように気遣いつつ、衣服を元に戻してやる。

「具体的には、パイ●リや三点責めなどが不可能になってしまいました」

「させたことないだろ!?」

　思わず叫んでしまった。

　オホン……と咳せき払ばらいしてディアヴロは言い直す。

「そういった行為は不要だが、このままでは前衛を任せることもできん。早いうちに直したほうがいいだろう」

「はい」

　ディアヴロの拠点《魔王の迷宮》は、魔王領のジルコンタワー市近郊にあった。

　しかし、ジルコンタワー市は魔王軍の攻勢により放棄され、今は人ひと族ぞくの拠点ではなくなっている。

「陸路は無理だから、また転移を使うか」

　備蓄しておいた転移系のアイテムは無数にある。ただし、ロゼは道具扱いなので自身では転移を使うことができない。拠点内の移動は自在らしいが。

　拠点へはディアヴロが連れていく必要がある。

　彼女がうつむいた。

「マスターにご迷惑をかけてしまうとは……ロゼはメイド失格です」

「ロゼ……」

　ディアヴロは、沈んでいる彼女の頭を抱き寄せる。大切に想っていることを示すために。

「マ、マスター……!?」

　珍しく狼狽うろたえた。

　しかし、拒まれはしない。大丈夫だろうと思ってやった行為だが、実際に嫌がられなくてよかった。

「いつも危険に最初に飛びこんでくれ、助かっている。お前が傷ついたのは、俺の対応が遅れたせいでもある。もっと早く察知して、接近される前に牽けん制せいしておくべきだった」

　正直、周りの者たちを守りつつ、あの二体の魔族を同時に相手するのは、困難ではあったが。

「マスターはいつだって完璧です！」

「……そうあれるよう、俺はもっと強くなる」

　少し前から考えていることを口にする。

「この異世界では、他の職業クラスをレベルアップさせても、元職業クラスの能力が失われることはないようだ」

「はい」

「俺は戦士系を伸ばそうと思う」

「マスターが戦士に!?」

「似合わぬか？」

　大魔王モディナラームのタイプは不明だが、もしも戦士系だとすれば、サイクロプスの魔族よりも速いだろう。チャイナドレスの魔族のほうも、ディアヴロより圧倒的に速いかもしれない。

　そいつらから、味方を守るには、今までのように回避だけではダメだ。

　かといって、常に火力で押し切れるとは限らない。

〝受け〟が必要だった。

　──まさか俺が《殴り魔術師》を目指すことになるとは思わなかったが。

「ある戦士から、面白い話を聞いたのでな。この国のことが一段落したら、北の山を訪ねてみるつもりだ」

「マスターのお考えであれば、それは正しいに違いありません。どうぞ、お望みのままに。ロゼはベッドで無様な傷を直しつつ、またお仕えできる日を夢見て待ちつづけます。いつまでも」

「そう悠長に時間をかける気はないがな」

　この異世界ではレベルアップが困難だ。普通にやっていたら、剣技を極めるのに一生かかってしまうだろう。

　しかし、魔術師としての能力を残したまま戦士系の修行ができるなら、ゲームですら禁じられていた近道ができるはず。また実験だ。





†






　夜──

　エルフの国の夜は暗い。

　彼らは暗あん視しを持っているから、わざわざ灯りを使わなかった。

　ディアヴロは王族の居室とされている大樹から、周囲を見下ろしてみる。

　──たんなる暗い森だな。

　隣にはドュランゴが立っていた。

「本日は、お疲れさまでした、陛下」

　まだ慣れないが、グリーンウッド王国の王に即位したため、ディアヴロは〝陛下〟と呼ばれる立場になった。

　ロゼを拠点に送り届けたあと──

　ディアヴロは国家運営について、エルフの主立った者たちと夜中まで会議の場を設けたのだった。

　といっても、素人が国政に口出ししても仕方がない。ディアヴロは眺めているだけだった。

　現代人が中世に転移して、ちょっと意見を出したくらいで国を改革できると思ったら、大間違いだ。

　国家とは集団であり、集団は無知で怠惰で感情的なものだった。

　べつに来訪者に限らない。歴史上、博識な理想家の的確な提案が、愚かな民衆に受け入れられず、結果として悲劇を迎えた例は枚挙に遑いとまがなかった。

　中世で改革ができると思っているヤツには、こう言いたい──猿山で学校を開くようなものだ、と。

　賢者が十行の提言を用意したら、三行目で飽きて踊りだすのが民衆であり、国だった。

　望まれたから王に即位したし、シェラの祖国を魔王から守ってやりたいとは思う。しかし、エルフたちの安楽な生活など知ったことではない。

　ディアヴロは内政なんぞ、まったく関わる気がなかった。

　ドュランゴに言う。

「国政については、貴様に任せる。善きに計らえ」

「はい、最善を尽くします。先王の側近を務めておりましたゆえ、それなりに心得ております。政務については心労をおかけしないかと」

「うむ」

　平和な時代であれば、ドュランゴが国王になったほうが、民衆にとってはよかったに違いなかった。

　ふと気になったことを尋ねてみる。

「貴様、最初に会ったときに、妙な演技をしていたな？」

「そ、それは……」

　噓うそを見破るのが苦手なディアヴロにもわかったほどの、下へ手た糞くそな演技だった。

「シェラに嫌われようとしたのか？　なんの意味がある？」

　ドュランゴが頭を搔かく。

「どうも、演技の才能はないようで……おそらく、王太后にも見破られておりましたね」

「単純だからシェラは騙だまされていたようだがな」

　彼が左右を確かめた。

「内密にお願いしたいのですが……」

「命令だ、吐け。他言せぬかは、聞いてから決める」

「ご無体な」

　肩を落としつつも、ドュランゴは口を開いた。

　いつになく真剣な表情で。




「実は私は、胸の薄い女性が好きでして」




「……なん？」

「エルフはスレンダーで素晴らしいのですが、そのなかでも男性かと見み紛まごうような薄い胸にだけ魅力を感じるのです。あ、もちろん男性には興味ありません。余計な贅ぜい肉にくのない女性のしなやかな身体こそが完全無欠であり、造形美の極点ともいえる芸術性を感じるのです。肋ろつ骨こつの浮いた脇腹には性的な興奮さえ覚えます。幼い身体にも惹ひかれますが、話が通じないのは苦手で、そういう意味ではグラスウォーカーも捨てがたい」

「ちょっと黙れ」

「し、失礼いたしました」

　ドュランゴが赤面して恐縮した。

　うーむ、とディアヴロは考えこむ。

　たしかに、シェラはエルフらしからぬ巨乳だ。しかも、話が通じないというレベルで頭が残念だった。彼の趣味の対極にある。

　乳に貴き賤せんなし！　を信条とするディアヴロではあるが……

　性癖というのは、誰にも邪魔されず自由で、なんというか救われてなきゃダメなんだ、とも思う。

　ディアヴロはうなずいた。

「許ゆるす、貴様は好きな道を行くがいい。無にも価値は在るのだ」

「おお……なんという懐の深さ！　王の寛大さに、秘してきた己の矮わい小しようさを恥じるばかりでございます。貴方こそは真の王！」

「秘してはおけよ？」

「はい！」

　貧乳好きに理解を示したくらいで〝真の王〟の称号を貰もらっていいのだろうか。

　風の向きが変わった。

　舞い踊る葉の一枚をディアヴロは戯れに摑つかんだ。

　ドュランゴが尋ねてくる。

「陛下、そろそろ行かれる頃合いでは？」

「ふむ……早いほうがいいか」

「はい」

「森の恵みは戻った。旅に出ることは王太后も納得している。この森に長居する理由はないか。魔王軍の侵攻がいつになるかわからぬし、発たつなら早いほうがいいな」

「あ、いえ……」

「魔族のことか？　たしかに、一つ目サイクロプスを倒したゆえ、もう一匹が再び来襲する可能性はある。そのときは逃げろ。貴様らでは相手にならん」

「そうではなくて、ですね」

「なんだ？」

「そろそろ、初夜に……シェラ王女……失礼。シェラ新王妃が、お待ちかと」

　──マジで？

「し、初夜……だと？」

「民衆はお世継ぎを心待ちにしております。ああ、王族の寝室は、こちらの枝の先。三本隣の大樹にあります。すでに王おう太たい后ごうは転居されておりますゆえ、ご遠慮は無用とのこと」

「お、おう」

「私も失礼いたします。どうぞ、お優しくしてあげてください。とうに関係は結んでおられるでしょうから、慣れているとは思いますが」

　──俺とシェラは、そういう関係じゃないからね!?

　盛大に誤解されている気がした。

「余計なことに気を回さずともよい！」

「はい。それでは」

　ドュランゴが一礼して、大樹の上から去る。

　レムとラフレイシャは迎賓館で、もう寝ているだろう。ロゼは《魔王の迷宮》のベッドに休ませてきた。

　エルフたちは世継ぎを待ち望んでいる。

　ディアヴロは森の枝の先へと目を向けた。うっすらと明かりが灯っている。

　エルフに照明は必要ない。

　つまり、あの灯りは、ディアヴロを招くための光だった。




　──初夜っすか!?





つづく







あとがき




『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術７』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者のむらさきゆきやです。




　ホルンの学園編は途中まで書いてたんですが、頁数的に入らないと気づいて、またの機会ということになりました。物語は考えてあるので、いずれ公開できればと思います。

　この巻は、大魔王編の最初としてプロットを組んでいたんですが、ダークエルフのエピソードが予想以上に膨らんで、エルフの森までとなりました。大魔王の配下は登場できたので、なんとか収まりましたが……。一般的なラノベの頁数で書いていたら、まったく収まっていませんね。本シリーズは編集さんのお許しをもらって、毎巻ボリューム多めでお届けしています。一冊で二つも新しい街を出したのは初めてかも？　新キャラも登場しました。楽しんでいただけたなら幸いです。




　次巻は、ディアヴロの修行回を予定しています。さらなるパワーアップをお楽しみに！




　宣伝です──大変ご好評いただいている、福ふく田だ直なお叶と先生によるコミカライズの第４巻が同時刊行です。連載はＷＥＢ漫画ニコニコ静画『水曜日のシリウス』にて！

　イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生が企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）が刊行中です。ラノベのイラストレーターが主人公のお仕事コメディです。

　長編戦記『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』、ゲームノベライズ『千年戦争アイギス　白の帝国編』（ファミ通文庫）が刊行中です。それぞれ、よろしくお願いします！




　謝辞──

　鶴つる崎さき貴たか大ひろ先生、今回も素敵なイラストをありがとうございます！　ますます過激にかわいくなっていきますね。褐色エルフもいいなって改めて思いました。

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、いつもありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、余裕を持ったスケジュールを組んだはずなんですが……また同じようなことになってしまいました。すみません。おかげさまで刊行することができました。

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と、関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。

　そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を！　ありがとうございました！
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本作品は、二〇一七年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。
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